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[image: 俺のプロデュースしたエルフアイドルが可愛すぎて異世界が救われるレベル]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　うっそうとした森の中で、伸びやかに歌声を上げる少女がいた。

　美しい少女だった。

　淡い輝きを持つ灰色の瞳、陽の光に煌きらめく白銀の髪、透き通った色白の肌。

　儚はかなげでありながら、森の緑の中で一輪の白い花が鮮烈に浮かび上がるように、その存在は際きわ立だっていた。

　そして奇妙なことに、少女の両耳は木の葉のように長く尖とがっていた。

　少女は、この世界でエルフと呼ばれる種族だった。




　少女の歌声もまた、その容姿に違たがわない美しさを誇っていた。

　透明感という使い古された形容では足りない。聞く者の心に深く染しみわたり、心のよどみを浄化するような柔らかさと、温かさがあった。

　耳を傾け、心地よく酔いしれずにはいられない魅力があった。




　美貌と歌声だけでも十分に見る者を魅了するところへ、少女は軽やかな舞をも加えていた。

　リズムよく左右に移動する、なめらかなステップ。

　キックするように足を伸ばして跳ね、高く掲げた腕を振る。

　細く長い手足が生き生きと躍動する様ははっとするほど目を引く。

　つま先を立て、くるりと横に回ったその動きに遅れて、雪のように白い髪が靡なびいた。

　そのまま二度、三度とターンを続けるたび、スカートの裾がふわりと広がる。

　一度沈み込んだ身体からだがふわりと宙を舞う様は、重力から解き放たれたかのように軽やかだ。

　色白で華きや奢しやな体つきの、どこからそんな跳躍力が生み出されるのか。

　しかも、少女の顔つきはあくまで涼やかで、必死さなど微み塵じんも感じさせない。




　この美しい見世物の観客は、遠巻きに木陰から眺める森の獣たちを除けば、ただ一人だった。

　少女の歌舞は、目の前の男一人に見せるために行われているのだ。

　エルフの少女の圧倒的な輝きに比して、観客の男はこれといった特徴のない男。

　耳が尖とがっていないのはもちろんのこと、野暮ったく長い前髪、微妙に猫背気味の姿勢がパッとしない印象を与える。

「最高……最高にかわいいよ。もはや神話の創生、新たな伝説の幕開け……」

　男は興奮し、ひたすら賛辞を口にしている。

　その目に浮かぶ涙は、彼が決して大げさに褒めそやしているのではなく、心の底から本気でそう信じているということを示す。

　男はドルオタだった。




　何な故ぜ、この可か憐れんなエルフの少女は森の中で歌いながらダンスをしているのか。

　何な故ぜ、このドルオタは一人で少女が歌い踊るのを見つめているのか。

　事の発端は数時間前に遡る。

　それはこのドルオタが、勇者としてこの世界に呼び出される前の話だった。
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「みんな、ごめんね！　私、今日でアイドル卒業します！」

　龍りゆう宮ぐう寺じゆみが朗らかに宣言すると、コンサートホールに詰めかけた三千人近いファンは一斉に静まり返った。

　つい数分前まで最前列で感涙にむせび泣きながらその歌声に聞き入っていた男、荒あら宜ぎ翔ひろ人ともまた、長い前髪をかき分ける手を止め、呆ぼう然ぜんとステージの上を見つめていた。

「は？」

　思わずマヌケな声が漏れた。

　翔ひろ人とは筋金入りのアイドルオタク、いわゆるドルオタである。幼稚園児の頃からアイドルの追っかけに没頭して早二十年以上、当然推しの引退など幾度となく経験している。

　しかし、今直面しているのはあってはならない事態だった。

（いやいやいや無いでしょ。りゅみたん、まだ武道館行ってないじゃん？　デビュー直後からずっと、いつかは行きたい武道館！　がトークのシメの定番だったじゃん？）




　ややタレ目気味の幼い顔立ちからは想像もつかない抜群の歌唱力とダンスのキレを持つ龍りゆう宮ぐう寺じゆみ（通称りゅみたん）は、翔ひろ人とにとって人生最大の推しアイドルと言っても過言ではない。

　若干天然ボケ気味ののんびりした性格は群雄割拠のアイドル業界には不向きかもしれないが、翔ひろ人とにとってはそれもまたかわいさの一側面。




　翔ひろ人とはデビュー直後のまだ垢あか抜ぬけない頃からりゅみたんの活動を追い続け、出演イベントには欠かさず通い、お世辞にもセンスがいいとは言いい難がたいデザインのグッズもコンプリートしてきた。

　１ＤＫのアパートの部屋は、既に足の踏み場もないほどりゅみたんグッズに占拠されている。

　遠方のイベントで酷暑極寒の中、待機列に待たされても、全ては運営が自分のりゅみたん愛を試しているのだと都合よく解釈して耐え抜いた。

　新曲を聴いては涙を流し、私財を擲なげうって無一文になりながらＣＤの在庫を買い取った。

　メディア露出を機にファンが増え始めても、予約時に七台のスマホを操ることでライブのチケットは毎回確実に最前列を確保してきたのだ。

　デビューから五年の歳月を経て、とうとう三千人規模のライブも満まん員いん御おん礼れい。全国的な人気に火が付くのもこれからだと思っていた。

　その矢先に、りゅみたんは引退するという。それも、よりにもよってライブに集つどったファンの前で、何の前触れもないサプライズ引退宣言である。




（あり得ん。何かの間違いだ。俺は信じないっ！）

　必死に現実逃避を図る中で、翔ひろ人とは不意に小声の呟つぶやきを耳にした。

「ふざけんなよ……」

　弾はじかれたようにそちらを向き、顔を引きつらせる。

　その男の顔はよく知っていた。名は確か、河こう元もと。翔ひろ人とと同様、りゅみたんのイベントには毎回欠かさず参加しているコアなファンだ。

　中肉中背、これといって特徴のないモブ的な顔立ちは、翔ひろ人とと甲乙つけがたい地味さである。

　一度も言葉を交わしたことはないが、翔ひろ人とと同様にりゅみたんが出演するならばどんな僻へき地ちのイベントでも駆けつける男。そのりゅみたん愛には奇妙な友情とシンパシーを感じていた。

　だがしかし、今の河こう元もとの表情は見たこともない激しい怒りに満ちている。

（まずい！　奴やつは混乱を処理しきれず攻撃衝動へと転化したか！）

　同じドルオタだからこそ察することのできる機微！

　河こう元もとは間違いなく、りゅみたんに対し罵声を浴びせようとしている。武道館へ行きたいと言ったじゃないか、応援してくれと言ったじゃないか、あれは噓うそだったのか、何な故ぜよりによってこの場で引退宣言なんだ……吐き出したい心の声は山ほどあろう。

　気持ちは痛いほどに察せられるが、しかしそれを許すわけにはいかない。

　もしここで罵声が飛んだりしたら、りゅみたんの受けるダメージは計り知れない。

　しかし。

（どうする。どうしよう。いざとなったら組み付いてでも止めるか。いや、でも多分ふっ飛ばされるよな。俺、喧けん嘩かとかしたことないもん）

　心臓がバクバクと鳴り始め、手足が震える。

（しょうがないよな。俺、ただのドルオタだもん。こういう時何もできなくたって、別に誰も責めたりしないだろ）

　必死で自分に言い訳をしながら、ステージ上のりゅみたんの表情をちらりと窺うかがう。

　その時、翔ひろ人とは気付いてしまった。

　いつも明るい笑顔を絶やさないりゅみたんの表情が、ほんの少しだけ、不安に揺らいでいるように見える。

（りゅみたんが……怖がっている？）

　突然の引退宣言は、反発やバッシングも覚悟してのことだったのだろう。今ここで翔ひろ人とが何もしなければ、その恐怖が現実のものとなってしまうかもしれない。

（俺が何とかしなきゃ。でも、どうやって……!?）

　その逡しゆん巡じゆんは、長くは続かなかった。観客席のどこかから、いち早く声が上がったからだ。

「りゅみたんっ今までありがとぉおおお！」

　翔ひろ人とは思わず弾はじかれたようにその声の出所を目で追った。

（誰だ!?）

　人の波に埋もれて顔すら見えない、一人のファンの言葉。

（今のは、俺が言うべきだった言葉じゃないか……！）

　先陣を切ったその言葉は場の空気を決定する！

「りゅみたんんん!!」

「さんきゅうううう！」

「ありがとぉおおおう!!」

　客席から次々と野太い声が響き、ステージ上の龍りゆう宮ぐう寺じゆみは八重歯を見せて微笑ほほえんだ。

　河こう元もとは項うな垂だれ、黙って自分のつま先を見つめている。発散しかけた感情を横から潰され、行き場がなくなったのだろう。だが、今やそんなことはどうでもいい。

　次々と上がる激励の言葉と拍手の轟ごう音おんの中で、己が果たすべき務めを果たせなかったという後悔が翔ひろ人とを責せめ苛さいなんでいた。







　ライブの終了後、翔ひろ人とはふらふらと路上を彷徨さまよっていた。

　元々覇気のある男ではないが、完全に顔から血の気が引いて目は虚うつろ。まさに幽鬼のごとき表情である。

　既に灯ひの消えた二本のサイリウムを両手に持ち、りゅみたんのイメージカラーであるオレンジ色のパーカーを着て、ネオンサインの輝く通りを当てもなく歩いている。

　すれ違う通行人がその異様な雰囲気に息を吞のんで左右に避けていくのも、翔ひろ人とにはもはや知覚できていない。そもそもライブ会場をどのように後にしたのかも覚えてはいなかった。

（俺は……何もできなかった……）

　ドルオタの務めとは、極論すれば推しの笑顔を守ることに尽きると翔ひろ人とは思っている。

　グッズやＣＤの買い支え、ライブ会場にフラワースタンドを送り、コールでは誰よりも声を張り上げ、ブログのコメント欄には毎回引かれない程度に長文コメントを書き込むこと。

　あり得ないことだが、万が一りゅみたんと付き合うことになったら「龍りゆう宮ぐう寺じゆみの彼氏は服のセンスが悪い」などと批判されないよう、身だしなみには常日頃から気を付けておく。

　すべては推しの笑顔のためである。

（俺はあの場で真っ先に声を上げるべきだったんだ。どうしてりゅみたんのためのたった一言が言えなかったんだ……俺は、ドルオタ失格だ……！）

　りゅみたんはファンの激励に包まれて滞りなくライブを終え、アイドルを引退した。

　翔ひろ人とが失敗を取り戻す機会は二度とやってこないだろう。

　ただでさえドルオタにとって、予期せぬ最推しの引退は四トントラックに激突された衝撃に匹敵する。その上で、翔ひろ人とは推しのために尽くせる最後の機会を失ったのだ。

　そのダメージは計り知れない。

　頭の芯が痺しびれるように感覚が鈍り、どこへ向かって歩いているのか、どれだけの時間歩き続けているのかもわからなくなり始めていた。

　危険な状態であった。

　肉体と精神のバランスが崩れ、現世への執着、繫つながりが弱まっている。これは即すなわち、異なる世界からの呼び声に対して無防備な状態なのだ。

　翔ひろ人とは気がついていなかった。

　いつしか周囲には一人の人影もなく、それどころかあるべき建物や地面さえも無い、不思議な空間に足を踏み入れていることに。

　気がつかないままに、ただひたすら足を前に進めていた。

（さようなら、りゅみたん……俺の人生最推しの人……グッバイ、フォーエバー……）

　謎のポエムを詠みながら翔ひろ人とは行く。

　奇怪なマーブル模様を描く未知の空間の、その先へと……！







　突然、視界に鮮やかな緑が飛び込んできてようやく翔ひろ人とは我に返った。

　うっそうとした木々に蔦つたが絡からまり、どこからか甲高い小鳥の鳴き声が響いている。

　スニーカーを通して足の裏に伝わるのは、固いアスファルトではなく土と草を踏む感触だ。

　全く信じられないことだが、都内の繁華街近くを歩いていたはずが、何な故ぜか翔ひろ人とは今、見知らぬ深い森の中に居るのだ。

　それも、ただの森ではない。

　大きな樹木の傍そばに、翔ひろ人との背よりも高い色とりどりの巨大なキノコが群生している。

　リスとトカゲが混ざったような謎の生き物がその脇を駆け抜けていく。

　樹上から垂れ下がっている蔦つたの一部は不規則にゆらゆらと揺れて、その小さな生き物を搦からめとろうとするような動きを見せた。

　そこかしこに奇妙な生物が蠢うごめいている。

　しかし、それより何よりも翔ひろ人とを驚きよう愕がくさせたのは、目の前に立つ一人の人物であった。

　見たこともないほど可か憐れんな少女がそこに居た。

　リボンで左右に結んだ白銀の髪も、白くなめらかで美しい肌も、まるでそれ自体が光を放っているかのように眩まぶしい。

　小さな唇には、桜の花を思わせるほんのりとした赤み。閉じられた瞼まぶたの上に長い睫まつ毛げが乗り、そこに木漏れ日が落ちてきらきらと輝いていた。

　身に纏まとった衣服は、丈の短い白のワンピース。腰を細く絞ったデザインが少女のスタイルの良さを際きわ立だたせている。

　耳の端が斜め上に尖とがって木の葉のような形をしているのも、不思議と違和感はない。

　むしろ、これほどまでに美しい少女がただの人間であるはずがないのだから、人間とは全く異なる特徴を持っているのは自然である……そう納得してしまうほどであった。

　その美少女が目を閉じ、手を組んで、祈りを捧ささげるような姿勢で翔ひろ人とと対たい峙じしていた。

　祈られるべきは自分ではない、と翔ひろ人とは感じた。この世のものとは思えない美少女に、何な故ぜ自分ごとき一介のドルオタが祈りを捧ささげられているのだろう。

（何なんだこの状況は!?　どちらかといえば祈りたいのは俺の方なんだが！）

　やがて少女の長い睫まつ毛げが揺れ、ゆっくりと瞼まぶたが開かれると、吸い込まれそうなほど大きく、煌きらめきを宿した瞳が現れ、翔ひろ人との心臓が飛び跳ねた。

「よかった……召喚の儀、ちゃんと成功した……！」

　少女の口の動きは、明らかに日本語を語っている動きではなかった。

　それなのに、何な故ぜか理解できる。意味が通じる。

　だがその違和感よりも、召喚の儀という怪しげな単語の響きよりも、むしろその甘く澄み切った声に翔ひろ人とは衝撃を受けた。

　羽毛で背をくすぐられるようなゾクゾクする感覚と、相反するような心地よい安あん堵ど感かん。

　永遠に聞いていたいとさえ思えるその声の余韻に恍こう惚こつとなっていると、少女は軽く咳せき払ばらいをし、改まった様子で告げた。

「召喚に応じてくださり、ありがとうございます。異界の勇者様」

「勇者様？」

　馴な染じみのない呼称に、ようやく翔ひろ人とは意識を取り戻す。

「はい。私はエルフの族長の娘で、フィーリーフと申します」

「あっ、どうもご丁寧に、はい。翔ひろ人とです……荒あら宜ぎ翔ひろ人とです」

　思わず正座して自己紹介し返したものの、翔ひろ人との頭の中は大量のクエスチョンマークに占拠されていた。

　召喚。異界の勇者。エルフ。単語の意味はわかるが、すんなりと吞のみ込こめるものではない。

　翔ひろ人との認識ではエルフとは架空の種族であり、実際に会って話すことなど不可能なはずだ。

　しかし現実にこうして相対している以上、これが夢でも大掛かりなドッキリでもなく、目の前の少女が発狂しているのでもなければ、答えは一つしかない。

「え？　何？　もしかしてこれ、あれか？　どこか別の世界に来てしまったのか？」

「はい。お気づきの通り、ここは勇者様が過ごしていた世界とは別の世界。私は一族に伝わる秘術を使って、勇者様をこの地へお呼びしたのです」

「あ、やっぱりそういうやつなんだ！　ホントにあるんだ！」

　りゅみたん推しであった翔ひろ人とは、りゅみたんがブログでおすすめしている漫画、小説の類は全巻読破し、何ページ目にどんなセリフがあるかというレベルで記憶している。

　そうして読んだ物語の中には、ひょんなことから現代日本に暮らす若者が異世界へ移り住み、無法な力を振るって活躍するタイプの話もいくつかあった。

　自分が同じ境遇だと考えると、理解するのがぐっと楽になる。

　よくよく見れば、翔ひろ人との足元には石や木の枝で何やら図形が作られており、召喚のために描かれたものであることが察せられた。

「ということはきっと、何かすごいチート的な能力に目覚めているに違いない！」

　お約束に従えばそうなるはずだ。翔ひろ人とは掌てのひらを前方に掲げ、叫び声を上げた。

「はぁーっ！」

「……!?」

　突然の行動に、フィーリーフと名乗った少女が驚いて身を固くする。

　しかし、特に何も起こらない。

「……出ろ！　何らかのチート能力！」

　再度叫んでみたが、やはり何も起こらない。魔法や超能力が身に付いている様子はない。

　そよそよと森の中に風が吹き、草の葉を揺らした。

「何も出ない」

　軽く走ったり、その場で飛んだり跳ねたりしてみたが、運動能力が格段に向上しているような様子もない。

「あの、勇者様？」

　恐る恐る声をかけるフィーリーフに、がっくりと肩を落としながら翔ひろ人とは尋ねた。

「俺、なんでこの世界に呼び出されたの？」

「ええと……はい。今この世界は、魔物の軍団の侵攻によって各地で平和な暮らしが失われています。私たちエルフの一族も住んでいた森を追われ、散り散りになってしまいました」

「魔物の軍団？」

　翔ひろ人との頭には、漠然としたイメージが浮かんでいた。

（魔王とか、四天王とか、隠しボスとかが居るのかな？）

　まるっきりゲームの世界の話のようで実感が湧かない。どうリアクションしていいのかわからなかった。

　しかしフィーリーフが深刻な表情をしているので、翔ひろ人ともなんとなく深刻な顔で頷うなずいていた。

「それは大変だ……大変なのかな。たぶん大変そう」

　どこか緊張した面持ちのフィーリーフは、翔ひろ人との曖昧なリアクションに気がつかない様子のままである。

「お願いです。勇者様」

　不安に顔を強こわ張ばらせ、両手をぎゅっと強く合わせてフィーリーフは切り出す。

「どうか、この世界を救っていただけませんか！」

「世界を救う？」

　突拍子もない願いの言葉。翔ひろ人とはそれをゆっくりと嚙かみ砕くだいて理解し、おずおずと答える。

「あの……頼む相手を間違えているのでは。俺、ただのドルオタなんだけど」

「どるおた？」

　少女は大きな目をぱちくりさせて、小首を傾かしげた。

　その動作のあまりの愛らしさに翔ひろ人とは呼吸困難になりかけたが、どうもドルオタという単語の意味が通じていないらしい。

　故に、必死に言葉を付け足す。

「つまりその、勇者じゃなくて……ドルオタなんだけど」

　数秒の間が空いた。

　さらさらと風が吹き、どこかで小鳥の鳴く声がする。

「勇者では、ない？」

「うん。何か期待させてしまったのなら申し訳ないけど、俺喧けん嘩かとか全然できないし、魔物と戦うとかも無理だし。チート能力も無いみたいだし」

　激しいショックを受けた様子で少女はよろめき、口元を手で覆った。

「そ、それじゃあ、召喚の儀は失敗!?　噓うそ、噓うそ。わ、私はなんてことを……！」

　少女の大きな眼めのふちに、みるみるうちに透明な雫しずくが盛り上がる。

　翔ひろ人との背に電撃が走った。自分の不用意な発言が目の前の美しい少女を傷付け、涙させようとしている。

　そんな言葉は直ちに撤回せねばならない。

「あっ、あー、やっぱり勇者かも。俺、勇者な気がしてきた」

「えっ？　でも今、自分はドルオタであって勇者ではない、と」

「そ、それは……」

　そもそも勇者とは何か。翔ひろ人とは咄とつ嗟さにその定義から考察を始めた。

（勇者ってなんだ？　単語を解体すれば、勇者って勇気ある者のことだよな……勇気って何だ。あれだ、何事も恐れず立ち向かう強い意志のことだな）

　そう考えた時、翔ひろ人との中に再び苦い思いがこみ上げてくる。

　不安におびえるりゅみたんの表情。そして、それを救った、自分のものではない声が脳裏に蘇よみがえる。

（俺は勇者なんかじゃない。それどころか、推しに声をかけてあげるべき時に何もできなかった。ただの意気地なしだ）

　強烈な自じ己こ嫌けん悪おが、重く心にのしかかる。

　しかし、黙りこくってしまった翔ひろ人とを見る不安げなフィーリーフの眼まな差ざしが、深く沈みそうになる翔ひろ人との意識を引き上げた。

（いやいやいや、落ち込んでる場合か！　見ろ、俺のせいで不安そうにしているじゃないか！）

　翔ひろ人とは一転して胸を張り、きりりとした表情を作って厳かに語り始めた。

「ドルオタとは……勇者のことなんだ」

「えっ？」

　恐れなければ勇者である。ドルオタは推しのためならば何事も恐れない。ゆえに、ドルオタは勇者である。翔ひろ人との中で、力任せの三段論法が完成していた。

「俺の居た世界では、勇者のことをドルオタと言うんだ、だから俺は」

　思い付きを早口でまくしたてながら、翔ひろ人とは次第に冷静になっていく。果たして、そこまで言い切ってよいものか。勢いに任せてとんでもないことを口走っていないだろうか。

　伸ばした背筋が徐々に丸まり、目が泳ぎ始める。

「だから……俺はほぼ勇者です」

　最終的に、翔ひろ人とはかなり小声でそう告げた。

「ああ、なんだ、そういうことですね。びっくりしたぁ……！」

　安あん堵どしたらしい少女は、満開の花のような華やかさで笑顔を浮かべた。

　翔ひろ人とは思わずその場で倒れこみそうになるのを必死に押しとどめ、心の中だけで叫ぶ。

（かわいさ全国模試一位か!?）

　翔ひろ人とが受けた衝撃のことなどつゆ知らず、少女は目元の涙をぬぐっている。

「では、改めてドルオタ様と呼ばせていただきますが」

「ドルオタ様……ちょ、ちょっとその呼び方はあんまり」

「そうですか？　ええと、それでは、ヒロト様とお呼びしても構いませんか？」

「もちろん構いません！」

　不意に名前を呼ばれ、翔ひろ人との胸は高鳴った。りゅみたんの握手会で、初めて名前を覚えてもらった時と同じときめきが心に宿るのを感じる。

「それでは、ヒロト様。聞いていただけますか？」

「聞きます」

「改めてお願いしたいのですが」

「お願いされます」

「ヒロト様、どうかこの世界を救ってくだ……」

「救います」

　即答であった。

　例えば翔ひろ人とが実は剣道の有段者であるとか、歴史の闇に埋もれた暗殺拳の継承者であるとか、諸しよ葛かつ孔こう明めいの再来と言われた鬼謀の策士であるとか、そういう特技があるのならば話は別だったかもしれない。

　しかし、翔ひろ人とはいずれの技術も保有していない。アイドルを推すのに関係がないからだ。

　それどころか、魔物の軍団とやらの数も、正体も、この世界を救う具体的な手段もわからないというのに即答であった。

　翔ひろ人ととしては、ただフィーリーフが悲しまないであろう選択肢を選んだにすぎない。つまり、深く考えていないだけだ。

　フィーリーフもここまですんなり快諾されるとは予想していなかったのか、若干狼狽うろたえて翔ひろ人とに確認を取った。

「ほ、本当によろしいのですか!?　決して容易なことではないというか、あの、正直なところ、ヒロト様にきちんとした御お礼れいができるかどうかもわからないのですが！」

　あわあわと手をばたつかせるフィーリーフの様子に、翔ひろ人とは一つの記憶を蘇よみがえらせる。

　それはりゅみたんがデビューして間もない頃のバースデーライブ。両手で数えられるほどのファンしかいない会場で、翔ひろ人とはスケッチブックを丸々一冊使った手作りのバースデーカードをプレゼントしたのである。

　あの時のりゅみたんは感激し、やはりこのように小動物的なかわいらしさで慌てていた。

　フィーリーフとりゅみたんでは外見は全く違うが、どうも根本的には似たような少女に惹ひかれるらしいと、翔ひろ人とは苦笑せずにはいられなかった。

「お礼なんか要らないよ。ただ、願わくば一つだけ……もし叶かなうならば」

　語りながら、一瞬、翔ひろ人とは迷った。

　翔ひろ人とは自分が生まれ育った世界が嫌いだったわけではない。少なくとも、突然迷い込んだこの異世界よりは愛着がある。

　しかしフィーリーフの願いを引き受けるなら、可能か不可能かは別として、今すぐに元の世界に戻ることは諦める必要がある。

　加えて、今告げようとしている願いが、りゅみたんに対する何らかの裏切りにはならないだろうかという思いもあった。

　しかし、人は過去に戻ることも、現在にとどまり続けることもできない。喪失の痛みを抱えたままでも未来へと進まなければならないのだ。

（りゅみたん。君と過ごした日々を忘れるわけじゃない。それでも、俺は次の一歩を踏み出したい）

　翔ひろ人とは柔らかな草の上に騎士のように片膝をつき、恭うやうやしく頭を下げながら告げた。

「俺の……アイドルになってくれませんか？」







　フィーリーフは軽く混乱した。

　何かとても重要なことを要求されているようなのだが、肝心の部分が不明なのである。

　雰囲気を壊すようで申し訳ないと思いつつも、当然の疑問を発せずにはいられない。

「あの……すみません。そもそも、アイドルとは何なのでしょうか？」

「アイドルとは何かッ!?」

　翔ひろ人とが大声を上げて後ずさったので、フィーリーフは慌てた。

　フィーリーフとしては聞き知らぬ単語の意味を尋ねたにすぎない。それがある意味ドルオタにとって最大最難の問題であることなど知る由よしもないのだ。

　翔ひろ人とは地面に突っ伏して奇怪なうめき声を上げていた。

「あ、あの……ヒロト様？　私、何かよくない質問をしてしまいましたか？」

「いや！」

　右手で顔を覆い、脂汗をたらしながら翔ひろ人とは否定した。

「アイドルとは何か……うん。俺自身、この問題にはいつか答えを出さねばならないと思っていたところ。むしろいい機会をもらったと思う。ありがとう……」

　謎の感謝をされていよいよ戸惑うフィーリーフを前にして、翔ひろ人とはしばらくああでもないこうでもないと呟つぶやいていた。

　が、やがて立ち上がり、天を仰いで囁ささやくように言った。

「希望の灯ひ」

「はい？」

「どんなに辛つらく苦しい闇の中でも、その火が灯ともっていれば生きていけるというような……希望、喜びを人に与えられるもの。それがアイドルだと、俺は思う……！」

　翔ひろ人とは遠い目をしていた。これは実体験から来る切実な結論。

　両親から放置気味に育てられた彼は、幼少期からうまく周囲に溶け込めず、一人孤独に過ごすことが多かった。

　そんな翔ひろ人との心を慰めたのがアイドルだったのだ。

　煌きらびやかな衣装に身を包み、眩まぶしい笑顔で夢を歌う姿は、いつも翔ひろ人とに生きていく力そのものをくれた。

「人々の、希望の灯ひ」

　嚙かみしめるように翔ひろ人との言葉を繰り返したフィーリーフは、やがてハッとしたように手を叩たたいた。

「つまり！　力で魔物を討ち果たすことが重要ではなく。魔物に住すみ処かを追われて苦しむ人々の心を救うことこそが重要……という意味ですね？」

「え？　えーと、まあそういうことかな？」

　そもそも翔ひろ人とには力で魔物を討ち果たすことなどできないのだが。

「なるほど、さすがヒロト様……勇者だけあって、私の想像を超えています」

　フィーリーフは深く考え込んだ。

（私は召喚を終えたことで、自分の役目をすべて終えたように錯覚していたのかもしれない）

　しかし、目の前の勇者は仔し細さいも聞かず務めを果たすことを約束してくれたのだ。

　ならば呼び出した張本人である自分もどんな困難であろうとも乗り越えなければなるまいと、そう思った。

　フィーリーフは根が生真面目で律りち儀ぎな性格なのである。

「ヒロト様。私、決めました」

　森の中に一陣の風が吹く。木の葉が舞い散る中、白銀の髪を靡なびかせて、フィーリーフは決意の言葉を口にした。

「ヒロト様は、この世界を救うためにドルオタとして戦うことを約束してくださいました。ならば私もまた……アイドルなるものとして、戦いましょう！」

　そこまで言ってフィーリーフは、先ほどから翔ひろ人とが穏やかな笑顔を見せていることに気がついた。

（行く手の困難を知りながらも、決して悲壮感を漂わせずに笑ってみせる。それこそ、まさに勇気の証あかしなのかもしれない）

　実際にはそれは、推しを前にしたドルオタが喜びを隠し切れず微笑ほほえんでいるだけなのだが、フィーリーフ自身はそのことに気がついていないのだ。

（臆していてはいけない。ヒロト様に、私の決意のほどを知ってもらわなければ！）

　緊張に強こわ張ばった己の頰をむにむに引っ張って伸ばし、思い切り拳を突き出して、フィーリーフは笑って見せた。

「よろしくお願いしますね！」

　未知への恐れを振り払うべく、勇気を振り絞った会心の微笑ほほえみであった。







　拳をぐっと突き出したフィーリーフの、そのあまりにも輝かしい笑顔を目まの当あたりにし、翔ひろ人とは若葉の香りがただよ漂う地面に顔から倒れ込んだ。

「ヒロト様!?　どうされたのですか、ヒロト様！」

「しんどい。まじ無理。ガチ恋してしまう」

　ひくひくと痙けい攣れんする翔ひろ人との身体からだを助け起こし、フィーリーフは必死に呼びかける。

「ヒロト様！　マジムリとは……ガチコイとは一体!?　しっかりしてください！」

「まじ無理というのは、つまり尊みがヤバいということで、ガチ恋は文字通り、ガチで恋をしてしまうという……」
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　解説しながら、自分の頭がフィーリーフの膝の上にあること、心配そうに覗のぞき込こむフィーリーフの顔が至近距離にあることに気がつき、翔ひろ人とは白目を剝むいて気絶した。

　ドルオタにとって、推しの膝枕はダイナマイトにも匹敵する破壊力を持つ。今日一日で次々と起こった出来事に精神力を消耗しつくした翔ひろ人とが、耐えられるはずもなかった。







　こうして、奇妙な偶然から世界の垣根を越えて呼び出されたドルオタの勇者・荒あら宜ぎ翔ひろ人とと、彼を呼び出したエルフの少女フィーリーフは出会った。

　今はまだ誰も知る由よしもないことだが、二人の出会いは、後にこの世界の運命を大きく変えていくことになるのであった！







[image: ]

　荒あら宜ぎ翔ひろ人とはうめき声を上げながら目を覚ました。

　もしも目を覚ましたのが翔ひろ人との自宅、１ＤＫのアパートの天井であったならば、そこにはりゅみたんのポスターが貼ってある。

　しかし、目に入ったのは一面に茂った枝と葉、その重なりからわずかに見える青い空であった。

　若干の落胆と大きな期待をもって、翔ひろ人とはむくりと身体からだを起こす。頭の下には柔らかい革袋が置かれていた。

「あ、ちょうどよかった。目が覚めたのですね、ヒロト様」

　期待した声がすぐ傍そばから聞こえる。

　そこに居たのはエルフのフィーリーフ……翔ひろ人との新たな推しである。

「えーと……おはようございます」

「はい、おはようございます」

　寝ぼけ気味の翔ひろ人とに対して、フィーリーフはしっかりとお辞儀をして返答した。

　フィーリーフは活発ながらもそこはかとなく育ちが良さそうな印象がある。

　翔ひろ人とが気を失っている間に用意したのか、傍かたわらでは焚たき火びがパチパチと音を立てていた。

「お疲れのようだったので簡単に食事を作ったのですが、食べられますか？」

　翔ひろ人とが頷うなずくと、フィーリーフは火にかけた鍋から木製の器によそった汁物を差し出した。

　全体的に紫っぽく緑色の何かが浮いている、なんとも得体のしれない汁であった。エルフの食べ物、というよりそもそも異界の人間が口にして害がないものかどうかわからない。

　逡しゆん巡じゆんの末、翔ひろ人とはそれを口にした。

　推しから手渡されたものであれば、たとえそれが毒であってもドルオタは飲み干すものなのだ。

「うまい！」

　けばけばしい外見からは全く想像できなかったが、適度にとろみと甘味があって、優しい味のスープだ。

「よかった。首絞め蔦つたを煮出した汁は栄養があって、これだけ食べていても病気にならないと言われています」

「首絞め蔦つた」

　先ほどから、地面の小動物を狙ってうねうね動いている不気味な蔦つたが目に入る。食虫植物を超えて食獣植物とでもいうのか、間違いなくこのスープの原材料であろう。

　翔ひろ人とはこの事実を積極的に無視することにした。ドルオタの活動を滞りなく行うためには栄養を補給しなくてはならない。食欲を減退させている場合ではないのだ。

「すみません！　もしかしたら私が未熟なために召喚の儀式がうまくいかず、ヒロト様の疲れに繫つながってしまったのかも」

「いやいやいや、全然気にしなくていいよ！　ちょっと色々衝撃が大きすぎただけだから！」

　そのまま首絞め蔦つたのスープを急いでかきこみ、空腹が満たされて人心地がつくと、今置かれている状況がいかに特異なものかがひしひしと感じられた。

　広い森の中で推しと二人きりという状況、元の世界にいた時には考えられない。

　考えられないことだが、現実である以上はそれを前提に行動するしかない。

（忘れちゃダメだ。俺はドルオタであり、勇者。世界を救うって約束したんだよな）

　今更ながらずいぶん大それたことを言ってしまった気がする。

　半分以上勢い任せでアイドルになって欲しいとフィーリーフに頼み込んでしまったが、しかし、それは世界を救うことと両立できるのだろうか。

「ごめん、ちょっと教えて欲しいんだけど……この世界って、今、どういう風に大変なのかな」

「はい！　ヒロト様、こちらへ来てご覧いただけますか？」

　立ち上がったフィーリーフが木々の少ない箇所へと歩み、右手を掲げた。

　示された方角を覗のぞいてみると、枝葉の合間から遠くまで景色が見渡せる。翔ひろ人とが今いる場所は、果てが見えないほど広い森の中で、小高い丘のようになっている場所だとわかった。

　空は青く、綿のような雲がぽつぽつと浮かんでいる。木々の緑の濃淡はゆるやかにグラデーションを描いており、複数の種類の樹木が混じり合って森を形成しているのだと想像できる。異なる世界といっても、こうした自然の美しさに大きな違いはない。

　しかし、その美しい風景のあちこちで火の手が上がっていた。見ているだけで心がざわつくような黒煙がもうもうと天に昇っていく。

「あの火は何が燃えてるの？」

「あれは村や橋、それから祠ほこらですとか……人々が生活のために造り上げた場所が、魔物によって次々と壊されてしまっているのです」

「うええ。めちゃくちゃ多いように見えるけど？」

「はい。今や、この世界のほとんどの町や村が同じ状態です。私が住んでいた村も、魔物の群れに襲われて放棄しました。父と母は、魔物に追われる中で必死に私を逃がしてくれたのです」

「ええっ！」

　フィーリーフの明るい態度からは想像もつかない深刻な経緯が語られ、翔ひろ人とは慌てた。

「それ、大丈夫なの!?」

「父も母も、強く勇敢なエルフです。そう簡単に魔物にやられたりはしません。今頃どうしているのか、皆無事でいるのか、気にはなりますが……」

　フィーリーフの様子は、自分が心細いというより離れ離れになった家族のことを案じているようだった。

（家族思いなんだなあ）

　翔ひろ人とはといえば、成人して一人暮らしを始めてから家族に連絡を取っていない。

　元の世界ではおそらく突然失踪した扱いになっているだろうが、それを知ったとして家族が捜してくれるかどうかは怪しい。

　境遇の違いに、翔ひろ人とはなんとなくしんみりしてしまった。

　同時に、今更ながらプレッシャーが湧き上がってくる。

　この世界でフィーリーフの力になってあげたいとは思うし、離れ離れになってしまった家族とももう一度引き合わせてあげたい。

　しかし、本当にただのドルオタが世界を救えるのだろうか。

　やる気に満ちていた心が、しおしおと萎しおれていく。

「あのう、ヒロト様。私からも質問をして構いませんか？」

　遠慮気味におずおずと手を上げるフィーリーフの姿は実に愛らしく、まさに一挙手一投足が翔ひろ人とを和ませ、幸福のゲージをぐんぐん上昇させていく。

「もちろん！　何でも聞いて！」

　先ほどまでの落ち込みはどこへやら。今の翔ひろ人とならば銀行口座の暗証番号まで聞かれるままにすべて話してしまうだろうが、フィーリーフの興味はそこにはない。

「アイドルとは、具体的には何をするものなのでしょうか？」

「あっ、そこから？」

　この世界には元々アイドルという概念がないようだから、説明しなければならない。当たり前といえば当たり前のことだった。

「ええと、どこから話したものかな。まずアイドルによって色々コンセプトがあってだね」

「こんせぷと？」

　フィーリーフはきょとんとしている。

　会話はできるが、特定の言葉だけがうまく通じないようである。面倒だが別の言葉に言い換えなければならない。

「うーん、例えば、フィーリーフの得意なこととか、好きなこととかを教えてくれない？」

「得意なこと。仲間のエルフはみな弓を使った狩りが得意なのですが、私は苦手で……」

　フィーリーフはちょっとばつが悪そうに下を向き、おずおずと返答した。

「それは苦手でも大丈夫だよ！　全然問題ないよ！」

　アイドルが得意とすべきは、ファンのハートを射止めることである。物理的に命を刈り取ることではない。

「ああ、そうですね。力ではなく、人々の心を救うことが重要なのでした！」

　フィーリーフは誤解したままうんうんと頷うなずいて納得した。

　ややズレてはいるが、翔ひろ人との言葉すべてに熱心に耳を傾け、全身全霊で理解しようと努めてくれているのがわかる。

「得意なことといえば、この森の精霊に捧ささげる祈りの歌ならば少しは心得が」

「持ち歌があるってこと!?」

　翔ひろ人とはやや食い気味に反応した。

「……もちうた？」

　またしても馴な染じみのない言葉だったらしく、フィーリーフは目を点にして頭を右に傾けた。

「つまり歌い慣れていて得意な歌があるっていうことだよね？」

「はい。奉納の舞と合わせて、幼い頃から練習して参りましたので」

「ダンスもイケるってこと!?」

　翔ひろ人とは再び、やや食い気味に反応した。

「……だんす？」

　またしても馴な染じみのない言葉だったらしく、フィーリーフは目を点にして頭を左に傾けた。

「つまり、振り付け！　踊りもできるっていうことだよね！」

「え、ええ。何かその、問題が……？」

　翔ひろ人との目が輝き始めた。

「何てこった。フィーリーフ……アイドルについて教えるまでもなく、君は、もはやアイドルなのかもしれない」

「もうですか!?」

　何が何やらわからないうちに目指すことになったアイドル。苦難の道を歩む覚悟を決めたところでもう既になっていると言われては、フィーリーフも混乱の極みである。

「ちょっとその歌、今ここで歌える？」

「え。い、今ここでですか？」

「ダメ？　何か準備とかある？」

「そういうわけではありませんが……家族や親戚の前でしか歌ったことがないもので、少し、その、気恥ずかしいというか」

　視線を逸そらしてもじもじしているフィーリーフの様子に和みつつも、翔ひろ人とはもう一押しすれば行けそう、と冷静な判断を下していた。

　むろん、本気で嫌がっているのであれば無理強いはしない。

「是非聞いておきたい。これはとても重要なことなんだ！」

　フィーリーフは突然ぱたぱたと駆けて距離を取り、翔ひろ人とと向き合ってその場に屈かがみこんだ。

「フィーリーフ……？」

　フィーリーフは、飛んだ。

　体重をまるで感じさせない、羽毛のような軽やかさで。

　ふわりとスカートが翻ひるがえり、長い髪が靡なびく。

　一瞬空中に留まるような静かな跳躍から着地までの間、翔ひろ人とは完全に呼吸を忘れて見入った。

　さらに、着地から間髪を入れずフィーリーフはくるりとその場で横に回転した。指先までぴんと伸びた腕が、円を描いてきれいに水平に回る。

　すると、袖口から蔓つる草くさが伸びて衣服に纏まとわりつき始めた。

　フィーリーフがそのまま二度、三度と回転を続けるにつれて、蔓つる草くさから花が開き、衣服を華やかなドレスの形へ作り変えていく。

（服が変わった!?）

　下は人工のフロアではなく剝むき出だしの地面。まばらに草が生え、ごつごつした木の根が飛び出し、石が転がっている。

　しかしフィーリーフはそれを物ともせず飛び跳ね、回り、舞い続ける。

　どこからともなくフルートやドラムを思わせる音が響きだし、翔ひろ人とは慌てて周囲を見渡した。

（えっ、何この音楽！　どこから流れてんの!?）

　翔ひろ人とが知らないのも無理はないが、エルフであるフィーリーフは歌と踊りを通じて森の精霊に呼びかけている。フィーリーフが奉納の舞を始めれば森の木々は喜びにざわめいて枝や幹を鳴らし、樹皮の隙間や洞の中から風が通って笛のような音を出すのだ。

　驚くべき展開はこれに終わらない。

　リスとトカゲに似た小動物、さらに角を一本生やした馬のような動物、身体からだに蔦つたを絡からませた鹿のような動物がひょっこりと木陰から顔を出した。

（なんか動物集まってきた!?）

　信じがたいことに、集まってきた森の動物たちは揃そろって足を踏み鳴らし、互いの角、あるいは手にした木の実を打ち合わせて音を出している。

　児童向けアニメのようなメルヘンな光景を現実に目まの当あたりにし、翔ひろ人とはようやくこの世界が元居た世界とは全く異なる地であることを痛感していた。

　そして、伸びやかな声が森の中に響いた。




　　深く落ちる帳とばり　その緑

　　透かし零こぼれる　ぬくもりは陽の光

　　誰もが待ちわびた　花が開く

　　いななきを　囀さえずりを　遠とお吠ぼえを乗せて

　　ララライラ　手を打ち　足踏み鳴らせ

　　ララライラ　声を上げ　歌えや歌え




　翔ひろ人とは目を見張り、ひたすらその歌声に聞き入っていた。

　ぐっと胸が詰まるような、芯から温かくなるような、不思議な歌声である。

　フィーリーフが腕を上げれば、心が上がる。

　フィーリーフが声を揺らせば、心が揺れる。

　小さな身体からだのフィーリーフは、今やこの森そのものと一体になったかのような巨大な存在感を放っていた。




　　蔦つたに絡からまり　朝露に濡ぬれ

　　駆ける狼おおかみの　銀の毛並み

　　花は散り落ちて　実を結ぶ

　　芽吹く種　季節よ巡れ

　　ララライラ　指鳴らし　かかと上げて

　　ララライラ　声を上げ　回れや回れ




　歌い終え、空に指を掲げてぴたりと止まったフィーリーフは、ほう、と息を吐いてやや上気した顔を翔ひろ人とに向けた。

「いかがでしょう。ヒロト様……ヒロト様!?」

「最高です……」

　翔ひろ人とは掌てのひらを合わせ、跪ひざまずいて涙を流し続けていた。あまりに尊いものを目まの当あたりにして、そうせずにはいられなかった。

　翔ひろ人ととしては懸け念ねんがあったのだ。

　ただでさえ異なる世界の、異なる種族の音楽である。音楽体系が全く異なるものであった場合、理解できる素養が自分にないかもしれないと恐れていた。

　しかし、結果としては杞き憂ゆうであった。

　翔ひろ人との元々居た世界で言えば民族音楽的な、もっと俗っぽい言い方をすればファンタジーＲＰＧに出てきそうな楽曲である。

　推しの魅力が外見のみや性格のみにとどまらず、自分の音楽的嗜し好こうとも一致したのだ。もしもこの世界に運命の神が居るのだとしたら、いくら感謝してもし足りない。

　感極まって、翔ひろ人とは叫んだ。

「フィーリーフは世界一かわいい！」

「は、はいぇ!?」

　直球の褒め言葉にフィーリーフは絶句した。

「そ、そんなことは……」

「そんなことはある！　世界一かわいい！」

「いや、あのっ、ヒロト様はまだこの世界のことをよくご存じないのでは!?」

「確かによく知らない。が、それでもきっと世界一かわいい！」

　翔ひろ人とは迷うことなく、澄んだ目で、きっぱりと主張した。

　自分の推しが世界一かわいいに決まっていると、心からそう信じているのだ。

「ええと……その、恥ずかしいですけど、気に入っていただけたのなら嬉うれしいです」

　フィーリーフは頰を染め、両手の指を忙せわしなく組み替えたりして、完全に舞い上がっていた。

　無理からぬことであった。

　エルフは種の特徴として美しい容姿を持つが、なまじ誰もかれもが美しいがために、同種間ではそれを褒め合う意識が薄い。

　生まれた時からエルフの一族しか居ない環境で育ったフィーリーフもこの手の賛辞とは無縁であり、まして「世界一かわいい」などという絶賛を受けたのは生来初めてのことだったのだ。

　翔ひろ人とは照れ顔のフィーリーフをにまにましながら眺めていたが、ふと先ほど抱いた疑問が口をついて出た。

「そういえばフィーリーフが歌ってる時、どこかから音楽が聞こえてきたよね。あれはどういう仕組み？」

　ライブを行う上で音響の充実は重要な課題である。会場の設備が悪いためにアイドルが実力を発揮しきれず精彩を欠いたライブとなってしまった例など、数えきれないほどあるのだ。

「ええと、あれはこの森に住まう精霊に呼びかけて鳴らしてもらっているものです。歌と舞によって、精霊から精霊応授セイズを引き出しています」

「セイズ……？」

「ええ。もしかしてヒロト様の世界には精霊応授セイズが存在しないのですか？」

　もしかしたらどこかにそういう概念があるのかもしれないが、少なくとも翔ひろ人とは聞いたことがない。

「木には木の、水には水の、土には土の精霊が……というより、この世界のあらゆるものには精霊が宿っています。私は特に草木の精霊から精霊応授セイズを貰もらうのが得意ですね」

　滔とう々とうと解説するフィーリーフは、冗談を言っているわけでも、誰かに言わされているわけでもなさそうである。

「う、うん……わかった。とにかく、そういうものがあるんだね」

　にわかには吞のみ込こめないが、異世界の法則に自分の世界の感覚で異を唱えても仕方がない。

　そういうものとして受け入れることにした。

「じゃあさ、その精霊応授セイズを使いながら、曲の速さを一・五倍にできる？」

　今度はフィーリーフが目を点にする番である。

「一・五倍!?　何な故ぜです!?」

「その方がアガるから！」

「あ、アガルカラとは!?」

「あ、そうか。『アガる』が通じないのか。ぐわーっと気持ちが盛り上がるっていうこと！」

　翔ひろ人とは眉間に指を当て、ぶつぶつと早口で呟つぶやきながらその場をぐるぐる回り始めた。

「今聞いた曲はすごくいい曲だった。控えめに言っても最高、控えめに言わなければ最高の高の高……しかしライブ一発目の摑つかみとしてはやや弱い！　一曲目はガッと高めのテンションで先制パンチを食らわせてステージに引き込む必要があるんだ！」

「ツ、ツカミ……？　テンション？」

　異世界の耳慣れない単語に気を取られて目を白黒させていたフィーリーフだが、慌てて抗議する。

「む、無理です！　というか、そんなことが許されるはずがないというか！　祈りの歌は伝統に基づいた厳格なものです。それを一・五倍の速さで歌うなんて！」

　幼い頃から両親に厳しく指導を受けて育ったフィーリーフからすれば、祈りの歌は絶対不可侵の存在。

　いくら異界の勇者より齎もたらされた提案であっても、こればかりは受け入れるわけにはいかないと思ったのだ。

　しかし、翔ひろ人とはさらに畳み掛ける。

「わかるよ、フィーリーフ。初期の活動コンセプトを変えるのは勇気が要るよね。でもね、そうして変化に踏み切れないまま消えていったアイドルたちがどんなに多かったか」

「え？」

「本当に多いんだよ……それで後から慌てて路線を変えようとして、急にユニットのメンバーを増やしたり減らしたり。新しいロゴマークだけシールで貼り替えたグッズを出したり、急きゆう拵ごしらえであからさまにクオリティの低いＰＶを出してしまったり！」

「あの、ヒロト様、な、何の話をされているのです？」

　何な故ぜか遠い目をして切なげに語り出す翔ひろ人とに、フィーリーフは面めん食くらうばかりである。

「ごめん。ちょっと浸りすぎた。昔、いろいろあったんだ……」

　どこか寂しい翔ひろ人との眼まな差ざしを見たフィーリーフは、それ以上の追及を控えた。

（ヒロト様はきっと、元の世界に居た時の激しい戦いの記憶を思い返していたのですね……さぞ辛つらい別れがあったのでしょう）

　その想像はある意味正しい。

　龍りゆう宮ぐう寺じゆみという推しに出会うまでの翔ひろ人とは、幾度となく消えていくアイドルを見送ってきたのだ。

「いいかい、フィーリーフ。祈りの歌というからには、今までの君は、森への感謝とか敬意とか、そういうものを表現するために歌っていたんだと思う」

「は、はい。その通りですが」

「でも、アイドルとして活動していくならば今後は集まったお客さんに聞いてもらうために歌う必要がある」

「つまり、どういうことでしょう？」

　翔ひろ人とはくわっと目を見開いた。

「今までと違う目的で歌うのに、今まで通りのやり方でどうするんだよっ！」

「ああっ!?　そ、それは……確かに！」

　フィーリーフは勢いに押され、翔ひろ人との理論に納得を示してしまった。

　自分の信じることをきっぱりと言い切る者は強い。

「わかりました、やってみます。きっとアガルカラです！」

　拳を握り、微妙に使い方を間違えた言葉で宣言して、フィーリーフはもう一度最初から歌い直し始めた。

　テンポが速まったことで、厳かな儀式の歌と舞に、弾むようなリズムの心地よさが生まれる。どちらがノリやすいかは自明の理であった。

　フィーリーフの順応性も大したもので、一度リズムをつかんでしまえば崩れることなく最後まで歌いきってしまった。

「ふ、不思議です。まるで最初からこういう歌だったかのように、違和感がありません！」

「うん、狙い通りだ。客層に合わせて元のテンポのバージョンと使い分けていけばいいはず」

　満足げに頷うなずき、翔ひろ人とはおもむろに指を二本立てた。

「それからフィーリーフ。もし可能なら、冒頭とサビの前に、さっきの二倍高く跳んでほしい」

「二倍高く!?　な、何な故ぜですかっ!?」

「ここにはステージ、つまり舞台がない。照明もない。いくら動き回っても、こういう横の動きだけでは単調さが目立つ！」

　先ほどフィーリーフが披露した舞と同じ動きをしながら、翔ひろ人とは熱弁する。

「ちょ、ちょっと待ってくださいヒロト様！　もしかしてその舞は、先ほど一度見ただけで覚えられたのですか!?」

「当然！」

　翔ひろ人とはそれをドルオタとして当然のスキルだと思っているが、フィーリーフは度肝を抜かれていた。

　本来の舞に比べればゆっくりとして控えめな動きではあるが、奉納の舞の流れを完全に再現できている。

　しかも、翔ひろ人とはそれを当然とまで言ってのけたのだ。

（私は、とんでもない方をこの世界に招いてしまったのかもしれない）

　フィーリーフが密ひそかに息を吞のんでいることには全く気づかず、翔ひろ人とは真剣な顔つきで舞の再現を続けている。

「横の動きだけでは単調。しかし逆に言えば、縦に高く動く瞬間は、それだけ大きく気分を盛り上げることができる。だからこそ冒頭と……このタイミングね！　ここ！」

　再現したダンスの途中で跳躍のそぶりを見せると、フィーリーフはぶんぶん首を縦に振って頷うなずき、もう一度最初からダンスを繰り返す。

　そしてフィーリーフは、冒頭とサビ前に指示通り高く飛び上がった。

「どうでしょうか！」

「か、完璧！　言うことなし！」

　先ほどよりも、ダンスに華やかさとメリハリが生まれている。元々レベルの高いフィーリーフのダンスが、翔ひろ人との指導によって各段にレベルアップしたのは目に明らかだった。

　そしてさらに、翔ひろ人とによるダンスの改変は予期しない効果をも齎もたらしていた。

「不思議です……高く跳躍した時に、私の気持ちまで一緒に盛り上がったような気がします」

　同じことを繰り返すよりも、新しいことをやり遂げた時の方が気持ちは盛り上がる。

　未知の領域に挑む高揚、そしてやり遂げた自信は、ただでさえ魅力的なフィーリーフをより一層アイドルとして輝かせ始めていた。

「あ、その気持ち大事だよ！　それがアガるっていうことだからね！」

「アガルカラですね！　はい、大事にします！」

　素直なフィーリーフのリアクションに気を良くし、さらに講釈を続けようとした翔ひろ人とは、ふと木陰に小さな人影を見つけて動きを止めた。

「フィーリーフ。あそこに誰かいるけど、知り合い……？」

　その人物の背は低い。おそらく翔ひろ人との腰のあたりまでしかない。

　しかし顔つきはあどけなさとは正反対。老人のように皺しわが寄り、細く鋭い目の端は極端につり上がっている。

　粗末な毛皮を腰に巻きつけ、手には小さな石せき斧ふを握っている。赤黒い染しみのついたそれは、生活の道具ではなく威圧感のある武器に見えた。

　振り返ってその姿を確認するや否いなや、フィーリーフは悲鳴を上げて翔ひろ人とに抱きついた。

「あれは、小鬼人ゴブリンです！　私の村を襲ったのと同じ魔物です。いつの間にこんな近くに！」

　突然抱きつかれた翔ひろ人とは、幸福のメーターが針を振り切り白目を剝むいていた。

　フィーリーフの体温や速まった鼓動さえ伝わってくる距離である。

　予期せぬ推しからの急接近は、ドルオタにとって幸せな致命傷になり得るのだ。段階を踏んで、徐々に慣らしていくことを心がけてほしい。

（し……死んでいる場合じゃない！）

　翔ひろ人とは精神の平衡を保つために胸に伝わる感触を無視しつつ、いつでも反はん芻すうできるよう記憶には刻み込むという離れ業を披露しながら、小鬼人ゴブリンの動きを注視した。

　手にした石せき斧ふを振りかざして襲ってくるのか。あるいは投げてくるのか。いずれにせよ、素早く対応しなければならない。

　しかし、結果として予想はどちらも外れた。小鬼人ゴブリンはしばらくじっとこちらの様子を窺うかがっていたが、やがてくるりと背を向け走り去って行ったのである。




　翔ひろ人ととフィーリーフは二人揃そろってその場にへなへなとしゃがみ込み、息を吐いた。それからようやくお互いがしっかりと抱き合っていることに気がつき、素早く離れた。

（握手会もまだなのに密着してしまった！）

　その事実より何より、今フィーリーフが頰を赤らめて俯うつむいているのが翔ひろ人との胸を打った。

「す、すみませんヒロト様。私、驚いてしまって」

「え!?　いや、いや別に謝ることは何も！　こちらこそごめん！」

　たとえ不慮の事故でも、自分が女子と密着してしまったらひたすら平身低頭して謝罪しなくてはならない、と翔ひろ人とは考えていた。

　悪気はなかったと主張しても信じてもらえるとは思わない方がいい。本質はどうあれ、ドルオタの自分は世間的にそう評価されるのだと、客観的に判断していた。

　故に、フィーリーフの方から謝られるとはあまりに予想外だったのだ。

（フィーリーフ、なんて良い子なんだ……）

　つい先ほどまでの恐怖も忘れ、しみじみと実感する。

「……ヒ、ヒロト様！　はっ、早く、早くこの場を離れましょう！」

　急にフィーリーフが慌てた声を出し、翔ひろ人とは首を傾かしげた。たった今危機は去ったのではないのか。

「でも、あいつは逃げていったぞ？」

「あれは仲間を呼びに行ったのです！　私の村が襲われた時と同じならば、二十か三十体は仲間が居るはず！」

「三十体!?」

　フィーリーフは涙目でぶんぶんと首を縦に振る。翔ひろ人とは自分の顔からみるみる血の気が引いていくのを感じた。

「取り囲んで、数を頼りに殲せん滅めつするのが小鬼人ゴブリンの常じよう套とう手しゆ段だんです。ヒロト様がいくら屈強でも、何の備えもなしに取り囲まれたらおしまいです！」

　確かに、いくら小さな生物といっても、それだけの数で武器を持って襲いかかってくれば十分すぎる脅威だ。

　その上、翔ひろ人とは勇者どころかただのドルオタなのだ。武器も持たず、武道の心得もない、アイドルを愛好する一般人だ。

「わわわわかった、急いで逃げよう！」

　翔ひろ人とが焚たき火びを踏んで消し、フィーリーフは近くの樹きの根元に置いてあった革袋を背負う。

　打ち合わせをしたわけでもないのに息の合った分担であった。

　しかし、駆けだした二人はすぐに足を止めることになった。

　茂みの中から、複数の光る目が二人を睨にらみつけている。その数は十や二十では済まない。振り返れば後方も同様の景色だ。

「もう囲まれてるううう！」

　涙目になった翔ひろ人ととフィーリーフの絶叫が、森の中にこだました。
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　森の中に、野獣のような咆ほう哮こうが響いた。

　小鬼人ゴブリンたちの鬨ときの声こえである。

　小さな、しかし数多い足音が地面を震わせ、木々の間から次々と野蛮な戦士たちが姿を現す。

　数秒の後には翔ひろ人とたちを取り囲み、石せき斧ふで全身を殴おう打だするだろう。

「ひいいいいい……何か、何かないか！」

　逃げることができない以上、何とかして追い払うしかない。翔ひろ人とは慌てて自分の持ち物を確認し始めた。

　しかし、ジーンズのポケットには家の鍵が入っているだけ。背中に背負っているショルダーバッグの中身は財布とスマホ。何も武器になるものがない。

「うおおおお！　痴漢撃退スプレーとか持ってればよかった！」

「ヒロト様……！」

　青い顔をしたフィーリーフにぴったりと寄り添われ、その体温には幸せを感じるものの、のんびりと浸っていることはできない。

（せめて、せめてフィーリーフだけでも何とかこの場から無事に逃がしてあげなきゃ……！）

　そう思った瞬間、翔ひろ人とは自分のパーカーの両ポケットがぼんやりと光っているのに気がついた。

「何だ？」

　恐る恐る、ポケットから淡く緑色に光るものを取り出す。

「ヒロト様、それは何ですか？」

「サ、サイリウムだけど……え？　なんで光ってるんだ？」

　サイリウムとは、アーティストの応援に使用する道具である。乾電池を使って光を灯ともすペンライトと違い、中に含まれる薬液の化学反応により発光する使い捨ての消耗品。一度光が消えれば再び光ることはない。

　しかし現に、翔ひろ人とが手にした使用済みのサイリウムは光っている。

　しかも、買った時はオレンジだったはずのサイリウムが今は淡い緑色になっている。

　通常ならばあり得ないことができている、という観点で見た時に、翔ひろ人との思考は一つの結論にたどり着いた。

「もしかしてこれは……これが俺のチート能力……なのか!?」

　サイリウムが何度でも光る能力。確かに、不思議で便利な力ではある。

「ひ、酷ひどい。酷ひどすぎる。あんまりだ」

　異世界に転移した者が得るチート能力というにはあまりにも限定的すぎ、窮地を切り抜けるには心細すぎる力ではないか！

「でも……でも、他に使えるような物は何もない！」

　翔ひろ人とは両脚を大きく開いてサイリウムを握りしめ、高々と天に掲げた。

「うあああ！　も、もうこうなりゃヤケだ！」

　翔ひろ人とが握りしめたサイリウムはひときわ明るく輝きだし、その光を目まの当あたりにした小鬼人ゴブリンたちが一斉に足を止める。

「行くぞォーッ！」

　翔ひろ人とが掛け声とともにサイリウムを振り下ろすと、空中に美しく光の線が描かれる。

　一度では終わらない。繰り返し、何度も拳を振り下ろす。

「ハイッ！　ハイッ！　ハイッ！　ハイッ！」

　光が弧を描き、左右に揺れ、十字を描く。

　獲物に襲い掛からんと狂喜していた小鬼人ゴブリンたちは、一様にたじろいだ。

「ウ、ウ……？」

「ナンダ、コイツ……！」

　目の前の生物が光る棒を振りかざしたその瞬間、小鬼人ゴブリンたちは何かしらの破壊の力が振るわれるのではないかと警戒した。

　彼ら小鬼人ゴブリンからすれば、暴力に対しては、暴力によって対抗するのが常識。力を持たない者は恐怖に怯おびえて逃げ出すはずなのだ。

　故に、この動作にも何らかの意味があると、そう判断せざるを得ない。

　もしやこの男は、ひたすら光る棒を振り回しているだけなのではないか──頭に浮かびかけたそんな疑惑も、即座に否定してしまったのだ。

　致命的な判断ミスを犯した小鬼人ゴブリンたちの身体からだに、さらに異変が起こり始めていた。

　小鬼人ゴブリンたちは得体のしれない翔ひろ人とを警戒し、その動きを注視した。結果として、リズミカルに振られるサイリウムの光をも注視した。

　揺れる光によって、本来音楽など聞く習慣を持たない小鬼人ゴブリンたちの身体からだにも強制的にリズムが刻み込まれていたのだ。

　固唾を吞のんで見守っていたフィーリーフは、いち早く気がつく。

　そのリズムが、先ほど翔ひろ人とが示した『祈りの歌の一・五倍の速度』に他ならないということに！




「ヒロト様……そういうことなのですね！　私はここで舞い、歌を歌えばいいのですね！」

　リズムに合わせて、フィーリーフが舞い始める！




　　深く落ちる帳とばり　その緑

　　透かし零こぼれる　ぬくもりは陽の光




　フィーリーフの歌声が調べに乗ったその瞬間、小鬼人ゴブリンたちは目を見開き、息を吞のんだ。

　それは未知の衝撃だったのだろう。

　小鬼人ゴブリンたちは放心したような表情で、歌い続けるフィーリーフにくぎ付けになっていた。

「ウ……」

「ウ、ア……？」

　一人の小鬼人ゴブリンがうめいた。

　すぐに二人、三人が同じようにうめき声を上げた。

　小鬼人ゴブリンにとって目前に居るエルフの少女は無力な存在、暴力をもって容易に叩たたきのめせる小さな存在だった。

　しかしそんな少女が、身体からだを大きく躍動させ、生き生きと声を張っている。

　その健けな気げさ、ひたむきさ、可か憐れんさが、小鬼人ゴブリンたちの戦意を奪った。

　むしろ、この子を守ってあげたい、応援してあげたい、という気持ちさえ芽生えさせた。

　胸の奥から湧き上がってくるその感情を抑えきれず、ある者は握った拳を上下させ、ある者は踵かかとを浮かせて地面を踏んだ。

　初めは小さく。しかし、流れ続ける音楽に合わせ、次第に大きく。

　それは縦ノリと言われる、垂直な体の動き。

　誰に教わったわけでもないが、舞い踊るフィーリーフの姿とその美しい歌声が自然に彼らを突き動かしていた。

　そして、それでもなお、こみ上げる衝動を抑えることができない。

　曲が一ひと際きわ大きく盛り上がったその時、小鬼人ゴブリンの集団は一斉に叫び声を上げた！

「ウオオオオオオ！」

　小鬼人ゴブリンたちは足を踏み鳴らし、斧おのを持った腕を高々と振り上げて興奮のるつぼへと飛び込んでいく。

　未まだ経験したことのない熱狂が次々と伝でん播ぱし、集団を一つの目的へと駆り立てる！

「えっ？　何？　何？　どういうこと？」

　小鬼人ゴブリンたちの盛り上がりに一番面食らっていたのは翔ひろ人とだった。

　特に何の勝算もなくヤケクソでサイリウムを振り始めただけなのに、突然フィーリーフが歌い始め、小鬼人ゴブリンたちは夢中になっている。

「な、何だかわからないけど結果オーライ！　ハイッハイッハイッハイッ！」

　額に汗を浮かべつつ、翔ひろ人とはサイリウムを振り続ける。

「オウ！　オウ！　オウ！」

　小鬼人ゴブリンたちの縦ノリが激しくなっていく。

　異世界の生物、魔物といっても、心臓によって全身に血液を送り込み動いていることに変わりはない。

　速いビートの楽曲は心拍が速まる錯覚を生み、興奮状態を作り出す。

　ともすれば闘争や破壊に直結しそうなその興奮も、フィーリーフの魅力によって音楽への集中、応援の熱へと変わっていく。

　翔ひろ人とは今や、熱狂する小鬼人ゴブリンたちからドルオタの素養を感じ取っていた。オタクは、同類の匂いを決して嗅ぎ逃さない。

　一度ライブに集中させてしまえば、あとはフィーリーフの実力が物を言う！







　歌唱を続けるフィーリーフもまた、経験したことのない不思議な気持ちを味わっていた。

　両手を広げてくるりと回り、地面を蹴って足を跳ね上げる。

　そのたびに歓声が上がり、ふわふわとした高揚が胸を満たす。

　全身がやけに熱く、頭の芯が痺しびれるような感覚があった。

（不思議。この気持ちは、何でしょう）

　フィーリーフは、これほど大勢の観客の前で歌い踊ったことなど一度もない。

　祈りの歌と舞は神聖な儀式である。

　幼い頃から鍛錬を積んだその技は、粛々と、完璧に行われるのが当然のことであり、特別に称賛されることなどなかった。

　それが今、熱狂の渦を生んでいる。

（知りませんでした。みんなが歌を聞き、踊りを見て喜んでくれるということが、こんなにも楽しいなんて！）

　息を吸い込み、声を紡つむぎ出だす。

　歌声を強く響かせれば響かせるほど、現場の熱が高まっていくのがわかる。

　誇らしさ、喜び、達成感で心が満たされていく。

　熱い空気を維持したまま、曲はサビ前へと差し掛かった。

（ここで……二倍、跳ぶ！）

　フィーリーフの全身に精霊応授セイズが漲みなぎる。

　力強く地面を踏み、高く、高く、エビ反りになって舞い上がったその瞬間に、ひときわ高い歓声が上がった。

（ああ……！）

　歓声がフィーリーフを貫いていた。

　今、この場からは境界が取り払われている。決して交わるはずもないと思っていたエルフの自分と、小鬼人ゴブリンたちの心が、一つに繫つながっている。

（こんな景色が、この世界にあったなんて）

　今まで自分が生きてきたのは、何と狭い世界だったのだろう。

（ヒロト様。あなたには、初めからこうなることがわかっていたのですか？）

　最前列で稲妻のようにサイリウムを振る翔ひろ人との満ち足りた笑顔を見て、フィーリーフは改めて自分がこの世界に呼び出した人物の器の大きさを実感する。

　勇者。勇ある人、ドルオタ。

（この人についていけば、本当に……世界だって、変えられるのかもしれない）




　祈りの歌を一通り歌い終えたフィーリーフは、屈かがみこんでその場に静止した。

　音楽が止やみ、森に静寂が戻った。

　そして、その静寂は盛大な拍手と歓声によってふたたび破られた。

「ウオオオオオオ！」

「アオオオオオオ！」

　フィーリーフの澄んだ歌声と眩まぶしい笑顔を受けた小鬼人ゴブリンたちの意識には、明確な変化が表れていた。

　今まで小鬼人ゴブリンたちが出会った生物は、怯おびえて逃げるか、同じだけの殺意を向けてくるか、行動はほぼ二択であった。

　対たい峙じする生き物に対して自分たちよりも「強い」「弱い」の二種類しか判断基準のなかった小鬼人ゴブリンたちの中に、今この時、新たな尺度が生まれたのだ。

　すなわち「かわいい」である！

　未知の感覚に対する戸惑い。それ以上の喜び。

　わけがわからないながらも、彼らを突き動かしていた闘争本能は今やすっかりフィーリーフへの「かわいい」によって塗り替えられていた。

　小鬼人ゴブリンたちの目には、産うぶ声ごえを上げた日以来初めての涙が浮かんでいた……！







「やりました！　やりました、ヒロト様！」

　歌い終え、元の衣服に戻ったフィーリーフは翔ひろ人とに駆け寄り、その両手を握りしめてぶんぶん上下に揺すった。

「私が戦いを止めることができるなんて……こんな日が訪れるなんて、すべて、すべてヒロト様のおかげです。ありがとうございます！」

「お、おう……ヒェ……」

　フィーリーフの上気した頰、汗ばんだ額が間近で目に入るだけで、翔ひろ人とは呼吸困難に陥りそうであった。

　ライブ直後の推しと至近距離で対たい峙じし握手。これはドルオタにとって贅ぜい沢たく極まるコンテンツなのだ。

　高まりきったテンションにさらなる興奮材料を持ち込まれ、翔ひろ人とは勢いに任せて口走った。

「やろう。この世界の魔物をすべてドルオタにしてみせよう。フィーリーフにならそれができるよ。間違いない！」

「すべての魔物を、ドルオタに!?」

　フィーリーフにとって、ドルオタとは勇者と同義の言葉である。

　すなわち、この言葉は世界中の魔物をすべて勇者に変えると宣言したに等しい。

「さ、さすがヒロト様。考えることが大きい。大きすぎる……！」

　ひたすら感激していたフィーリーフは、ふと異変に気がついて目を瞬しばたたかせた。

「ヒロト様。小鬼人ゴブリンたちが、何か待っているようなのですが……？」

「え？」

　翔ひろ人とが振り返ると、いつのまにか真後ろに小鬼人ゴブリンたちが無言で立ち尽くしている。

（あれ？　まさかこれは……歌っている間は盛り上がったけど、終わったらやっぱり襲いますねとか、そういうオチじゃないよな？）

　先ほどまで翔ひろ人との手の中で光っていたサイリウムは、もはや役目は終わったとばかりにその輝きを失っている。

　もし今襲いかかってこられたら今度こそ一巻の終わりだ。

　フィーリーフも顔を強こわ張ばらせ、翔ひろ人との手を握ったまま小刻みに肩を震わせている。

　万事休すかと思われたその瞬間に、大歓声が上がった。

　小鬼人ゴブリンたちは互いに肩を抱き、朗らかに笑いあっていた。もはや争う気など微み塵じんも感じられない。

「今ノ歌、素晴ラシイモノダッタ！」

「良クヤッタ。感動シタ！」

「俺タチモ、応援スル！」

　小鬼人ゴブリンたちが口々にフィーリーフを褒ほめ称たたえている。

「で……でしょおおおおお!?　そうでしょ、凄すごいでしょ？　彼女こそが世界最高にかわいい歌姫、この地上に舞い降りた神秘のアイドル、フィーリーフですよ！」

　恐怖に腰を抜かしかけていた翔ひろ人とは一転してにこやかな笑顔を作り、馴なれ馴なれしく小鬼人ゴブリンたちの肩を叩たたきながら宣伝をし始めた。

「よろしくお願いします！　フィーリーフをよろしく！　この先どんどん有名になるからね、今のうちによく覚えておいてね！」

　推しに惹ひかれる新規ファンがいれば、全力でその背中を押さねばならない。

　これはドルオタの鉄則であり、死守すべき基本の動きだと翔ひろ人とは信じている。

「い、言い過ぎですよヒロト様」

「いや、俺は確信している！　今日という日がフィーリーフ伝説の最初の一ページさ！」

　フィーリーフは少し気恥ずかしそうにしているが、小鬼人ゴブリンたちは頷うなずき、真剣な様子で翔ひろ人との熱弁に聞き入っていた。

　彼らはもはや完全にドルオタとなったのだ。

「何か、今日という日の記念になることをしたいな……よし、みんな順番に、一列に並んで！　押さないでね！」

　翔ひろ人とは慌ててフィーリーフの横に立ち、列整理を始めた。

「ヒロト様、一体何を？」

「これが仕上げだ、フィーリーフ。今日来てくれたみんな一人一人に……いや、人じゃないのか？　数え方、一人二人でいいのか？　とにかく、感謝の気持ちを込めて全員の手を握ってあげてほしい。それによって君は完全に彼らの推しになるだろう！」

「は、はいぃ……？」

　フィーリーフは言われるがままに、一列になって並ぶ小鬼人ゴブリンたちの手を握り、笑顔と共に礼を述べた。

　これが、この世界で初めてアイドルのライブが開催され、引き続いて初めての握手会が行われた記念すべき瞬間であった！




　握手を済ませた小鬼人ゴブリンたちは見違えるように大人しくなり、一人、また一人と森の中へと消えていく。

「このまま森に戻してしまって、大丈夫でしょうか……？」

　フィーリーフは少し不安げだった。

　元々魔物に追われて仲間のエルフと離れ離れになったというフィーリーフが、この事態を楽観的に見られないのはもっともだろう。

　今この場はすんなりと退いてくれた小鬼人ゴブリンたちが、再び別の場所で破壊活動を行うのではないかという懸け念ねんはある。

　しかし翔ひろ人とは、あえてきっぱりとその可能性を否定した。

「信じよう、フィーリーフ。彼らは既にドルオタ、俺と志を同じくする者だよ」

「わかりました。ヒロト様がそうおっしゃるなら、私も信じてみることにします」

　一声かけるだけで、エルフの少女は即座に迷いを捨て、力強く頷うなずく。

　推しから熱烈な信頼を示され、翔ひろ人とは背中がくすぐったくなるような、ふわふわした気持ちになった。

「けれど、そうなると、もはやこの小鬼人ゴブリンさんたちのことは魔物とは呼べないかもしれませんね」

「……ん？　それって、どういうこと？」

　翔ひろ人とは魔物という呼称を「モンスター」程度のイメージで受け入れていたが、そこには何か明確な基準が存在するらしい。

「魔物とは、無意味に破壊を繰り返す危険な生物という意味です。ですから、話が通じ、友好を築ける時点でもはや魔物とは呼べないのではないかと」

「無意味に……？」

　翔ひろ人とはもう一度小鬼人ゴブリンたちの様子を窺うかがう。

　小鬼人ゴブリンの一人が足を止め、振り返ってこちらを見つめている。

　人と異なる顔の作りからはわかりづらいが、どうも神妙な表情を作っているようであった。

　他の小鬼人ゴブリンとは違って首飾りや耳飾りなどの装飾品を身に着けており、もしかしたら小鬼人ゴブリンの中でもリーダー格に位置する個体なのかもしれなかった。

「俺タチ、モウ人ヲ襲ワナイ。コレ、約束ノ証アカシ」

　その小鬼人ゴブリンは突然自分の石せき斧ふから刃を外し、ただの木の棒になったところへ緑色の蔦つたを巻きつけた。

「あれ……それって、もしかして？」

　緑色の棒は、翔ひろ人とが手に持つサイリウムを模したものだ。

　そのことに気がついて、思わず顔が綻んだ。

　今この瞬間、翔ひろ人とと小鬼人ゴブリンはドルオタの同志であり、友となったのだ。

「我ラ小鬼人ゴブリンハ元々、他種族トアマリ関ワリ持タナイ。森デ平和ニ暮ラシテタ」

「えっ？」

　突然語り出した小鬼人ゴブリンに驚きつつ、翔ひろ人ともその話には聞き入らざるを得ない。

「では、何な故ぜですか？　何な故ぜ世界を滅ぼす魔物になってしまったんですか？」

「メノギオル……」

「メノギオル？」

　フィーリーフもその言葉に聞き覚えはないようだ。

「アル日、メノギオル、空カラ飛竜ト共ニヤッテ来タ。魔竜王女、メノギオル。ソノ歌ヲ聞イタ途端、物ヲ壊シタリ、人ヲ襲ッテシマウヨウニナッタ」

「歌を聞いただけで？」

　にわかには信じがたいことだが、小鬼人ゴブリンはしっかりと頷うなずく。

「ズット頭ノ中デ大キナ声ガシテ、全部潰シテヤレ、ト言ワレテイタ気ガスル。デモ、今ハ聞コエナクナッタ」

　それだけ言い残して、小鬼人ゴブリンの最後の一人も森の中へと消えていった。




　証言を得て、今度は翔ひろ人ととフィーリーフが神妙な表情をする番だった。

「何な故ぜ、そんなことが起きるのでしょう？　メノギオルさんは何がしたいのでしょうか」

「うーん……」

　考えてわかるものでもないだろうが、考え込まざるを得ない。

「ともかく、今の話が本当だとすると、魔物が理由もなく人を襲うのって、そのメノギオルがやらせてるってことだよね」

「はい。絶対に許せません。他者を操って世界をめちゃくちゃにしようなんて」

　ぐっと拳を握って、フィーリーフの目が燃え上がる。

「ヒロト様！　私たちの力で、そのメノギオルさんの行いをなんとかして止めましょう！」

　フィーリーフが今までになくキリッとした凜り々りしい表情を見せているのでニマニマしながら眺めていた翔ひろ人とは、不意に話題を振られてしどろもどろになりながら答えた。

「えっ……あの……その、メノギオルさんに会いたい？」

「はい！　酷ひどいことしないでくださいって言いたいです！」

「そんな正面からストレートにお願いして聞いてくれるかな!?」

　話を聞く限り、メノギオルとやらはこの世界を滅ぼそうとしている張本人である。どう考えてもラスボスにあたる存在だ。

（魔物を操る存在って、めちゃくちゃ強そうだし、部下も多そうだし、絶対会いたくないんだけど。正直関わり合いになりたくないんだけど！）

　世界中の魔物をドルオタにするという野望をぶち上げたのは翔ひろ人とだ。しかし、あまり強大な存在に出てこられるとどうなるかわからない。

　翔ひろ人ととしては、そのメノギオルとやらに目を付けられることがないように祈ることしかできないのだった。




　　　　◆　◆　◆　◆




　その頭上。折り重なった枝葉の上に、一匹の飛竜が座していた。

　全長は長い尾を含めて二メートルほどはあろうか。硬質な鱗うろこに覆われ微動だにしないその姿は、まるで黒曜石の像である。

　いつからそうしているのか、眼下で行われている翔ひろ人ととフィーリーフ、そして小鬼人ゴブリンらのやりとりをじっと注視していた。瞳だけは血のように赤い。

　やがて飛竜が大きく翼を広げて静かに羽ばたくと、その身体からだは高く宙に浮かび上がっていく。

　明らかに平常の物理法則に反した挙動である。精霊応授セイズを用いて自らの運動を制御しているのだ。高度を上げ続け雲の上にまで達すると、飛竜は一直線に空を駆けた。

　何者にも遮られることのない飛ひ翔しよう。

　羽ばたきのわずかな音を置き去りにする驚異的な速度で、飛竜はあっという間にごつごつした岩肌を晒さらす山脈地帯へと到達する。

　最も高い山の頂には巨大な城が聳そびえており、その城門はひとりでに開いて飛竜を迎え入れた。

　門の左右、巨大な牛の頭を持つ門番は、身み動じろぎもせず飛竜を見送るばかりである。

　そのまま城内を飛ひ翔しようし続ける飛竜は、長い通路の先、一ひと際きわ豪ごう奢しやな調度品に彩いろどられた部屋の扉を開く。

　艶あでやかな絨じゆう毯たん敷じきの部屋の最さい奥おうには、城の主のみが着くことを許される玉座があった。

　今まさに、黒いドレスに身を包み、気だるげに玉座にて片肘を突くその者こそ、この世界すべての竜の頂点に立つ存在。

　名を、魔竜王女メノギオル。

　ほのかに紫がかった艶つややかな黒髪、威圧感さえ放つ豊満な肢体、そしてぎらつく深紅の瞳。

　魔物の侵攻に抗あらがう者たちの誰一人として、この姿を見た者はいない。

　存在こそまことしやかに囁ささやかれてはいるものの、この居城の位置さえ突き止められていない。

　飛竜は、その目で確認した異変を告げるために主の元を訪れたのだった。







　報告を終え、くるるる、と鳴き声を上げる飛竜の額を軽く撫なでて、黒衣の王女は玉座から立ち上がって窓辺へと近付く。

「そうか。ドルオタに、アイドルか……面白い」

　窓の外を眺めるメノギオルの口元には微笑が浮かんでいる。

「報告のあったジュリンまで向かうとしよう」

　メノギオルの前には四つの鏡があり、魔物の軍団の中でメノギオルが最も信頼する者たちの姿を映し出していた。

　この城から遠く離れ、それぞれに侵略を行う四人の女性幹部。通称四魔精である。

「ハハハハ！　そのドルオタとアイドルってやつ。捕まえるにしてもやっつけるにしても、メノギオル様が自分で行くことなくない？　ウチら四魔精に任せてほしいんだけど！」

　火の粉を散らしながら豪快に笑うのは、四魔精の中でも最も血の気が多い猛将。火竜精・サラマンドラのブレイガである。

　上背も高く、眼帯で片目を隠し、手にした杯を傾ける仕草は荒々しい。

　しかも杯の中身は酒ではなく、ごうごうと煮え立つマグマであった。

「……」

　しっとりと濡ぬれた髪を持つ水妖精・ウンディーネのシャヌマは、無言のまま手にした竪たて琴ごとを鳴らしてブレイガに同意した。

　意思表示こそ控えめだが、シャヌマの濡ぬれた前髪の間から覗のぞく眼めはどんよりと濁り、底知れぬ闇を感じさせる。

「何、何、なあに？　何だかわかんないけど遊びに行くならネイリンちゃんも行きたいナ！」

　背中の羽をぱたぱたと動かして飛び跳ねているのは、風舞精・シルフのネイリン。

　常に視線をきょろきょろ動かす落ち着きのない少女で、彼女が跳ねるたびに周囲に無数の風の刃が生み出され、空中でぶつかりあって耳みみ障ざわりな音を立てた。

「行くなら一番新参のボクが行くよ。ジュリンなら目と鼻の先だ」

　角付きの帽子を被かぶった背の低い少女は、岩掘精・ドワーフのラニ。自分の身の丈とさほど変わらない巨大なハンマーを傍かたわらに携えたラニは、眼光も鋭く、そっけなく呟つぶやく。

　メノギオルは四者四様の反応を愉快そうに眺め、しかしその提案は却下した。

「下がりおれ。汝なんじらにはそれぞれ征すべき地を割り当てているであろう。何より……せっかくの新しい玩おも具ちや、どの程度のものかこの目で直接確かめたい」

　メノギオルの赤い目が、妖しい光を帯びている。

「ハハハハ！　こりゃ仕方ないね。メノギオル様は言い出したら聞かないっしょ？」

「……」（いかにも肯定を示すらしい竪たて琴ごとの音）

「ちぇー、じゃあラニちゃん、一緒に遊ぼうよ！　今日はサミーチとか、そのあたりの国を滅ぼしに行きたいナ！」

「嫌だ。ボクは忙しい。だいたいネイリンは何やってもどうせ途中で飽きる」

「えーっ！　そんなことないもん！」

　ふくれっ面つらを作ったネイリンの周囲から風の刃が四方に走り、壁や床に当たってバキバキと破壊する音が聞こえてくる。

「ハハハハハ！　ネイリン、自覚しなよ。いっつも付き合わされるラニが気の毒なんだけど！」

「……」（どうやら激しい同意を示す竪たて琴ごとの音）

　まるで女子会のように賑にぎやかなやり取り。

　この世界を滅亡へと導く、魔物たちの頂点に立つ存在にはとても見えない。

　しかし間違いなく四魔精は全員が一騎当千の猛も者さたちであり、魔竜王女メノギオルはさらにその上を行く力を持つ絶対的存在なのだ。

　翔ひろ人ととフィーリーフ、二人の知らぬ場で運命は大きく動き出していたのである。
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　苔こけむした柔らかな地面を踏んで歩く。

　風が木々を揺らし、枝葉の重なりからちらちらと日が差し込む。

　隣を見やればそこには推しが居る。

　エルフの少女、フィーリーフ。

　少し息を弾ませながら森の中を歩むその姿は、どの瞬間を切り取っても名画のように美しい。

　どこからともなく一匹の青い蝶ちようが現れ、フィーリーフの周りをくるくると舞い遊び始めたのも、まるであらかじめそうなることが決められていたかのように絵になる光景であった。

（あー……できることならフィーリーフの前髪を透かす日の光になりたい……）

　勝手なことを思いながら、翔ひろ人とは推しと並んで歩く多幸感に浸っていた。

「あ、見てくださいヒロト様。万浮百合フロウリリスが花をつけていますよ」

　フィーリーフが指さす先、地面にちらほらと可か憐れんな白い花が咲いている。

「珍しい花なの？」

「それほど珍しくはありませんが、かわいくありませんか？　この花の甘い香りを嗅ぐと、なんだか心がうきうきしてきて、居てもたっても居られない気持ちになるのです」

　居てもたっても居られないという気持ちを表現するべく、フィーリーフは駆ける真ま似ねをするように左右の腕を交互に振って見せる。

（花よりもフィーリーフがかわいい……）

　なにげない動作一つとっても、愛くるしさに満ちている。

　翔ひろ人とは改めてこの世界にやってきたこと、そして最初の危機を無事に切り抜けられたことを、誰かに感謝したい気持ちでいっぱいになった。




　小鬼人ゴブリンたちと別れた後、翔ひろ人ととフィーリーフは今後の目的地について相談した。

　この世界に危機を齎もたらしているのがメノギオルなる人物だとして、今の時点ではどこに行けば会えるのか見当もつかない。

　フィーリーフは革袋の中からこの周辺の地図らしきものを取り出し、指で一点を示した。

「ここが今居るジュリンの森です。この先の、一番低い山を越えたところに」

　細い指先が地図上の山を越える。

「ティーサメノという町がありますね」

「まずはそこへ行って、メノギオルのことを知っている人が居るかどうか聞いてみよう、という感じ？」

「はい。もしかしたらこの町も既に魔物に襲われているかもしれませんが、それならそれで、一刻も早く駆け付けて助けてあげなくてはいけませんね！」

「そ、そうだよね。それは早く行ってあげないとね」

　口では同意しているが、翔ひろ人とは背中に嫌な汗が浮かぶのを自覚していた。

　翔ひろ人とには人並みの善性があり、人を助けることに対し意欲がある。両立できるならば推しのファン層を拡大する機会も逃したくはない。

　ただ、狂暴な魔物の待ち受けているかもしれない場所に向かうと言われて恐れがないかというと、話が別なのだ。

「あ、あの……その、町の人を助けてあげるのも大事だけど、フィーリーフのお父さんとかお母さんとかは捜さなくて大丈夫なのかな？」

「構いません。両親は私を逃がす時、この世界を救うことを第一に考えよと言いました。会えなくて寂しい気持ちはありますが、今は耐えます！」

　ぐっと拳を握りしめて力説するフィーリーフに翔ひろ人とはそれ以上何も言うことができず、そのまま目的地は決定してしまった。




　踏み締める地面が、落ち葉の積もった柔らかな土から短い草の目立つ岩場へと変化し始める。

　木々の間隔も目に見えて広がる中、翔ひろ人ととフィーリーフは緩やかな傾斜を持つ道を並んで歩いた。かろうじて判別できる獣道のようなものなのだが、それでも道なき道を歩くよりは格段に歩きやすかった。

「そろそろ森を抜けたのかな？」

　翔ひろ人とは革袋に入った荷物を背負い、振り返って、元来た道を眺める。

「そうですね。山を越えるにはまだまだかかりますが、ヒロト様、大丈夫ですか？　お疲れでしたら休憩しますから、いつでも言ってくださいね」

「いや、それは全然平気。いくらでも歩ける！」

　確かに体力は消耗しているが、推しが隣にいるドルオタは常に現場モードとなり、脳内ではアドレナリンが過剰分泌され、疲労や苦痛を感じないのだ。

「さすがヒロト様。いざという時のために鍛えておられるのですね！」

「いやいや、全然そんなことは！　あっはっは！」

　浮かれ切って力強い足取りで斜面を登る翔ひろ人との姿に、何も知らないフィーリーフはただただ感心するばかりであった。

　異変が起きたのは、山道を登り始めてしばらくしてからのことだった。

「あれ。行き止まり……？」

　道なりに歩いてきたというのに、突然崖っぷちに出てしまったことに気づいて翔ひろ人とは首を傾かしげた。

「ヒロト様、先ほどもう少し細い道があったように思います。戻ってみましょう」

　気を取り直して戻り、道を変えて歩き出す。だが、しばらくすると今度は切り立った斜面にぶつかった。登るのはどう考えても無理な高さである。

「ええ？　他にも別な道あったかな。もっと前まで戻った方がいいのかも？」

「すみません、ヒロト様。私、山を甘く見ていました。慣れている人ならともかく、いきなり歩いて越えようとするのは無謀だったかもしれません」

「いや、俺もわからなかったから同じだよ。謝ることないよ」

　フィーリーフが申し訳なさそうにしょげているので、翔ひろ人とは慌ててフォローした。

　登山の経験など数えるほどしかないが、こんなに迷うとは思ってもみなかった。

　人の手で整備された登山道と、自然に任せて作られた獣道との違いを思い知らされる。

　そうして、行ったり来たりを繰り返してやや弾んでいる二人の息に、短く早い呼吸音、そして硬いものが地面を引ひっ搔かくような音がいくつも重なる。

　翔ひろ人とは立ち止まり、きょろきょろと辺りを見回した。

「フィーリーフ……今、何か聞こえなかった？」

「ヒロト様も聞こえました……？」

　歩みを止めると、その音はいっそう耳につく。小鬼人ゴブリンとはまた異なる気配が二人を取り囲みつつあった。

「もしかして、魔物かな？」

　恐る恐る尋ねると、フィーリーフはぶんぶんと首を横に振って答える。

「魔物ではないと思います」

「そうか。なんだ、良かった」

　ほっと胸を撫なで下おろしたところで、強こわ張ばったフィーリーフの顔に気がつく。

「良くはありません、ヒロト様……これは魔物ではなく、ただの獣ではないかと」

　フィーリーフが語った定義によれば、魔物とは理由もなく襲い掛かってくる生物たちの総称なのだ。生存のため、飢えを満たすために襲ってくるのは魔物ではないということになる。

「つまり？」

「わ、私たちは獲物、ということになります」

　フィーリーフが震える声でそう告げた途端、岩陰や山の斜面から次々と四足の影が躍り出る。

　現れたのは黒色の毛皮を持つ狼おおかみの群れであった。

　唸うなり声ごえを上げ、金色の目を光らせる獣。それは魔物でなくとも十分な脅威。

　まして目の前の狼おおかみは馬ほどのサイズがあり、翔ひろ人とが知る通常の狼おおかみという生物よりはるかに巨大なものに見える。

　爪は固い岩肌にくっきりと痕を残すほど鋭く、ゆるく開いた口元から覗のぞくナイフのような牙もまた、同等の殺傷力を持つに違いなかった。

　翔ひろ人とは口元を引きつらせながらフィーリーフを背中に庇かばうように一歩、二歩と後ずさる。

「フィーリーフ、動物と、仲良しになれるよね？　見逃してくれるように頼めないかな？」

「こ、ここまでやる気満々の狼おおかみさんだと、ちょっと難しいです……」

　揃そろってじりじりと後退するも、反対側からも狼おおかみの群れが包囲の輪を狭めてくる。逃げ場はない。

「こっこっこうなったら、再びライブを開催するしか！」

「ヒロト様。さすがに狼おおかみさんたちに歌を聞いてもらうのは無理なのでは!?」

「だよねえ！」

　冷や汗が翔ひろ人との頰を伝う。

　狼おおかみたちは威嚇の吠ほえ声ごえを発しているが、その意味までは摑つかめない。言葉の精霊が異なる生物間の意思を伝達するにも、限界があるらしかった。

　そうこうしているうちにも先頭の狼おおかみは注意深く身を屈かがめ、今にも飛びかかってきそうだ。

（お、終わった）

　翔ひろ人との脳内では、フィーリーフと出会ってからの記憶が走馬灯のように再生されていた。

（なんて短い異世界生活だったんだ。人生を懸けられる推しと出会ったというのに、こんな終わり方とは……）

「待て！　お前たち！」

　割って入ったのは、凜りんとした少女の声。

　突然の乱入者に、翔ひろ人とはようやく我に返った。

　まず目を引くのが、獣の耳だった。

　少女の頭に上向きに生えたそれは三角形で、周囲に控える狼おおかみたちと酷似している。

　艶つやのある青味がかった黒髪は腰より下まで長く、風に流れるまま靡なびかせていた。

　背の高さは翔ひろ人ととさほど変わらず、女性としては長身の部類に入るだろう。

　日焼けした肌、アスリートのようにスレンダーな体つき。

　胸と腰に申し訳程度に毛皮を巻いただけの姿は野性的だが、首飾りや腕輪などの装飾品、そして超然とした態度に、獣とは異なる誇りと美意識が感じられた。

「フィーリーフ、あれは？　今度こそ魔物？」

「あれはたぶん、半狼人ワーウルフです。魔物かどうかはわかりません」

「ワーウルフ……！」

　驚くべきことに、半狼人ワーウルフの少女が現れた途端に狼おおかみたちはそちらへ向き直り、剝むき出だしにしていた牙を収めている。

　通り過ぎる少女が狼おおかみの頭をひと撫なですると、気持ちよさそうに目を細めて喉を鳴らしさえした。どういうわけか、この少女は狼おおかみたちを配下として従えているらしかった。

「何者だ、お前たちは」

　一歩、二歩とこちらへ近づく少女の首飾りがじゃらりと音を立てる。

　白や赤、水色の石が連なった首飾りだ。

　翔ひろ人とが思わず注視すると、少女は腰に手を当て勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「ふっ、気になるか？　これは山で拾った綺き麗れいな石を何日も磨いて作ったのだ。いいだろう。やらないぞ」

（やらないぞ、って……見た目に反して、小学生みたいな人だな）

　翔ひろ人とは思わず苦笑してしまい、すぐにその反応が迂う闊かつであったと思い知ることになる。

「何だその呆あきれた目は！」

　少女が一瞬で間合いを詰め、翔ひろ人との襟首を摑つかんで締め上げた。

「うぐおわ!?」

「ああっ!?　ヒロト様にひどいことをしないでください！」

　フィーリーフが慌てて翔ひろ人との体を摑つかみ、引き寄せようとする。

「ごほっ……ぐえっ……！」

　美少女二人に体の奪い合いをされているが、全く嬉うれしくない。

　それどころか、そのまま息の根が止まりそうだ。

「ええい、離せ！　私を愚弄すると大変なことになると思い知らせてやる！」

「何なんですかあなたは！　いきなり何をするんですか！　ひどいじゃないですか！」

「ひどくない！」

　狼おおかみ耳みみの少女は翔ひろ人とを放り捨て、腕組みして名乗った。

「私の名はガルナ。誇り高き希少種、半狼人ワーウルフの一人だ。私を侮あなどる者、嘲あざける者は誰であれ容赦しないと知れ！」

「わかった。わかりました。へへへ……」

　翔ひろ人とはぐったりと脱力しつつもにこやかな笑顔で答え、ガルナと名乗った少女を困惑させた。

　笑顔の理由はフィーリーフが翔ひろ人との頭を胸に抱えこみ、二度と渡すまいとしっかり守っているからである。

「様子のおかしな奴やつめ……私は名乗ったぞ。何なのだお前たちは」

「俺は、こことは違う世界からやって来たドルオタの荒あら宜ぎ翔ひろ人と」

「私はフィーリーフといいます。アイドルです！」

　ガルナの困惑が目に見えて深まる。

「どる、おた……？　あいどる……？　何だそれは」

「ドルオタというのは、異界の言葉で勇者を意味する言葉なのです。そしてアイドルとは、人々の希望の灯ひのことです！」

「は……はあ？」

　得意げに説明しているフィーリーフの姿がかわいらしく、翔ひろ人とは多少誤解のある説明を訂正するのがはばかられた。

　ガルナの頭の上には、明らかにクエスチョンマークが大量に浮かんでいる。

「……まあ、そんなことはどうでもいい。食わないでやるから、さっさと立ち去れ」

「見逃してくれるんですか？」

「フッ、私は知っているぞ。二本足で歩く生き物は、下手に殺すとたくさんの仲間が仕返しに来るのだろう」

「そ……そう、そうだね」

「お前たちのような雑ざ魚こが何人来たところで別に怖くはない。が、いちいち相手をするのも面倒だからな」

「よ、よくご存じですね！」

　翔ひろ人ととフィーリーフは、顔を見合わせてぎこちなく笑顔を作った。

　実際は翔ひろ人との仲間などこの世界には居ないし、フィーリーフの仲間は今どこに居るのかも分からない。しかし、それを悟られるわけにはいかなかった。

　二人とも演技は大根役者だったが、得意げなガルナは気づく様子もない。

「大体お前たち二人程度では、この子たち全員で分けて食べると、量が少なすぎてかえって争いの元になる」

「ひどい理由だ」

　食べられないのはありがたいが、ある意味食べられる以上に屈辱的な評価をされた気もする。

「重要なことだぞ。お前たちは狼おおかみが一日にどれだけ肉を食うか知っているか？」

「うっ、知らない。どのくらいなの？」

　尋ね返されたガルナは目を泳がせ、一つ咳せき払ばらいをして早口で答える。

「すごく……たくさんだ。身体からだが大きいから、たくさん食べるのだ」

「自分もよくわかってないんじゃん!?　やっぱり小学生だ、この人」

　思わず端的な感想が口をついて出てしまう。

　すると、ガルナは再び翔ひろ人との襟首を摑つかんで軽々と持ち上げた。細い身体からだのどこからこのような膂りよ力りよくが生み出されるのかは謎である。

「ごはあああっ！」

「ああっ、ダメです！　やめてください！」

　フィーリーフがガルナにぽかぽかと握り拳を叩たたきつけるが、全く効いている様子はない。

「ショウガクセイとは何だ。答えろ！　なんだかわからないが、なんとなく馬鹿にされている気がする！」

　このままでは締め殺されてしまうと判断した翔ひろ人とは、咄とつ嗟さに思いつきを言葉にして捻ひねり出だした。

「しょ、小学生っていうのは……すごく強くて自由な人、っていう意味ですぅ！」

　これはあながち口から出まかせというわけでもない。

　個人差はあるが、小学生というものはえてして大人よりも元気が有り余っており、その未熟さ故に社会のルールから逸脱した行動にも出るのだ。

　ガルナはこの答えに気を良くし、締め上げる力を緩めた。

「ふん、そうか。わかっているじゃないか。さしずめ私はこの世界で最もショウガクセイということになるだろう」

「えっ、いや、その表現はどうかと」

　抗議すると即座にぎろりと睨にらまれる。

「文句があるのか？　すくなくとも私はお前よりショウガクセイだろう。違うか？」

「は、はい。俺よりショウガクセイです」

　絶対に笑ってはいけない状況に自らを追い込んでしまった翔ひろ人とは、腹筋に力を込めて必死で耐えた。

　だんだんわかってきたが、このガルナという少女は機嫌さえ損ねなければ翔ひろ人とたちに直接危害を加えるつもりはないようである。

「もういい。アイドルだかドルオタだか何だか知らないが、命が惜しければさっさと引き返せ」

「はい、さっさと立ち去ります！　お騒がせしました！」

　翔ひろ人とは急いでこの場を離れようとしたが、フィーリーフは違った。

「あの……すみません。私たちはこの先に進みたいのです。通していただけませんか？」

「フィーリーフ……あ、危ないよ？」

　へっぴり腰でフィーリーフを止めようとする翔ひろ人とは生きた心地がしない。

　周囲を取り囲む狼おおかみたちも、警戒した様子で成り行きを見守っている。

「くどい。この先は私の縄張りだ。通す、通さないは私が決めるぞ」

　ガルナはふんぞり返ってきっぱりと言い切るが、それでもなおフィーリーフは食い下がった。

「そこを何とか、お願いします。どうしても行かなければならないのです」

　フィーリーフは上目遣いで涙を滲にじませながら懇願する。これほど乱暴な相手でも、誠心誠意お願いすれば通じると思っているようだった。

　あまりの可か憐れんさに、関係ないのに翔ひろ人との方が卒倒しそうだ。

　実際、ガルナはしどろもどろになりながら後ずさっている。

　かわいさは極まれば武器になるのだ。

「し、しつこいな。ならば決闘するか」

「決闘って何!?」

　物騒な響きに、翔ひろ人とは思わず身を震わせた。

「半狼人ワーウルフのしきたりだ。誇りを賭けて決闘を行えば、敗者は勝者に従わなければならない。私が勝ったらお前たちは下僕として、一生この子たちの餌を取るために働いてもらうぞ」

　そんなことになったら、遠回りどころか永久に目的を果たせなくなる。

「フィーリーフ、さすがにこれは諦めた方が……」

「勝負の方法はお前たちが決めるがいい。何でも受けて立つぞ」

　自信満々なガルナの態度に、翔ひろ人ととフィーリーフは思わず顔を見合わせた。

　腕っぷしではガルナと狼おおかみたちに勝てるはずもない。しかし、アイドルとして戦えるならば十分に勝機はある。

「それじゃあ、例えば……フィーリーフの歌と踊りを見てもらって、いいね！　と思わせることができたらこっちの勝ち……というのも、可能ってこと？」

　恐る恐る尋ねると、ガルナはあからさまに拍子抜けしたような呆あきれ顔がおを作った。

「馬鹿馬鹿しい。敵と戦うには力がすべてだ、歌や踊りになんの力がある」

「あります！」

　フィーリーフは一歩前に出て言い返す。

「ちょ、ちょっと落ち着いてフィーリーフ」

　慌てて止めに入るもフィーリーフの身体からだに触れるのは憚はばかられ、翔ひろ人とは中ちゆう途と半はん端ぱな位置で右往左往するのみだ。

「確かに、戦う力が強ければできることはあると思います。歌や踊りでは、立ち向かえないことも、たくさんあるかもしれません。でも……」

　ぎゅっと口を結んで、フィーリーフは今までになく強い口調で訴えた。

「ヒロト様が私に教えてくれたものを馬鹿にされたようで、黙っていられません」

「フィーリーフ……！」

　翔ひろ人とは、フィーリーフが怒るのを初めて見た。

　それも自分自身のためではなく、翔ひろ人とのために怒っている。そのことに感動さえ覚えた。

（なんという尊さだ、フィーリーフ……君は自分より強くて恐ろしい相手でも、大切なもののためなら向かっていくというのか……！）

　そう思うと感服してしまい、止めに入るのも憚はばかられる。

　ガルナは岩の上に腰を下ろし、狼おおかみたちがその傍そばにしゃがみ込んで待機した。

「そこまで言い切るならば、見せてみろ。無駄だと思うが」

「フィーリーフ、行ける？」

「勿もち論ろんです、ヒロト様！」

「思いっきり盛り上げてやろう。客層的におそらく、高めのテンションで行った方が……」

「アガルカラ、ですね！」

「そういうこと！」

　大真面目に狼おおかみ向むけのライブコンセプトを検討し終えた二人は、早速ポジションについた。当然、翔ひろ人との手にはサイリウムが握られている。

「行くぞぉおおおお！」

　びりびりと大気を震わす掛け声を発し、両手を左右に大きく振って美しく円の軌道を描く。

　同時に、岩場にまばらに生えた草木の精霊からフィーリーフの元に精霊応授セイズが集つどい、その細い身体からだを高く飛び上がらせた。

「む……!?」

　その跳躍力にガルナが目を見張った時には、フィーリーフの温かな歌声が広がり始めている。

（よしっ、思った通りだ！）

　早速、並んで座った狼おおかみたちがぴくぴくと音に反応し、腰を浮かせかけていた。

　いい反応であった。

　翔ひろ人との目算通り、歌詞の意味などわからずとも、跳ねるような楽しげなリズムだけで狼おおかみたちの身体からだは釣られているのだ。

「いいぞ！　いいぞ！　フィーリーフ！　そのままどんどんアゲていこう！」

　翔ひろ人とはひたすらリズミカルに、サイリウムを持った手をぐるぐる回してフィーリーフを鼓舞する。

　その応援に応えるように、歌声はますます生き生きと響き渡る。くるりと回ったフィーリーフの姿は、今や身体からだを包む精霊応授セイズがきらきらと目に見えるほど輝いていた。

　このまま歌い続ければ、エルフのアイドルが野生の狼おおかみたちをも魅了するのは時間の問題と思われた。




　だが、しかし。

「鎮しずまれ」

　ガルナの一言で狼おおかみたちがぎゅっと身を固くし、微動だにしなくなった。

「なっ!?」

　翔ひろ人とが焦あせったのも無理はない。知る由よしもないことだが、半狼人ワーウルフは種族の特性として狼おおかみの群れを統率する力を持っているのだ。

　その命令は強制的かつ絶対であり、生半可な高揚などただちにかき消されてしまう。蠟ろう人にん形ぎようのように固まった狼おおかみたちを前にしては、フィーリーフの澄み切った歌声も空むなしく響くばかりだ。

（ど、どうしましょう、ヒロト様……!?）

　一転して窮地に追い込まれたフィーリーフは、歌いながら助けを求めるように翔ひろ人との様子を窺うかがう。

（ど、どうしようどうしよう！）

　翔ひろ人とは足をガクガク震わせながら思考をフル回転させた。

　推しの危機を救えなければドルオタの名折れ。

　このライブにはフィーリーフのアイドル生命がかかっているのだ。

　極度の集中状態となった翔ひろ人とは、周囲の環境、観客の反応、ありとあらゆる変化を見逃さない観察眼を発揮する。

　そして同時に、今まで培つちかってきたドルオタ経験の中からこの場に合致する解決手段を検索するのである。

（……見えた！）

　ついに翔ひろ人とは、現状を打破する突破口を見み出いだした。

「フィーリーフ！　そのままこっちに飛び出すんだ！」

　言うが早いか、翔ひろ人とは並んで座る狼おおかみたちの脇を走り抜けた。

　そのまま８の字を描いてスキップを始める翔ひろ人との後に、フィーリーフが続く。

　いわばアイドルによる客席への乱入である！

　翔ひろ人とが元居た世界でも、新人のアイドル、小規模なイベントでのみ許されていたギリギリのファンとの距離感！

　ダンスの振りはそのままに、地を蹴って軽快に飛び跳ねながらフィーリーフは歌い、駆ける。

　その軽やかな動きを目で追う狼おおかみたちは、次第に尾を振って身を揺すり始めていた！

「な……!?　し、鎮しずまれ、お前たち！」

　再びガルナに一喝されて狼おおかみたちは再び身を固めるも、こらえ切れずに悲しげな声を出している。

　これは本能のせめぎ合いである。

　翔ひろ人ととフィーリーフは狼おおかみたちの目の前で走って見せることで、思う存分駆けまわりたいという彼らの野性の衝動を刺激しているのだ。

「ハイッ！　ハイッ！　ハイッ！　ハイッ！」

　とどめとばかりに、翔ひろ人とは頭上で両手を合わせる手拍子を始める。

　こらえきれなくなった狼おおかみの中の一匹、ややサイズの小さい個体が限界を迎えて列を飛び出した。

　そのまま四本足で飛び跳ねながら、楽しげにフィーリーフの後ろに続く！




（これは何なのでしょう。不思議……でも、とても楽しい気持ち！）

　フィーリーフもまた、聞き手と一体になって跳ねながら歌うという初めての経験を楽しんでいた。

　零こぼれだした自然な笑顔が、ますますアイドルとしての輝きを強めている。

「こ、こらっ、何をしている、戻れ！　戻れー！」

　ガルナの命令も、もはや狼おおかみたちを留とどめることはできない。なし崩し的にすべての狼おおかみが一列になって並び、ぐるぐるとその場を回りながら曲を盛り上げ始めていた！

「おのれっ……私は認めんぞ！　何がアイドルだ！　全く興味を引かれん」

　腕組みしてそっぽを向くガルナに対し、翔ひろ人とはスキップを続けながら人差し指を突きつけた。

「う、噓うそだね！」

「なっ、何だと!?」

　思わずそちらを向きかけたガルナが慌てて目を逸そらす。

「興味がないなんて噓うそだ！　って言ったんだ！」

「何が噓うそだというのだ！」

　スキップを続ける翔ひろ人との態度は毅き然ぜんとしており、つい先ほどまで青くなって震えていたのと同一人物とは思えない。ガルナはつい声を張り上げてしまうが、それは威嚇であり、翔ひろ人とに対する恐れの裏返しである。

「本当はフィーリーフから目が離せなくなり始めているだろう！　もっと見てみたいと思っているはずだ！」

「何を馬鹿な！　確かにちょっとかわいいなとは思ったが、さして興味はない！」

「ちょっとじゃないだろ！　フィーリーフはすごくかわいいだろ！」

「すごくかわいいかもしれないが興味はない！」

「かもしれない、じゃない！　フィーリーフはすごくかわいい！」

「確かにすごくかわいい！」

（あの……お二人とも、あまり大声で言われると恥ずかしいのですが……）

　歌い続けているために割って入れずもじもじしているフィーリーフをよそに、翔ひろ人ととガルナの口論はヒートアップして止まらない。

「隠しても無駄だ。ドルオタが同類を見逃すことはない！」

「同類……だと……!?」

　予想外の言葉に、ガルナのみならずフィーリーフも驚きに目を見開く。

「間違いない。ガルナにはドルオタの素質がある！　フィーリーフの素晴らしさを、本当は認めているはずなんだあああ！」

「出で鱈たら目めを言うなぁああ！」

　ついにガルナは、完全に翔ひろ人とに向き直って叫んだ。その額には汗が伝っている。

「なら、その尻尾は何だよ！」

　指摘され、ガルナは初めて気がついた。自分が千切れんばかりに尻尾を左右に振っていることに！

「うっ……!?」

「その耳も何だよ！」

　ガルナの頭の上方に立った耳も、ぴこぴこと楽しげに揺れている。

　自分自身で認識できていなかったはしゃぎっぷりを突き付けられ、ガルナはがっくりとその場に膝をついた。

「馬鹿な。こんなことが……この私が、アイドルなどという得体のしれないものに心躍らせてしまうとは……！」

「何も恥じることはないさ」

　曲が終わり、フィーリーフが静かに足を止める。

　翔ひろ人とは打ちひしがれたガルナへ歩み寄り、優しく語りかけた。

「これが、ライブ……アイドルの力は、生きていることの楽しさを再実感させてくれる力なんだ。ライブを見て心が逸はやるのは、前を向いて生きていこう、という意思があるからだ。そうして心を動かされた者がドルオタになるんだよ。俺もそうだった……」

　これは完全に翔ひろ人との持論だが、異を唱えられるものはこの場に存在しない。

「そうだったのですね……！」

「そう……だったのか……！」

　フィーリーフもガルナも、神妙な顔で聞き入ってしまっている。

　狼おおかみたちはまだ興奮冷めやらずといった様子で互いの毛繕いをし、そのうちの一匹は心配そうにガルナの傍そばに寄り添っていた。

　狼おおかみの背を優しく撫なでながら、ガルナは何度も頷うなずいた。
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「私はショウガクセイ。そしていずれドルオタになるということか……悪い気はしないな」

　脱力したガルナは、どことなく清すが々すがしい表情をしている。

　力でねじ伏せられた時には決して得られない、爽やかな敗北感がそうさせているのだ。

　ガルナが翔ひろ人ととフィーリーフに提示した課題──アイドルの価値を認めさせること──をクリアしたことは明々白々であった。




　そして翔ひろ人ととしても、この展開には予想外の収穫があった。

（やっぱりそうか。フィーリーフの魅力は魔物以外にも、そして女性にも通用する！）

　異性だけでなく同性のファンが付くことは、アイドルとして幅広い層に受け入れられていることを示すものだ。

　これから始まるフィーリーフのアイドルとしての伝説、輝かしい前途を思うと翔ひろ人とは自然と顔が綻んでしまう。

　にやけている翔ひろ人とを不審がりつつ、ガルナは立ち上がった。

「認めよう、お前たちの価値を……この決闘、私の負けだ。何でも望みを言うがいい」

「え？　あ、そうか。こっちにその権利があるのか。といっても別に欲しい物があるわけじゃないんだけどなあ」

　決闘に敗れるわけにはいかないと必死になっていたが、勝った時に何を貰もらうかは全く考えていなかった。

　フィーリーフも同様だったらしく、困ったように小首をか傾かしげている。

「そうですよね。この道を通していただければ、それで良いいのですが……」

「ダメだ！　決闘の敗者が勝者に対して何も捧ささげないなど、許されることではない。さあ欲しい物を言え、言わないとただではおかん！」

「どういう怒り方だよ!?」

　理不尽にキレるガルナに困惑していると、フィーリーフはぽんと手を叩たたき、突然とんでもないことを提案し始めた。

「ヒロト様。ガルナさんに、この山の道案内をお願いしてはどうでしょう？」

「え？　ああ、確かにそれは助かるね！　また迷ったら困るし」

　フィーリーフの名案に喜んで同意したその瞬間、ガルナの顔色が変わった。

「道案内……だと？　決闘の対価をそんな容易たやすい願いで済ませる気か!?」

　眉がぴくぴく引きつり、今にも約束を反ほ故ごにして飛び掛かってきそうな勢いだ。

（ま、まずい……！）

　翔ひろ人とは必死に知恵を絞った。

　ガルナの性格はわかりやすい。必要なのは、怒りの矛先のコントロールだ。

「やめようよフィーリーフ、山の道案内なんて大変な仕事だよ、とても無理だよ」

「無理だと!?」

　ガルナは行為そのものより、不可能と決めつけられたことに反応した。

「そうですか……ううん、そうかもしれませんね。無理を言って申し訳ありません」

　フィーリーフは申し訳なさそうにぺこりと頭を下げた。

　この謝罪は本心からのものだったが、ガルナにとっては自尊心を損なう追い打ちになっている。

「何が無理なものか！　言っておくが、私よりもこの山に詳しい者は居ないぞ。あちこちにねぐらも作ってあるし、食べられる木の実や狩りに良いい場所も知っている！　道案内など容易たやすいことだ！」

「……ということはつまり、引き受けてくれるんだね？　道案内」

　翔ひろ人とがおそるおそる念を押すように聞くと、ガルナは一瞬固まり、やがて渋々といった様子で答えた。

「この山を越えるまでだ。山を越えた後は知らないからな！　絶対に面倒見ないからな！」

　翔ひろ人ととフィーリーフは高く掲げた手をぱちんと合わせる。

「やった！」

「やりましたね！」

　こうして、たった二人の山行に頼もしい仲間が加わったのであった。
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　山越えはトラブルもなく順調に進んだ。

　ガルナが従える五匹の狼おおかみは絶えず周囲を警戒し、魔物や獣の襲撃に備えている。

　狼おおかみは全員が兄弟姉妹で、長男のオーマ、次男がオルト。長女のカナンと次女のカタリナ、末弟のミロと続くらしい。

「どれが誰だか全然わからない……」

「何な故ぜわからんのだ？　全然違うだろうが！」

　ガルナは憤いきどおるが、さっぱり見分けがつかないのは事実だ。翔ひろ人との目からすると、身体からだの小さいミロ以外はほぼ同じに見える。

「いや、無理でしょ……フィーリーフも分からないよね？」

「ええと、さっきから先頭に居るのがオルトくんですよね」

「その通りだ」

「あちらでミロくんとじゃれているのがカタリナちゃん、いま斜面を登っているのがカナンちゃん……後ろから付いてきているのがオーマくん。ではないでしょうか？」

　フィーリーフは四方に散らばった狼おおかみを次々と指で示し、すらすらと答えた。

「フフッ、すべて正解だ」

「いや、何でわかるの!?」

「な、何でと言われましても。ヒロト様とガルナさんの見分けがつくように、全く違いませんか……？」

　フィーリーフたちは、人間の顔や体格を区別するのと同じレベルで狼おおかみの差異を判別しているということだろうか。

　驚きよう愕がくする翔ひろ人とに、ガルナは露骨な蔑みの目線を送ってくる。

「この程度のこともわからんとは。さては貴様、ドルオタの力を除けば無力なポンコツのようだなぁ」

「ぐ……」

「やーいやーい。言い返せまい」

「小学生か！」

「いかにも、私はショウガクセイだが？」

　調子に乗って翔ひろ人との頰を指で突き回すガルナの肩を、フィーリーフが羽交い締めにして止めた。

「やめましょう、ね？」

「う、うむ」

　穏やかな声に含まれる奇妙な迫力に、ガルナは従わざるをえなかった。

（何だ今の迫力は……この私が気け圧おされたというのか？）

　動揺を隠せないガルナをよそに、当のフィーリーフは一つ咳せき払ばらいをして厳かに言い放つ。

「ヒロト様は、ポンコツなどではありません。私がアイドルとしてやっていくために絶対に必要な方です」

「フィーリーフ……！」

　翔ひろ人とは感動のあまり両手で口元を覆い、涙目になってよろめいた。

　これはドルオタが推しから貰もらえる賛辞としては最大級と言っていい。とても平静ではいられなかったのだ。

　しかし、ガルナはどうも納得できない様子であった。

「本当に必要か？　フィーリーフが歌っている間も、そいつは光る棒を振り回していただけじゃないか」

「ひどい」

「そ、それだけではありません！　ヒロト様は今までも、その、色々なことを私に教えてくださったし、これからもきっと、それはもう重要な教えをいくつも授けてくださいます！　多分！」

「フィーリーフ、無理に擁護してくれなくていいよ……！　何かこう、全体的に主張がふわっとしてるよ！」

　フィーリーフは真面目というか、素直というか、誇張表現ができないタイプの優等生のようだった。当然、それではガルナを説得するには至らない。

「やはり怪しい。ドルオタは、役立たずの穀ごく潰つぶしなのではないか？」

「穀ごく潰つぶしって言葉も翻訳できるんだな、言葉の精霊……」

　蔑みの眼まな差ざしを向けられ首を竦すくめながら歩いていると、足元へ微細な振動が伝わり、何やら継続する物音も聞こえてきた。

「ガルナ、この音は何？」

「この先に沢がある。立ち寄るか？」

　色々と無茶も言うが、ガルナはこの山の地形を熟知している。案内人としてはこの上なく頼れる人材だ。

「そこでは飲み水も汲くめますか？」

　フィーリーフがさっと片手を上げて質問した。小さな子供が学校の先生に質問するような動作で、素朴にかわいい。

「問題ないぞ。私もよく飲んでいる」

「え、川の水ってそのまま飲んだら危なくない？」

「まあ、半狼人ワーウルフの私はともかくお前たちではそうかもな。一度煮てから飲むといい」

「くそ、いちいち種族差でマウントを取ってくるな……！」

「では、行きましょう。飲み水は持っていますが、節約できればその方がいいですから！」







　ガルナの案内でたどり着いてみると、そこは涼しげな音と清涼な空気に満ちた空間だった。

　小さな黄色い花がいくつも咲いており、水面が照り返す陽光を受けて風にそよぐ様はのどかで心が和む。

　さらさらと流れていく水は膝ほどの深さがあり、水底ははっきりと見えるほど透明だ。

　靴を脱いで足を入れてみると、火ほ照てりがひいて疲れも流れていくようだった。

「あっ、見てくださいヒロト様。あそこに小さなお魚さんが居ましたよっ。かわいいです！」

　陽ひ射ざしを浴び、きらきらと輝く水みず飛沫しぶきを散らしてはしゃぐフィーリーフ。

　翔ひろ人とはだらしなく口を半分開けてその姿に見み惚ほれてしまう。

（かわいいのは君の方だよフィーリーフ。なんというか、清い？　そう、清らか。たとえこの場に不浄な存在が居たとしても、生まれ変わって清らかな生き物になるだろうな。もはやこの場では邪念を抱くことそのものが不可能というものだ……）

　次第に心の中でポエムが生まれ始めている。

「少し水は冷たいが、体を洗うのもいいぞ」

「え？」

　そう言われて振り向くと、ガルナが着ていた毛皮を脱ぎ始めていた。

　当然のようにその下には何も身に着けていない。

「きゃああ!?」

「おわあああ!?」

　咄とつ嗟さにフィーリーフが翔ひろ人との両目を覆い、勢い余ってそのまま二人とも水の中に倒れこんだ。

「ああ！　も、申し訳ありませんヒロト様！」

「いや、フィーリーフは悪くないよ！」

「……何をしているんだお前たちは」

　全裸になったガルナが呆あきれた声を出す。

　周囲を警戒していた狼おおかみたちも、ぴんと耳を立てて不思議そうに翔ひろ人とたちを眺めている。

「何をしている、はこっちの台詞せりふだよ！」

「急に脱がないでください、ガルナさん！」

「何な故ぜだ。そもそも私は体に毛皮を巻くのもあまり好きではない。体を冷やさないためと、あと他の種族に合わせて身に着けてはいるが、脱いだからといって非難される謂いわれもないぞ」

　抗議を受けても、当人は憮ぶ然ぜんとするばかりである。

　種族が違えば文化が違い、価値観も違うらしい。半狼人ワーウルフは野生の獣に近い価値観を持っており、本来は衣服を身に纏まとうことを好まないのだろうと理解できる。

　翔ひろ人ともフィーリーフも異文化を可能な限り尊重したいと考えるタイプではあるが、しかし、この場合はあまりに状況が唐突すぎた。

「とにかく服を着てください！　お願いします！」

「そうだよ！　着てくれ！」

「まあ、そう急せかすな。この子たちの身体からだを洗い終わるまで待て」

　ガルナは悠々と狼おおかみたちを招き、身体からだを洗い始める。

　ぱしゃぱしゃと水音が響く中、翔ひろ人とはフィーリーフに目隠しをされたまま渓流のほとりで待機する羽目になった。




　なおフィーリーフが水浴びをする際は、翔ひろ人とはガルナに頼んで目隠しを巻き、両手両足を縛り、さらに岩陰に隠れた上で監視してもらうという選択をした。

「お前、ここまでする必要があるのか？　自分の意思で見なければいい話ではないのか……？」

　ちっとも理解できないという様子でガルナがぼやく。

「いや、念には念というか。ドルオタたるもの、たとえハプニングであっても推しの着替えや裸を目にするなどということは許されないし……万が一にも許されないし！」

　翔ひろ人とは地面に突っ伏しながら大真面目に語った。

　それは誠実さの証あかしだが、考えようによっては人目をはばからず脱ぐよりもよほど奇矯な行動に見えるだろう。

　だがその時、ぱしゃりという水音を聞きつけた翔ひろ人とは敏感に反応した。

「あ……あれはまさかフィーリーフの柔肌を伝った水が落ちる音……ぐわあああ！　やめろ！　だめだ！　想像するな、俺！」

　岸に打ち上げられた魚のようにビタンビタン跳ねながら苦く悶もんする翔ひろ人とを前に、ガルナは若干引き気味に後ずさった。

「わからん……何なんだこいつは……」

　異世界の価値観や常識の違いで驚かされるのは、翔ひろ人との方ばかりとは限らないのだ。
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　その後は翔ひろ人とも一通り身体からだを洗い流したが、そこで問題が発生した。

「なんかあの……寒くない……？」

　歯をがちがち鳴らして震え、翔ひろ人とは渓流の水の冷たさを侮あなどっていたことに気がついた。

　長々と浸つかっていたわけでもないのに震えが止まらない。

「フン。軟弱な奴やつだ」

　ガルナは親指で背後の斜面の先を示した。

「ここから少し進んだところに、私の寝床が一つある。干し草や乾いた枝も集めてあるから、火を熾おこすにはいいだろう」

「た、た、助かる。やっぱりガルナに道案内を頼んでよかったね、フィーリーフ！」

「はい。本当に頼りになりますね、ガルナさんは！」

「フッ、別にこの程度のことを褒められても嬉うれしくもないが？」

　取ってつけたように二人で必死に褒ほめ称たたえると、途端にガルナの表情が緩んだ。

　キレるのも早いが、機嫌が直るのも早いらしい。

　尻尾をぶんぶん左右に振りつつ平静を装よそおうガルナの姿に、翔ひろ人ともフィーリーフも、この半狼人ワーウルフは本当に心境がわかりやすいな、と感じていた。







　ガルナの寝床は岩壁に開いた浅い洞穴で、そこそこの広さがあった。

　雨風を凌しのげる上に落ち葉や枯草を積み上げたベッドまで用意されており、野宿の場としてはかなり上等だ。

　狼おおかみの抜け毛がちらばっていて多少獣臭いが、そこは我慢するしかあるまい。

　洞穴の外で命じられるがままに乾いた木切れを積み上げていた翔ひろ人とは、ふと浮かんだ素朴な疑問を口にする。

「そういえば、どうやって火を熾おこすの？　マッチとかあるのかな」

「マッチ、とは何でしょう……？　普通に火か眼がん石せきを使いますが」

　フィーリーフが不思議そうに言って、革袋の中から包みに入った石ころを取り出した。黒味がかった灰色の石に、燃え盛る炎を象かたどったような文様が刻まれている。

「火か眼がん石せきは、火の精霊を宿した石です。主に火山の火口付近で採掘されるらしいですね」

　積み上げた木の上に石をかざし、フィーリーフが囁ささやく。

「熱く、炎を賜りますように」

　それだけであっという間に燃もえ種くさの枯草から炎が上がり、ぱちぱち音を立てて枝に燃え移った。

　よくよく考えれば初めてフィーリーフと出会った時、気絶している間にスープを作ってもらったことがあった。あの時もこうして火を熾おこしていたのだろう。

「火の精霊は、炎が大きく燃え上がると喜びます。なので、火か眼がん石せきを使って火を熾おこすと、次に火をつける時にはまた力を貸してくれるんですよ」

「へえ……じゃあこの石って、何回でも火を熾おこすのに使えるってこと？」

「はい、そうです」

　翔ひろ人とは唸うなった。これはもしかすると、消耗品のマッチやライターよりよほど優秀な火種なのではないだろうか。

　元の世界と比較してどちらの文明が発展していると言えるのか謎である。

「フィーリーフ。ちょっと、それ、貸してもらえる？」

「構いませんよ。どうぞ」

　まだ火が着いていない枝に借りた火か眼がん石せきをかざし、フィーリーフの真ま似ねをして唱えてみる。

「えーと……熱く、炎を賜りますように」

　だが、何も反応はない。

「う……駄目か」

「あっ、あの、精霊が力を貸してくれるかどうかは、種族によって差が大きいんですよ。実はエルフの私も、火の精霊はあまり得意な方ではないですよ！」

　フィーリーフがぱたぱた手を上下させながらフォローしてくれるが、かえって申し訳ないような気持ちになる。

　本来、得意でなくても火を熾おこすくらいの力は引き出せるのだが、翔ひろ人とにはそれすらできないということだ。

「あの、大丈夫ですかヒロト様？」

「いや、大丈夫、大丈夫。何でもないよ」

　心配そうに顔を覗のぞき込こむフィーリーフに曖昧な笑顔を返しつつ、翔ひろ人とは着こんだパーカーの袖を握りしめた。

　この世界で、ドルオタとしての知識以外に翔ひろ人とが人より役立つ分野はあるのだろうか。

　別に一芸がなければこの場に居てはいけないわけではない。

　フィーリーフはそんなことを言う人物ではない。

　単に、翔ひろ人との心の持ちようの問題なのだ。

　だが、その心の持ちようが自分では制御しきれない。

（一緒に世界を救うって言いながら、結局今はフィーリーフが頑張ってるだけだもんな。俺も何か、自分にしかできないことを見つけないと……せめて何か、チート能力的なものが一つでもあればなあ）

　そんな風に思い詰めているうちに、いつの間にか姿を消していた狼おおかみたちがそれぞれに兎うさぎだの、鳥だの、巨大な蜥蜴とかげだのを口に咥くわえて戻ってきた。

「今日の夕食だ」

　そう言うと、ガルナは血生臭い匂いのする鳥を一つ放って寄越した。

「ぎゃっ……こ、これをそのまま食べろと……？」

　血の滴したたる肉塊を前に、翔ひろ人とは途方に暮れる。

　食事を提供してもらえるのはありがたいが、あまりに雑な扱いだ。

「お任せください、ヒロト様。こんなこともあろうかと、村から逃げる時に最低限の香辛料と調味料は持ってきましたから！」

　フィーリーフは鳥の毛をむしり、熱湯消毒した石のナイフで信じられないほど手早く肉をさばく。肉を焚たき火びで炙あぶり、さらに小瓶に入った粉末を振りかけると、獣臭さが抑えられて一気に文明的な食事らしくなった。

「おお……さすがフィーリーフ！　ライブでＭＣをやる時に、料理ネタが使えそうだ」

「フン。そうか、お前たちは生のままだと肉が食べられないのだったな……不便な種族だ。この子たちを見てみろ」

　食材の残った部分を狼おおかみたちが我先にと争ってあっという間に平らげている。

　がりがり骨をかじる狼おおかみたちの姿に、一歩間違えば自分も同じ末路を辿たどっていたのだと今更ながら肝が冷え、翔ひろ人ともフィーリーフもなるべくその姿を見ないように努めた。




　食事と後片付けを終える頃には、すっかり日が沈んで夜となった。

　ガルナは焚たき火びの中に匂いの強い草を放り込んだ。煙が虫よけになるのだという。

　山の夜は冷え込むが、寝床には毛布代わりになる毛皮まで完備されており、凍えずに済む。まさに至れり尽くせりである。

　しかし、翔ひろ人とはなかなか寝付けずにいた。寝息が聞こえるほどの距離で推しが寝ているという状況が、睡眠を不可能なものにしていたのだ。

（万が一いびきや歯ぎしりがフィーリーフに聞こえて、不快に思わせてしまったらどうする。寝言でフィーリーフの名を呼んでしまったら不気味だと思われないか!?）

　考えても仕方のないことばかりを考え、ひたすら寝床の中でごろごろと寝返りを打っているうちに夜が更ふけていく。

（ダメだ。全然眠れん！）

　少し気分を変えようと、横穴から出て身体からだを思い切り伸ばす。

　遠くから、虫なのか獣なのか、聞いたことのない声が微かすかに響いている。

　座り込んで空を見上げると、オーロラのように揺らめく緑色の輝きと共に大きく丸い星が浮かんでいるのが見えた。

（月っぽいけど、あれは月なのかなあ）

　ぼんやりとそんなことを考える。

　元居た世界では月の引力によって潮の満ち引きが発生していたが、この世界ではどうなのだろう。そもそも海はあるのだろうか。

　この世界にはどれほどの広さがあって、どの程度の人数が住んでいるのだろう。

　今のところ出会ったのはエルフ、小鬼人ゴブリン、そして半狼人ワーウルフだが、翔ひろ人とと同じ、いわば「ただの人間」のような種族は居ないのだろうか。

　翔ひろ人とがそんなとりとめのないことばかり考えていると、フィーリーフが寝床から身体からだを起こし、翔ひろ人とに近づいてきてひそひそ声で囁ささやいた。

「ヒロト様。お休みにならないのですか？」

「う、うん。ちょっと、月が気になって」

　声量を抑えているのは、眠っているガルナや狼おおかみたちを気遣ってのことだろう。自然と、翔ひろ人ともひそひそ声で応じることになる。

「ツキ……ですか？」

「あ、この世界では月とは言わないのかな……あの、空に浮かんでる大きな星。元居た世界の月とはだいぶ違うものだけど」

　寝ていた位置からでは空がよく見えなかったらしい。フィーリーフは、翔ひろ人との隣に座って空を見上げた。

「そうなのですね。空の様子など、どこの世界でも同じかと思っていました」

「お、俺もそう思ってたけど、違うみたいだ、ねえ」

　無防備に身体からだを寄せて月を見上げるフィーリーフのあどけない横顔に、翔ひろ人とは体温が急上昇するのを感じながら必死に平静を装よそおった。

（ち……近い！　顔が！　近い！）

　獣臭い寝床の中に居たのに、フィーリーフからは不思議と甘い花のような香りがする。

　翔ひろ人との心臓は壊れたみたいにばくばく鳴っている。

（うおお、永久にこのままだったらいいのに。いや、駄目だわ。この心拍数のままだと、俺は数分で死ぬわ。でもこの時間が終わってほしくない！）

　翔ひろ人とが一人で葛藤していると、フィーリーフがぽつりと口を開いた。

「今日は色々なことが有りすぎて、私もなかなか寝付けません」

「あ、うん」

「何と言っても、ヒロト様がこの世界に来てくださったのが一番の出来事ですけれど」

「そうだね」

　緊張のあまり一会話につき一語しか返せなくなっている自分に気がついて、翔ひろ人とは近場の岩に頭を打ち付けたくなった。

（俺の語ご彙い力りよく、どこ行った！　帰ってこい！）

　無理もないことだった。翔ひろ人との長いドルオタ人生の中でも、推しと二人並んで夜空の月を見上げるシチュエーションなど想定外もいいところなのだ。

「それから、小鬼人ゴブリンさんとの出会いがあって」

「死ぬかと思ったね」

「山の中で迷ってしまって」

「うん。死ぬかと思ったね」

「ガルナさんと、狼おおかみさんたちと出会って」

「あれは、今度こそ死ぬかと思ったね」

「ふふふ。ヒロト様、そればっかり」

　翔ひろ人とがふざけていると思ったのか、フィーリーフは口元を押さえてくすくす笑いはじめた。

「かわいい……！」

「えっ」

　思わず率直な感想を口に出してしまった翔ひろ人とに対し、フィーリーフは頰を押さえて慌てて顔を逸そらした。

「ヒロト様、おかしいです。今、私は歌を歌っていませんよ」

「え？　いや、ちょっと待った！　別に俺はフィーリーフが歌っている時だけかわいいと思っているわけじゃないんだよ！　笑っているフィーリーフもかわいいし、むしろ毎時毎分毎秒かわいい！」

　翔ひろ人とは突然饒じよう舌ぜつになって捲まくし立たてた。

　居なくなった語ご彙い力りよくが、今まさにパワーアップして帰ってきている。

「そ、そんなことはありません」

「ある！」

「そ……それは、その……あ、ありがとうございます」

　フィーリーフは茹ゆでたタコのように真っ赤になりながら、おずおずと礼を言った。

　勢いで褒めちぎった翔ひろ人ともまた、結局フィーリーフと二人きりの空間に耐えきれず、再び無言になって空を見上げる。

　その夜空を、不意に何かが横切った。

「ん？　何だろ……鳥？」

「こんな真夜中に、鳥が空を飛ぶものでしょうか……？」

　フィーリーフが疑問を口にしたその瞬間、通り過ぎかけた空の影が一直線にこちらに向かって落下してくるのが見えた。

　翼を広げたそのシルエットは鳥よりもずっと大きい。

　角と羽を持ち、やや蜥蜴とかげにも似たその顔つきは、翔ひろ人とが元居た世界では様々なファンタジーの強敵としておなじみの生物に見える。

「鳥ではありません……あれは、竜です!?」

　徐々に速度を落とし地面すれすれの位置まで降下した飛竜は、羽ばたきながら地面に足を着いた。

　慌ててガルナを起こそうとすると、既に腰を低く落として共に臨戦態勢に入っている。

「ガルナ、もしかして起きてたの!?」

「言ってる場合か！　気をつけろ、囲まれるぞ！」

　ガルナの言う通り、次々と空から降りてきた竜、全部で六体が円を描くようにしてこちらを囲んでいる。

　これに対抗して狼おおかみたちが翔ひろ人と、フィーリーフ、ガルナを守るように円陣を組み、竜を睨にらんで低い唸うなり声ごえを上げた。

　フィーリーフは、竜の群れを目まの当あたりにして口元を覆った。

「な、何ですか？　なにが起きたんですか!?」

　怯おびえるフィーリーフに、背後から飛竜の一匹が摑つかみかかる。

　だが、ガルナが目にも留まらぬ速度でその前脚を摑つかみ、地面に叩たたき伏ふせた。

　一撃で昏こん倒とうさせられた飛竜はぴくりとも動かない。

「闇に紛れての狩りだろう。なに、この程度の魔物は恐れるに足らん。すぐに蹴散らしてやる」

「うおお、ガルナめっちゃ頼りになる！」

　翔ひろ人とがガルナに頼り切る姿勢を見せた、次の瞬間であった。

「この程度、とは……舐なめられたものだな」

　良く通る美しい声と、翼が優雅に羽ばたく音。

　翔ひろ人とたちの正面に、また一つの影が舞い降りてくる。

　その影は巨大な羽を折りたたみ、月光を浴びて全身を晒さらした。

　大きな角と背中の羽、長い尾は人間離れしているが、艶つややかな黒髪の美少女。

　見る者を突き刺す剣けん吞のんな雰囲気こそフィーリーフとは真逆だが、一流のアイドルが放つような煌きらびやかさと抗あらがいがたい魅力があった。

「汝なんじら、低俗なる命よ。聞くがいい。我の名は魔竜王女メノギオル」

「メノギオル!?」

　それは小鬼人ゴブリンたちから聞いた名だが、もっと巨大で邪悪な存在を想像していた翔ひろ人とは面食らった。

（この美少女が、生物を狂わせて魔物に変えて、この世界を苦しめている張本人、なのか？）

　当のメノギオルはじろじろと観察するように翔ひろ人とたちを一人ずつ眺め、やがてフィーリーフに目を留める。

「ふむ。汝なんじがフィーリーフか？」

「は、はい。いかにも、私がフィーリーフですが」

　馬鹿正直に返答するフィーリーフに、メノギオルはくすりと妖よう艶えんな笑みで応える。

「期待以上の美少女だ」

「えっ？　……あ、ありがとうございます？」

「あっ、もしかしてどこかでフィーリーフの噂うわさを聞いて駆け付けたとか？　そう、フィーリーフはかわいいでしょう。俺の推しなんです。これからアイドルとしてどんどん活動していくので、応援を是非……ぐええっ！」

　いきなり警戒心ゼロでヘラヘラ笑いながらメノギオルに近づこうとする翔ひろ人との襟首を、ガルナが摑つかんで勢いよく引き戻す。

「和んでいる場合か！　会いに来ただけならば、何な故ぜ逃げ場なく囲む必要がある！」

「どういうことですか？　メノギオルさんは、何が目的なのですか？」

　困惑するフィーリーフに対し、余裕のメノギオルは穏やかに笑みさえ浮かべて楽しそうに返答する。

「戸惑う様さえ愛ういものよ……」

「えっ？」

「フィーリーフ。汝なんじを我が配下として迎え入れてやると言っているのだ。光栄に思え」

　一気に場の緊張が高まった。メノギオルは、フィーリーフを自分の配下として従えるためにやってきたというのだ。

「駄目だよそんなの！」

「そうです。お断りします！」

「汝なんじらの意見など求めておらん。聞くがよい」

　突然周囲の闇が不気味にざわめき、激しいバスドラムの連打とギターサウンドを思わせる歪ゆがんだ音が響き渡る。

　翔ひろ人とはそれだけで、これから何が行われようとしているのかを察した。

「まさか、歌うのか!?」

　止める間もなく、翔ひろ人とたちと向かい合うメノギオルの喉から歌声が迸ほとばしった。




　　♪目に映るすべては戯たわむれ

　　　永久の苦しみに背を向け

　　　闇に咲く花に縋すがるとて

　　　この罰より逃れる術すべはなし




　　　愚かな命が罪を重ねる前に

　　　摘み取ることこそ我が愉悦




　　　冷え行く世界の薪となれ

　　　何もかもは無常　焼け落ちる運命よ

　　　いざ終末の刻は来たれり

　　　亡なき骸がらばかりを抱いて朽ち果てよ




（この曲調、ゴシックロック……いや、むしろ九十年代Ｖ系に近いか？　この世界にはアイドルは存在しないと思っていたのに、なんで……いや、違う。そんなことは問題じゃない！）

　翔ひろ人との額を汗が伝った。

　圧倒的な声量が全身を包み込むようだった。

　興奮に心臓が脈打ち、情緒はかき乱される。

　メノギオルが歌っているのは殺伐、荒涼とした世界観。

　聞いているだけでその恐ろしい情景が目に浮かび、身が竦すくむような表現力だ。

　その上、メノギオルは歌唱と共に縦横無尽に駆け、激しい舞を披露しながら、一切呼吸を乱していない。

　緩急をつけて振り回される手足が美しく弧を描き、豊かな黒髪がふわりと靡なびく。

　地上に留まらず、メノギオルは翼を羽ばたかせて宙へと舞い上がった。

　宙返り、連続スピン、滑るように宙を舞うその動きは、まるで空中でアイススケートの演技をしているような幻想的なダンスへと変わっていく。
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　妖しい微笑は余裕に満ち、背筋がぞくりとするほど妖よう艶えん。

　信じられないことに、すべてのパフォーマンスがフィーリーフを凌りよう駕がしている。

　まるで別世界への扉を開いてしまったかのように、メノギオルの歌声に心が引き込まれてしまうのを抑えることができない。

　円陣を組んで翔ひろ人とたちを守っていた狼おおかみが、次々とその頭を上下に揺らし、苦しみ始めた。

「どうした、しっかりしろお前たち！　この歌を聞くな！」

　そう言うガルナもまた、耳を押さえたまま激しく首を上下に振っている。

「あれは……ヘドバン!?」

「それは何ですか、ヒロト様!?」

　耳慣れない単語に首を傾かしげるフィーリーフに、冷や汗をたらしながら翔ひろ人とは答える。

「ヘドバンはヘッドバンギングの略だよ！　リズムに合わせて頭を激しく上下に振る動作！　この歌には、聞いた者を強制的にヘドバンさせる力があるのか!?」

「何という恐ろしい呪いでしょう、ヘドバン！　あんな動きを繰り返していては、首を痛めてしまいそうです！」

　翔ひろ人と自身も、すべてを打ち壊してしまいたいような、自分自身が壊れてしまいたいような、そんな破滅的な欲求が体内を駆け巡っているのを感じていた。

（何なんだこれ、ヤバい、何だかわからないけどヤバい。頭がおかしくなりそうだ！）

　りゅみたんがステージ上でアイドル引退を宣言したあの時の光景が、繰り返し、繰り返し脳内に再生される。

「どうしたのですか、ヒロト様！　大丈夫ですか!?」

　うめき声を上げて苦しみ始めた翔ひろ人とを気遣い、フィーリーフが慌てている。

「何か、おかしいんだ……目につくものを、全部ぶち壊したくなってくる……何もかも、どうでもよくなってくる……！」

「しっかりしてください、ヒロト様！」

「う、ぐぐぐ……」

　思い当たるのは一つ。小鬼人ゴブリンたちを魔物に変えてしまったという歌が、今まさに歌われているのだろう。

　心の中にある苦しみや悲しみを増幅し、破壊衝動へと変える。それこそがメノギオルによる洗脳、無害な生物を魔物へと変えてしまうメカニズムに違いなかった。

（まずい、このままじゃ俺もヘドバンしてしまう……じゃなくて！　操られてしまう!?）

　だが、ただ一人、その支配に抗あらがう者がいた。

　フィーリーフだけが真っすぐに立ち、メノギオルと向かい合っているのが見えた。




　そして、歌声が紡つむがれた。

　フィーリーフの歌唱は、堂々たるメノギオルのそれに比べれば、小さく頼りない。

　だがしかし、翔ひろ人とに安らぎを与え、理性をギリギリのところで繫つなぎとめる、命綱のような歌声だ。

（こんな状況でも、やっぱりフィーリーフはかわいい……！）

　メノギオルの歌声とは真逆に、心が幸せに満たされていく。胸をかき乱す苦しさがすうっと消えていく。

　それはガルナにとっても同じであったらしい。

　つい先ほどまで首を上下に振り、苦しんでうめき声を上げていたガルナが、鋭い爪を振りかざしメノギオルへと飛び掛かる。

「その歌を止めろっ！」

「……なるほど、そのように抗あらがうか」

　歌唱を止めたメノギオルが指先を前方へ向けると、夜の闇は巨大な爪に変じ、一撃でガルナを弾はじき飛とばした。

「つ、強すぎだろ!?」

　為なす術すべもなく地面を転がるガルナに、周囲の飛竜たちが次々と追撃にかかる。

　翔ひろ人とは震える手でポケットからサイリウムを取り出した。

　戦闘でガルナには加勢できない分、せめてフィーリーフの応援ができればと考えたのだ。

　しかし、その目算は崩れ去った。

「噓うそ!?　光ってない！」

　つい先ほどまで光っていたはずのサイリウムの灯ひが、完全に消えている。

「うおおおどういうことだよ!?　ただでさえチートになってないチート能力なのに、この肝心な時に何で光らないんだ！」

　わけもわからずまごついているうちに、周囲を取り囲んでいた飛竜のうちの一匹が飛び掛かってくる。

「うわああああ！」

「ヒロト様!?」

　翔ひろ人とは咄とつ嗟さに、不格好なダイブで地面を滑った。フィーリーフが血相を変え、翔ひろ人とも生きた心地がしなかったが、幸いにも飛竜の爪や牙は翔ひろ人とのパーカーの袖と薄皮一枚を切り裂いたのみでとどまっていた。

「ヒロト様……！　ひどいです！　いきなり何するんですか!?」

　抗議の言葉も意に介さず、メノギオルは値踏みするような目でフィーリーフを眺めた。

「実に面白い。フィーリーフ、汝なんじは心の闇が足りぬと見えるな」

「闇が、足りない……ど、どういうことですか？」

　メノギオルは腕組みして頷うなずいているが、当のフィーリーフは不可解な言葉に当惑するばかりだ。

「今のままでは、我の物にはならぬということ……より深い絶望へ浸らねば。その男を殺せば少しは闇に染まるか？」

　メノギオルが無造作に腕を振るうと、その軌跡上にいくつもの黒い刃が生み出された。その切っ先は明らかに翔ひろ人とに狙いをつけている。

「だめです！」

　フィーリーフに庇かばうように抱き寄せられて、翔ひろ人とは思わず声を上げそうになった。

　推しとの急接近は魔物の攻撃よりはるかに心臓に悪い。

「その男から離れよ、フィーリーフ。汝なんじにまで傷をつけたくはない」

「フィ、フィーリーフ、危ないから離れた方が……！」

　翔ひろ人とは恐怖にガタガタ震えながらもそう提案した。

　もしここでフィーリーフが離れたら、翔ひろ人とは即座に殺されるだろう。

　しかしフィーリーフに抱きすくめられていると、ふわふわ温かくていい匂いがして、どちらにしろ昇天しそうなのだ。

「むう……なんとも面倒なことになったな」

　それでもなお翔ひろ人とから離れようとしないフィーリーフを攻めあぐねていたメノギオルは、ふいに鋭く目を細めて二人の背後を見やった。

「絶望するのは、お前の方だ！」

　いつの間にかガルナが身を起こし、ぜえぜえと肩で息をしながら啖たん呵かを切っている。

　ガルナに挑みかかって打ちのめされた飛竜たちはすっかり怯おびえ、揃そろってメノギオルの背後に隠れようとしていた。

「これでは埒らちが明かん、仕切り直す。フィーリーフ……汝なんじを闇に呼び込む手立ては改めて考えるとしよう。ひとまずはこの狼おおかみたちでも連れ帰って、城で飼うことにするぞ」

　その一言を皮切りに、先ほどから静かに項うな垂だれていた狼おおかみたちが、いそいそとメノギオルの周りへ集つどう。

「おい。待て、お前たち。何をしている」

　振り向いた狼おおかみたちの目は虚うつろで、呼びかけたガルナに返事もしない。

　翔ひろ人とは思わず息を吞のみ、先ほどのメノギオルの歌声に込められた異様な魅力を思い出した。

　翔ひろ人とやガルナはフィーリーフの歌声に助けられて、ギリギリのところで理性を失わずに済んだ。しかし、一番近くであれを聞き続けた狼おおかみたちは、既に手遅れの状態なのではないか。

　メノギオル、そして狼おおかみを背に乗せた飛竜が次々と羽ばたき、地面から浮かび上がる。

「ま、待て！　どこへ行く！」

　引きとめようとするガルナに、狼おおかみが激しい剣幕で吠ほえたてる。

　それだけで、激しいショックを受けたようにガルナが動きを止めた。

「無駄だ。この狼おおかみたちの心には深い闇がある。それは汝なんじでは埋めきれぬ。我だけがその欠落を満たしてやることができるのだ」

　メノギオルは心底愉快そうに笑った。

（心の闇……さっきの、りゅみたんを失った思い出みたいな？　メノギオルの歌声は、ああいうものを増幅させて魔物を操っているのか？）

　半ば朦もう朧ろうとする意識の中で、翔ひろ人とはおぼろげに理解した。

　だが、わかったところでどうすることもできない。

　メノギオルが、そしてその配下の竜たちが翼を羽ばたかせて夜空へ消えていくのを、ただ黙って見送るのみだった。







　しばらく茫ぼう然ぜんとしていたガルナが我に返り、怒号と共に走り出す。

「お、の、れええええ！」

「ちょっと待ってくださいガルナさん！」

　叫び声を上げて飛び出そうとするガルナに、フィーリーフが慌ててしがみついた。

　そのままずるずる引きずられていくのを見て、翔ひろ人とも慌てて加勢する。

「いや、ちょっと落ち着こう！　いったん落ち着こうよ！」

「ええい、離せ！　今すぐ奴やつを追う！」

　憤慨するガルナは二人がかりでも止めきれず、軽々と引きずられてしまう。

「追うっていったって、あいつ飛んでいったよ！　どこに行ったかわかるの!?」

「そうですよ、ガルナさん！　闇雲に動いても何にもならないです！」

「ならばどうしろというのだ！」

「それは、えーと、ど、どうしようかね？」

　思わず助けを求めると、フィーリーフはぱちぱちと瞬まばたきしてから声を張り上げた。

「そ、そうですね……あのメノギオルさんという方が有名な方ならば、これから私たちが向かおうとしている町で、どなたか居場所をご存知かもしれません！」

「そ、そうだね！　ほーら！　確かにその通りだよ？」

　フィーリーフはふわふわしているようで、的確な判断ができている。翔ひろ人とは慌ててそこに乗っかった。

「フン。それさえわかれば十分だ。私一人でやる！」

　ガルナは依然として足を止めない。今度は翔ひろ人とが声を張る番だ。

「いや、ダメだ。理屈はわからないけど、メノギオルの歌に対抗できていたのはフィーリーフの歌だけだ！　フィーリーフの力だって必要だろ!?」

「確かにそうです！　さすがヒロト様、慧けい眼がんです！」

　ガルナはようやく立ち止まった。そして、溢あふれ出だす怒りを押し殺すように肩を震わせて息を吐き、その場に座り込んだ。

「あいつらは、まだ小さい頃に親の狼おおかみが死んで……私が拾って育てたんだ」

　あいつらというのは、連れ去られた五匹の狼おおかみたちのことだろう。

「それからは、ずっと一緒だった。私の家族だ。あいつらを一番理解しているのは私だ。そう思っていたのに」

　うずくまったガルナの姿は、これまでになく小さく見える。

「あの……」

　翔ひろ人とはおっかなびっくり話しかけた。

「あのさ。俺たちは昨日、メノギオルに操られてた小鬼人ゴブリンと話したんだ。最初は問答無用で襲い掛かって来たけど、正気に戻ったら気のいい奴やつらで……」

　慎重に言葉を選びながら、たどたどしく思いを伝える。

　翔ひろ人とは決して弁の立つ方ではないが、今は傷ついたガルナに少しでも声をかけるべきだと思ったのだ。

「だから、あの、狼おおかみたちも、付いて行っちゃったのは本意じゃないと思う。見つけ出して、連れ戻してあげないと」

「そ、そうです。ヒロト様の言う通りです！」

「本当か……？」

　ガルナが目いっぱいに涙を溜ためて振り返った。

　普段が気丈な分、見ていて居たたまれない。

「本当。本当だよ。そのために、俺たちもできることはするから！」

「そうですよ！　頼ってくれていいですよ！」

　ガルナは立ち上がり、二人と目線を合わせないまま歩いて寝床へと戻り、そのまま背を向けて寝転がった。

「あの……ガルナ？」

「ガルナさん？」

「眠った方がいい。お前たちは、夜通し歩く体力はないのだろう」

　促され、翔ひろ人ととフィーリーフは慌てて横になった。

（あれが、メノギオルか……）

　翔ひろ人ととしては、世界を平和にするためにすべての魔物をドルオタにするという野望は、荒唐無稽なものではないつもりだった。

　フィーリーフとなら、きっと可能だと思っていた。

　しかしそのためには、メノギオルの存在は避けて通れない障害となるだろう。

（この世界にアイドルは居ないと思ってたのに……あれは完全にアイドルだったな。しかも、歌もうまい。ダンスも相当レベルが高い。おまけに、直接戦ってもメチャクチャ強いし、配下の魔物もたくさんいる。今のままじゃきっと、何度ぶつかっても勝ち目がないぞ……どうしたらいいんだ？）

　考えなければならないことは山ほどあったが、極限の緊張から解き放たれた反動からか、いつしか翔ひろ人とは深い眠りに落ちていった。




　翌朝。

　寝床から身を起こすなり、ふわあ、と口元を手で覆って翔ひろ人とはあくびをかみ殺した。

　昨日一日であまりに色々なことが起きすぎて疲れが取れていない。

「おはようございます、ヒロト様」

「んー……うん、おはよう」

　フィーリーフも同程度に大変だったはずだが、先に起きてすっかり身支度も整っている。

　外見は華きや奢しやに見えても、意外に逞たくましいのかもしれないと翔ひろ人とは感心した。

「ヒロト様、大丈夫ですか？」

「うん。大丈夫だけど……ガルナは？」

　ガルナの姿が見えない。もしや昨日のショックから立ち直れずに姿を消してしまったのか、あるいは一人で先に行ってしまったのか。

　そう思った矢先、がさがさと茂みが揺れてガルナが姿を現した。

「あ、なんだ。ちゃんと居た」

「居たが、どうした」

「いや、見当たらなかったからどこに行ったのかと」

「フィーリーフは平気そうだが、ドルオタ。お前はこれを口にしておけ」

　どこから摘んできたのか、ガルナが差し出したのはサクランボに似た小さな赤い実だ。

「これは？　私も見たことがない木の実です」

　フィーリーフが物珍しそうに眺める。

「この山の、もっと上の方でしか採れないものだ。疲れに効く」

「……わざわざ採って来てくれたんだ？」

「お前が動けなくてはフィーリーフも動かない。それでは困るからだ」

　食べてみると甘みはないが、逆に強烈な酸味で一気に目が覚める。

「おお……これ、すごい効くね。なんかやばい成分が含まれてそう」

「『間引きの実』という。種は毒があるから飲み込むなよ。最悪、命を落とす」

「先に言ってよォ!?」

　間一髪、果実の種を吐き出して翔ひろ人とは怒鳴った。

「うるさい奴やつだな。たとえ飲み込んでも二割がた助かるんだ、大おお袈げ裟さに騒ぐな」

「八割死んだら十分多いよ！　俺が十人居たら八人死ぬんだぞ！」

「お前が十人も居たら八人死んでもいいだろ！　二人でも多いくらいだ！」

　朝も早くから取っ組み合いの喧けん嘩かを始めそうな勢いの二人の様子に、フィーリーフがくすくすと笑い始めた。

「二人とも、すっかり元気ですね」

「え？　ああ、うん。確かにね」

「フン」

　ガルナが腕組みし、そっぽを向きながらおずおずと口を開く。

「いつまでも沈んでいても仕方がない……私は家族を取り戻す。力を貸して欲しい」

「うん、もちろん。というか、力を貸して欲しいのは俺たちも一緒だからね」

「そうですね。私たちはこの世界を平和にすることが目的です。そのためには、あのメノギオルさんを止めなければならないでしょう。ガルナさんが協力してくれたら嬉うれしいです」

　おっかなびっくり相互の協力を申し出ると、ガルナは再びふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

　だが、その態度からは今までより少し棘とげが消えているように見える。

　メノギオルの襲撃を受けたことにより、奇くしくも三人の当面の目的は一つになった。

　不安は大きい。でも、状況はきっと最悪ではない。

（大丈夫。きっと何とかなる。何とかしよう）

　にこにこしているフィーリーフの姿を眺めながら、翔ひろ人とはドルオタとしての決意を新たにした。
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　山を下り、麓から平地に出ると、街道が長く地平線の先まで続いている。

　翔ひろ人とがこの世界で初めて出会う、人の手で舗装された道だった。

　さすがにアスファルトというわけにはいかず、ごろごろと砂利も転がっているが、それでも森の中や山道と比較すれば格段に歩きやすい。

「向こうに建物っぽいのが見えるね」

「はい。ヒロト様、あれが目的のティーサメノの町です。このままこの道を真っすぐ進めば着くはずです！」

「ならばさっさと行くぞ。メノギオルの居場所を知っている者が居れば吐いてもらう」

　ガルナの行動には注意が必要そうだが、目標が明らかになっていると足取りも軽い。

　翔ひろ人ととしてはいったいどんな町なのかと心を弾ませて歩き出したが、しかし、その高揚感は徐々に薄れていくことになった。

　近くまで寄ってみると、町全体が物々しい鉄製の柵で囲まれている。

　中に入ってみても、ボロボロに崩れた建物、瓦が礫れきと散乱したゴミが目立つばかりで、人っ子一人出歩いていない。

「酷ひどい状態ですね……これも全部、魔物のしわざでしょうか？」

「慎重に行こう。またメノギオルみたいなやつが出てきたら困るし」

「フン。あんな奴やつがそこら中に何人も居てたまるか」

　さすがにガルナも警戒する意味は理解しているらしく、反論はしても声は潜めている。

「とにかく目立たないように。何か見つけても大きな声を出さないようにね」

「はい、ヒロト様。十分気をつけます」

　忍び足で建物の陰に隠れ、注意深く曲がり角を曲がった矢先、翔ひろ人とは早速大声を出しそうになって慌てて自分の口を塞いだ。

「お……おおお？」

　だだっ広い広場の中心に、異様な建築物が聳そびえ立たっていた。

　おそらく石材で作られているのだろうが、見るからに武骨で堅けん牢ろう。

　周囲の民家と比べて大きさも三倍程度あり、重要施設らしい物々しさがある。

　そして建造物もさることながら、翔ひろ人とを驚かせたのはその建物に群がっている背の低い髭ひげもじゃ男の集団であった。

　小鬼人ゴブリンよりは大きいが、フィーリーフよりは小さい。

　低身長の割に筋肉はやたらとがっしり付いている。

　そんな屈強そうな小男たちが、手に手に工具を持ち、足場を組んで、建物の外壁に何やら打ち付けたり塗り付けたりしているのだ。

「何だ、あれ……？」

「あれはドワーフだろう。山に、岩を切り出しに来たのを見たことがあるぞ」

「ドワーフさん。両親から聞いたことがあります。お会いするのは初めてですが」

「建物を壊してるのかな？」

「いえ、ヒロト様。あれは直しているように見えます」

　確かに、よく見るとドワーフたちはその巨大な建築物の補修工事を行っている様子だった。

「壊してるのでなければ、あれは魔物じゃないってことかな」

　無意味に破壊を繰り返すのが魔物の定義ならば、ドワーフの行為は真逆だ。

「おそらく、そうだと思いますが……？」

　フィーリーフが言葉を中断したのは、突然ドワーフの一人が歌を歌い始めたからだ。

　すぐに周囲の者たちも野太い声を揃そろえ、それは合唱になっていった。




　　　♪この山掘ったら何が出る　ハイホーハイホッホー

　　　　金銀銅が出る　ハイホーハイホッホー

　　　　真っ赤なルビーを掘り当てろ

　　　　でっかいダイヤを掘り当てろ

　　　　だけど欲張りほどほどに

　　　　崩れりゃ終わりさ　ハイホーハイホッホー




　目を点にして、翔ひろ人とはその歌声を聞いた。

「え、何？　なんで急に歌い始めたの？」

「聞いたことがあります、ヒロト様。確か、ドワーフは仕事をする時には揃そろって歌を歌う習慣があるとか」

「なんだそれは。何の意味がある？」

　訳がわからない、という顔でガルナがぼやく。

「ドワーフは元々鉱山で採掘をして生活していた種族です。暗い洞窟の中でお互いの無事を常に確認するためではないでしょうか？　それが、習慣になって残っているとか」

「なるほど。そういう話ならわからなくはないなあ」

　感心しているうちに、フィーリーフはドワーフたちの歌に熱心に聞き入り、小声で口ずさんでさえいる。

「フィーリーフ？」

「あ、すみません。つい……歌ったら楽しそうな歌だったので」

　その返答に翔ひろ人とは目を輝かせる。

「歌ったら楽しそう……それは大事なことだ、フィーリーフ。しっかり聞いて覚えて！」

「は、はい……？」

「おい。そんなことやっている場合なのか？」

「重要なことだよ！　歌える歌は多い方がいい！」

　怪け訝げんそうなガルナの問いに、翔ひろ人とは思わず大声で叫んでいた。

「この先フィーリーフが歌を披露する機会が増えても、持ち歌がたった一曲しかないのはあまりに心こころ許もとない！　ＴＰＯに合わせたレパートリーは絶対に必要だよ。歌える歌を増やすのは急務なんだよ！」

　絶叫したところで、ガルナが冷ややかな声で言った。

「……どうでもいいがお前、さっき大声を出すなと言わなかったか」

「え？　あっ、しまった！」

　時すでに遅く、ドワーフたちは歌声と作業の手を止めてバタバタとこちらに走り寄ってきている。

「何じゃ、何じゃ！」

「余よ所そ者ものじゃ！」

「魔物じゃあないんか！」

　警戒心を露あらわにこちらの様子を窺うかがっているドワーフたちに向かって、フィーリーフと翔ひろ人とは慌てて弁解を始めた。

「あのっ、私たち向こうのジュリンの森の方から来たのですが」

「怪しい者じゃないです！　決して怪しい者じゃないよ！」

　翔ひろ人とは必死だが、焦あせりでひきつった顔は見るからに怪しい。

「おい、この町はどうなっているんだ。住民はお前たちだけなのか？」

　ガルナがぶっきらぼうに質問すると、集まったドワーフたちの中でも比較的若い顔つきの者が後方に向かって呼びかけた。

「親方ァ！　見かけねえ連中が来たっす！　どうしやすか！」

「ああん？」

　呼びかけに応じ、奥から貫かん禄ろくのある一人のドワーフがのしのし歩いてやって来た。

　燃えるような赤い髪に豊かな顎あご鬚ひげ。葉巻を咥くわえた唇は分厚く、集まったドワーフたちの中でも一層がっちりとした厚い筋肉に覆われている。

「お……親方？　マフィアの親分とかじゃなくて……？」

　あまりの貫かん禄ろくに、翔ひろ人とは率直な印象を口にしてしまった。

「何だ、マフィアってのは。俺ぁこの辺のドワーフを仕切ってる、ドヴァリってんだ」

　周囲のドワーフたちはドヴァリの前に道を開け、ぴしりと気を付けの姿勢を取っている。

　親方と言われるだけあって、この集団を統率する役割を果たしているらしい。

「あんたら、間の悪い時に来たな。ここは戦場だ。さっさと他よ所そへ行きな」

　ドヴァリは葉巻を口から離して煙を吐き出し、しっしっ、と虫でも追い払うような動作を見せた。

「いや、実はその、人を、あの……人を捜してて……」

　眼光も鋭いドヴァリの放つ圧力は、対たい峙じした者を震え上がらせる。

　しどろもどろになりながら何とか用件を伝えようとする翔ひろ人との背には、フィーリーフがそっと手を添えていた。

「そうなのです。それに、この町が魔物に襲われているのであれば私たちもお手伝いを……」

「お手伝いだあ？　要らねえ要らねえ。さっさと出てけ！」

「そうだ、そうだ！」

「出てけ出てけ！」

　ドヴァリが声を荒らげると、ドワーフの集団も手にした工具を掲げ、揃そろって声を上げた。

　身長の低い強こわ面もての集団に下から脅しつけられるというのは経験したことがないシチュエーションだ。

「手伝いが要らない、ということはないだろう。見たところ人手も足りんようだが？」

　ガルナの指摘は、なかなか鋭いところを突いたようだった。

　ドワーフたちの手足は薄汚れており、よくよく見ると包帯を巻いた怪け我が人にんや疲労の色が濃い者も何名か見える。

「ちっ……うるせえな。半狼人ワーウルフはともかく、そっちのヒョロヒョロした若造に何ができるってんだ。いや！　それ以上に！」

　ドヴァリの眼光が一層鋭さを増し、気け圧おされた翔ひろ人とはひっくり返る寸前の体勢でかろうじて耐えた。

「ドワーフは！　エルフの助けは借りねえ！」

「え……？」

　突然矛先を向けられたフィーリーフは目をぱちくりさせた。

「むかしむかし、この町ができるよりもずっと前の話だがよう。俺たちのご先祖様は、他よ所そからこの地にやってきたのよ」

　突然何の話が始まったのかと、翔ひろ人とも目を瞬しばたたかせる。

「余よ所そ者もののご先祖が、元々この地に居た種族とうまくやるのは、そりゃあ大変だっただろうさ」

「あの……その話、いま何の関係が？」

　翔ひろ人とは恐る恐る口を挟もうとしたが、周囲のドワーフたちに強く睨にらみつけられ、いたたまれなさにその場で正座してしまった。

「だがなあ。その時エルフ共が、ドワーフってのはエルフが森を捨てて堕落した姿だ、なんて触れ回りやがったんだとよ」

「へ!?」

　そんな話は初耳だ。

　思わずフィーリーフの方に顔を向けると、口をへの字にして泣き出しそうな表情を作っている。

「おかげで長いことドワーフはほかの種族に煙たがられて、山に籠こもるしかなかったそうだぜ。ま、そこで製鉄と石材加工の技術を磨いて、役に立つようになって、次第に受け入れられるようにはなったみたいだがなあ」

「その……そのような過去があったとすれば、本当に、ご先祖が大変申し訳ないことをしまして……」

　フィーリーフが完全に平謝りする姿勢になっているあたり、どうやらドヴァリが語っていることをあり得ない出来事として否定はできないらしい。

「ですが、私たちは決して、今もなおそのような主張を繰り返しているわけではなく……」

「言い訳なんざ聞きたかねえんだよう！」

　ドヴァリが怒鳴り、翔ひろ人とは思わず正座したままその場で飛び跳ねた。

「お前らエルフは、ドワーフを見下してんだろうがあ！」

「ち、違います、それは断じて」

「こいつは仁義の問題だあ。泣いて頼まれようが金を積まれようが、種族の誇りにかけて、俺らは絶対にエルフなんぞと協力しねえ。わかったらとっとと出ていきやがれえ！」

　取り付く島もない、とはこのことだ。

　もともと威圧感の強いドヴァリの顔に怒りのオーラが加わって、とんでもなく怖い。

　だが、それに対して低く笑い出したのはガルナだった。

「フフフ……フィーリーフを苛いじめるとは、許せん。一人残らず仕留めてやろう！」

　今にも暴れまわろうとするガルナを、翔ひろ人ととフィーリーフは飛びついて押さえ込む。

「止やめて！　それは本当に取り返しがつかなくなるから！」

「ダメですよ、ガルナさん！」

「ええい、離せ！　私はショウガクセイだぞ！　誰よりも強く、誰よりも自由な……離せ！」

　突然もみくちゃになった三人に、ドワーフたちは訳もわからず呆あつ気けに取とられている。

「わかった、わかりました。邪魔はしません！　大人しくしてます！　ただせめて、人捜しのために話を聞くくらいは許可してもらえないかとぉ！」

　半泣きになりながら翔ひろ人とがやっとの思いでそれだけ口にすると、ドヴァリは鬱陶しそうに親指で建造物の入り口を指し示した。

「砦とりでの中に入るなら監視役を付けるぞ。おかしな真ま似ねしやがったら、すぐに叩たたき出だすからな！」

　怒鳴り散らすドヴァリの頭上、はるか高い場所で一匹の黒い飛竜が旋回していることには、誰も気がつかなかった。







　翔ひろ人とたち一行は、ドワーフたちが建てたらしい建造物の中へ通されることになった。

　厄介払いのように追い払われたが、ドヴァリの前から退散できて正直ほっとしたのは否いなめない。

「フィーリーフ、大丈夫？」

「大丈夫です、ご心配をかけてすみません。ドヴァリさんにも、根気よくお話しすればいずれわかってもらえると思います！」

「そうは思えんがな！　あの石頭では！」

　負けん気の強いガルナだけはまだ不服そうだったが、これもすべてメノギオルの元へたどり着くための手段だと説得することでなんとか聞き入れてくれた。

「しかしこの砦とりで、近くで見ると、実はかなり急ごしらえって感じだなあ」

　砦とりでの外壁も内部も、継つぎ接はぎしたように不自然にあちこちが出っ張ったり、引っ込んだりしている。

「何だてめえ。俺らの仕事にケチをつける気か、ああ!?」

　翔ひろ人との率直な感想に、監視役を言いつけられた若いドワーフが食ってかかってきた。

「ひいっ、ごめんなさい何でもないです！」

「不格好だが、壁は厚いぞ。丈夫そうではある」

　ガルナが石壁を無遠慮に拳で叩たたきながら言うと、若いドワーフはころりと機嫌が良くなり、胸を反らせた。

「そりゃそうよ。ドワーフのドヴァリ一家の建築といやあ、頑丈が売りだからな！」

　ドワーフというのは誰も彼も、根っからの職人気質らしい。仕事を貶けなすのはご法はつ度となのだ。翔ひろ人とは、それを肝に銘じておくことにした。




　砦とりでの内部は採光が十分でないためか薄暗く、あまり見通しが良くない。

　そんな中でも、猫のような頭部を持つ者、下半身が馬の者、肌の大半が固そうな鱗うろこで覆われた者など、見た目も様々な種族の人々がせわしなく行ったり来たりしているのが見えた。

　監視役のドワーフの話では、再三にわたって魔物の襲撃を受けた町のために、ドワーフたちは総出でこの砦とりでを作り、住民たちを避難させているらしい。

　それは立派なことだが、住民たちの表情は暗い。

　突然住すみ処かを奪われ、一か所に押し込められて生活しているのでは、ストレスも溜たまるのだろう。

「聞きたいことがあるなら、その辺の奴やつを適当につかまえて聞きなよ」

「あの……大丈夫でしょうか？　皆さん、お顔の色が良くないようですが……もっと広くて日当たりのいい場所の方がよいのでは」

「そうは言うが、外はいつ魔物に襲われるかわからねえんだよ。それよりはマシだろう？」

「それはそうですが……」

　フィーリーフは心配そうに眉をひそめている。

「俺らだってな、このまま閉じこもっててもジリ貧になることはわかってんだよ。ここらで反撃に出て、敵の大将を仕留めて、一発逆転を狙うしかねえんだよな」

　聞かれてもいないのに、若いドワーフはべらべらと自分の見解を語り始めた。

　どうやらこの若いドワーフはかなりのお喋しやべり好きで、ドヴァリに比べると、それほどエルフという種族に対して拘こだわりがあるわけではないらしい。

「大将とは、メノギオルか？」

　ガルナが尋ねると、そのドワーフは苦虫をかみつぶしたような顔で首を横に振った。

「違う。ラニっていって……親方の娘さんだ」

「娘？」

　新たな人物の登場に、翔ひろ人とは思わず意外そうな声を上げた。

　ドワーフは男所帯で、全員髭ひげもじゃで、女性を一人も見かけなかった。てっきりそういう種族なのかと思ったが、性別はあるらしい。

「そうだよ！　ラニのお嬢も、元々は俺たちと一緒に魔物と戦ってたんだぜ。それが、空から降ってきた偉そうな女の歌声を聞いておかしくなっちまったんだ！　今じゃあ魔物の指揮を執ってる始末だよ」

　若いドワーフが興奮気味に捲まくし立たて、ガルナが唸うなり声ごえを上げる。

「歌を聞いて、ということは。やはり、メノギオルがこの町に来ていたのだな」

「反撃に出る、というからには、どこに行けばいいのかわかっているのですか？」

　何か思うところがあるのか、フィーリーフが真剣な顔で尋ねる。

「当たり前だろ。敵は町の東側に、ウチと同じように砦とりでを築いてやがんのよ。準備を整えて、明日の早朝にはそこに……」

　ここでようやく、自分が余計なことを喋しやべりすぎているのに気がついたのか、若いドワーフの男は慌てて自分の口を塞いだ。

「どうした？　もっと色々喋しやべっても構わんぞ」

　ガルナが薄く笑いながら肩を組もうとし、ドワーフは慌てて後ずさる。

「お、俺、やっぱり入り口で待ってる。用事が済んだら言えよな！」

　同行していると際限なく情報を漏らしてしまいそうだと判断したのか、人をかき分けて一目散に砦とりでの入り口へと引き返し始めた。

「監視役が自分から離れていっていいのかな……？」

　つきっきりで見ていられるよりは気が楽なので引きとめずにおいたが、翔ひろ人とは若干呆あきれた。

　仮に翔ひろ人とたちが魔物の手先だったりしたら、目を離すのは致命的な過あやまちになる。

「全くだ。戦士としてあるまじき警戒の緩さだな」

「し、仕方がないですよ。やむを得ず町を守る役目を果たしているけれど、根は職人さんのままなのでしょう！」

　珍しくガルナも同意し、フィーリーフがフォローに回る始末だ。

　去っていくドワーフの背を見つめながら、ガルナが自信満々の笑みを浮かべた。

「フン。奴やつらを当てにするよりいい作戦を思いついたぞ」

「へえ……どんな作戦？」

　翔ひろ人とは期待半分、義務感半分で尋ねた。

「ドワーフたちよりも先に私がその砦とりでに行き、メノギオルの手下のラニとかいう奴やつを倒す。すると、怒り狂ったメノギオルが再び現れるので、今度こそ私が倒す。完璧だ」

「全然、何も作戦になってない」

　ほぼ予想通りの答えに翔ひろ人とは憮ぶ然ぜんとした。

　ラニを倒せばメノギオルが現れるというのは都合のいい想定に過ぎず、その上メノギオルと再び戦ったところで勝てる保証など無い。

　そもそも、ラニというドワーフがどの程度の力を持っているかさえ現時点では不明なのだ。

「文句ばかり言うな。だったらお前がもっといい作戦を考えろ！」

「ぐ、ぐええ」

　ガルナに襟首を摑つかまれ、揺すられて、翔ひろ人とはヒキガエルのような声を上げた。

「あ、あの……！」

　フィーリーフがガルナの腕を止めながら、おずおずと口を挟んだ。

「倒す必要はないのではないでしょうか？」

「ん？」

「というと？」

「例えばですが、もしも私の歌でそのラニちゃんという子を正気に戻すことができれば、争いは止まります。もしかしたら、メノギオルさんの居るところも教えてもらえるかもしれません」

　フィーリーフの提案に翔ひろ人とは拍手を送った。

「それだ。作戦っていうのはそういうのを言うんだよ！」

「むう……フィーリーフ、有能だな」

　ガルナも神妙な顔で頷うなずいている。

「ただの有能じゃないぞ。有能な上にかわいい！」

「フッ、なるほどな。訂正しよう。フィーリーフは有能な上にかわいい」

「いや、ちょっと待った。かわいさが大前提にあって、その奥に有能さが見えてくるわけだから……かわいい上に有能、の方が表現として適切なのでは？」

「一理あるな」

「お、お二人とも！　今、私のことはいいですから！」

　放っておくといつまでもかわいさ談義をしていそうな二人に、フィーリーフは思わず頰を染めてツッコんだ。

「親子が敵味方に分かれて争っているなんて、とても悲しいことです。元に戻す手助けができるのなら、頑張りたいのです」

「おお、フィーリーフ……君は優しさをじっくり煮込んだスープか……？」

「わけのわからん喩たとえをするな」

　感激しておかしなテンションになっている翔ひろ人とに、ガルナが冷静にツッコむ。

「しかしそうなると、ドワーフたちが反撃に出るより前に、俺たちがラニちゃんって子を元に戻す必要があるね」

「明日の早朝と言っていましたから、その前にですね」

「しかし、勝手に動いているのをドヴァリの奴やつに見つかると、おそらく止められるぞ」

　先のドヴァリの剣幕からして、フィーリーフが歌声で娘さんの洗脳を解きますと言ってもおそらく聞き入れてはくれないだろう。

「じゃあ、人目につかないように……夜のうちに、こっそり敵の砦とりでまで向かうとか？」

「良いいと思います！」

「まあ、それしかなさそうだな」

　翔ひろ人との提案に二人が同意し、方針が固まった。

「それじゃあ、夜まではのんびりできるかな」

「ヒロト様。ただここで夜を待っているより、少しでも町の人たちのために何かできないでしょうか」

「え……ああ！　そうだね!?」

　すっかりくつろぐつもりでいた翔ひろ人とは、慌てて周囲を見回した。

　皆一様に暗い表情だが、何をするでもなく暇を持て余している人が目立つ。

「うーん……そうだな。こういう時はやっぱり、あれかな……！」

　不意に真剣な表情になり、ぶつぶつと小声で何やら呟つぶやき始はじめる翔ひろ人との様子に、フィーリーフが興きよう味み津しん々しんといった様子で問いかける。

「ヒロト様、私にもお手伝いできるでしょうか？」

「もちろん、フィーリーフに頑張ってもらうよ！」

「お前、一体何をする気だ？」

　ガルナはどこか怪け訝げんそうな目つきだが、翔ひろ人とはお構いなしに天に指を掲げて宣言した。

「ストリートライブを、やる！」

「すとりーと、らいぶ……？」

　初めて耳にする言葉に、フィーリーフもガルナも、目をぱちくりさせて首を傾かしげた。







「何だ？　君たち、何かやるのかね？」

　周囲の人々に呼びかけてスペースを確保してもらっている翔ひろ人とたちの姿に、通りすがった山や羊ぎ頭あたまの人物が不思議そうに近づいてくる。

「ふふふ、やるのは俺じゃなくて、こっちのフィーリーフですけどね。めちゃくちゃブチアガるから見て損はないですよ！」

「ぶちあがる……何だかわからないが、面白そうだな？」

　山や羊ぎ頭あたまの人は最前列に立ち、興きよう味み津しん々しんの様子だった。

　ストリートライブは、足を止めてくれる人物が一人居るだけでも全く注目度が違ってくる。幸さい先さきのいいスタートだ。

「じゃあフィーリーフ、一曲歌って反応を見ようか」

「はい！」

　フィーリーフが呼吸を整え、すぐに伸びやかな歌声を響き渡らせた。




　　深く落ちる帳とばり　その緑

　　透かし零こぼれる　ぬくもりは陽の光




（いいぞ、フィーリーフ。変に硬くなってないな）

　単純な人数で言えば小鬼人ゴブリンたちを前にしたファーストライブの方が数は多かったのだ。突然のゲリラライブとはいっても、フィーリーフにとっては今更緊張するようなことでもないのだろう。

　客の反応も悪くない。近くに集まった人々は顔をほころばせ、遠巻きに眺めていた人々も次第に歩み寄ってくる。

　もっと盛り上げようと翔ひろ人とはポケットからサイリウムを取り出したが、すぐに落胆した。

「う……まだ駄目か」

　メノギオルの襲撃を受けてからというもの、翔ひろ人とのサイリウムは全く光らなくなってしまったのだ。光らないサイリウムなど、小さなプラスチックの棒にすぎない。

　応援のために必須のアイテムというわけではないが、少し寂しい。

「何か光らせるために必要な条件があるのかな……いや、今考えても仕方ないか」

　わからないことを悩んでいるよりも、わかることを頑張る方が百倍有意義だ。解決策を探すのは後回しにして、今は目の前のライブに集中することにした。

　手を振って、声を上げて、いくらでも応援はできる。

　集まった観客の種族は様々で、中には表情を読み取りづらい種族も居たが、皆楽しそうに体を揺らしているのはわかる。

　やはり、この閉鎖環境で娯楽に飢えているのだ。

　フィーリーフが高く飛び上がった瞬間に歓声が上がり、このライブは成功だと翔ひろ人とは確信した。

（やっぱりアイドルの道は、こういう地道な活動から成るんだよな！　ローカルで着実に熱心なファンを獲得して、いずれは全国区に……！）

　順調なステップアップを想像し、にまにまと顔がゆるむ。

　だが、しかし。

　盛り上がりが佳境に差し掛かったところで、翔ひろ人とは違和感に気がついた。

（あれ。何だろう？　気のせいかな。フィーリーフの声が、いつもより小さいような……）

　それは気のせいなどではなかった。

　突然、ぷつりと歌声が途切れた。

「フィーリーフ……？」

　翔ひろ人とが見ている前で、フィーリーフはよろめいてその場に倒れ伏した。
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　フィーリーフが不自然によろめくのが見えたその瞬間。

　翔ひろ人との頭からすべての思考が消し飛び、本能のままに体は動き出していた。

　駆け寄り、スライディングで滑り込み、倒れこむフィーリーフの身体からだをすんでのところで受け止めた。

「フィーリーフ!?」

　慌てて助け起こすと、フィーリーフは額に汗の粒を浮かべて苦しそうに喘あえいでいる。

　消耗度合いが異常だ。まるで数日間ぶっ続けで歌いつくしたかのような疲れ方をしていた。

　集まった観客たちも戸惑い、ざわめいている。

「も、申し訳ありませんヒロト様。私、うっかりしていました……」

　息も絶え絶えに謝罪するフィーリーフの言葉に、翔ひろ人とはほとんどパニックを起こしながらも懸命に呼びかける。

「何が!?　どうしたんだフィーリーフ!?　うっかりって？」

「精ニ霊イ枯ドです……」

「精ニ霊イ枯ド……？」

　翔ひろ人とは耳慣れない言葉に動揺する。おそらく翔ひろ人との元居た世界にはない概念だ。

「精霊応授セイズが足りないのだ！」

　近づいてきたガルナが叫んだ。

「足りないって、なんで？　どういうこと？」

「私も気づかなかった。砦とりでの中は当たり前だが、ここの周辺にも草や木が全く生えていなかっただろうが」

　言われてみれば、確かにそんな気もする。

「だ、だから何!?」

　混乱する翔ひろ人とに、フィーリーフが弱々しい声で補足した。

「精霊さんの助けを借りずに、同じだけの力を使おうとすれば……身体からだに、激しい負荷がかかるのです。それが……精ニ霊イ枯ドです」

「あ、ああ……そういうことか！」

　最高のパフォーマンスを発揮するために、普段のフィーリーフは精霊の力を借りる。そうすることで、激しい動きも自在にこなせ、草木の奏かなでる音色が伴奏代わりにもなる。

　だが、ここには草木がなく、精霊の力を借りることができない。

　その状態で普段通りに力を使おうとした結果、代わりに体力をごっそり削られてしまった、ということらしい。

「おい、何の騒ぎだ。お前ら勝手に何やってんだ！」

　入り口で待っていたはずの監視役の若いドワーフが、騒ぎに気づいて駆け付けてくる。

「この子が精ニ霊イ枯ドを起こしている。少し休ませてくれ、水を貰もらえると助かる」

「お？　お、おお……そりゃいかんな。ちょっと待ってろ」

　ガルナの手短な指示を受け、ドワーフは再び走って戻っていく。

　別に使い走りをさせられる理由もないのだが、人が良すぎてそのことに気がついていないようだった。

「ど、どうしよう？　精ニ霊イ枯ドになるとフィーリーフはどうなっちゃうの？」

「ええい、狼狽うろたえるな」

「落ち着いてください、ヒロト様。心配いりません。少し休めば、自然に回復しますから……」

　実際、フィーリーフの症状が精ニ霊イ枯ドだとわかると、見物していた観客たちも「お大事に」「気を付けてね」などと声をかけて散っていった。

　この世界ではそれほど珍しいことではなく、深刻な事態でもないらしい。

　ただ、ガルナだけは眉間に皺しわを寄せていた。

「いや、まずいな。確かに休めば回復するだろうが、フィーリーフ。明日の早朝、ドワーフが敵に襲撃をかけるまでに間に合うか？」

「それは……っ」

　フィーリーフが口くち籠ごもる様子からして、答えは明白だった。

　そもそも回復したところで、精霊応授セイズが不足しているという問題を解決しなければフィーリーフは歌うたびに倒れてしまうのだ。

　翔ひろ人とにも事態の深刻さが理解できる。

（どんな魔物が相手でも、フィーリーフの歌さえあれば何とかなるような気がしてた。俺は、それを応援するのが役目だと思ってた。でも、そもそも歌うことができないなんて、どうしたらいいんだ……？）

　今までにない形の難関が、翔ひろ人とたちの前に重く立ちはだかっている。

「仕方がない。こうなれば明朝、私もドワーフに加勢して敵の砦とりでを攻め落とすぞ」

「ですが、それでは……」

　そうなれば、フィーリーフが危惧する親子の激突は避けられない。

「どうすればいい。何か、方法はないのか……あっ」

　必死に模索するうちに、翔ひろ人とはこの状況を解決する方法を一つだけ閃ひらめいた。

（いや。でも、これは相当無茶かも）

　思い付きは所詮思い付き。

　可能性やそこまでの過程の苦しさを正確に見積もれているわけではない。

　だが、実現できればフィーリーフに辛つらい思いをさせなくて済む。

　ひとしきり唸うなった後、翔ひろ人とは意を決して口を開いた。

「わかった。フィーリーフ、俺がなんとかする！」

「本当ですか、ヒロト様！」

「うん！」

　正直に言えば、全く自信はない。

　しかし、フィーリーフに期待の眼まな差ざしで見つめられると、なんとかできそうな気がしてくる。

　はっきり言って、戦いの場で一番役に立てそうもないのは翔ひろ人とだ。

　ドルオタとしての知識が使えなければ、働きは凡人未満でしかない。

　口にこそ出さなかったが、翔ひろ人とは内心、フィーリーフの役に立てなければここに居る意味がないとさえ思っていた。

「任せて！　ガルナは、フィーリーフのことを見ていてくれないか？」

「別に構わんが……しかし、本当にお前一人でなんとかなるのか？」

「ドルオタは……！　アイドルのためなら何でもできる存在！　今こそ、俺がドルオタとしての務めを最大限に果たす時！」

「威勢はいいが、足がガクガク震えているぞ」

「そ、そういうのは見なかったことにしてくれると嬉うれしい！」

　言うが早いか、近くにいた蜥蜴とかげ顔がおの人物に頼み込む。

「すいません、ちょっとこの桶おけ借りてもいいですか？」

「ん？　ああ。別に構わないが……」

「ありがとうございます！」

　翔ひろ人とは桶おけを抱え、自らを鼓舞するように宣言した。

「ちょっと、山まで行ってくる。明日の早朝までには戻るから！」

「はあ!?　山に、お前一人で!?」

「あの、ヒロト様。あまり無茶は……！」

　引きとめようとする二人の言葉をろくに聞きもせず、翔ひろ人とは駆け足でその場を後にした。

　フィーリーフは伸ばした手をぎゅっと握りしめ、ただ翔ひろ人との後ろ姿を見送ることしかできなかった。




　翔ひろ人とにはフィーリーフの精ニ霊イ枯ドを解決する心当たりが一つだけあった。

　そのためには、どうしてもある物が必要だった。

　ティーサメノの町から逆戻りして街道をひた走り、ガルナと出会った山の中へ向かう。

　逸はやる心が手足を動かすが、気持ちばかりが先行して遅れる身体からだがもどかしい。

「うわおあ!?」

　飛び出した岩に躓つまずき、派手に転倒し地面を転がる。

　それでも、転がった勢いのまま立ち上がり、止まることもなく再び駆ける。

　翔ひろ人とは必死だった。

　りゅみたんが突然引退を発表したあの時に嫌というほど痛感した。推しが、いつまでもドルオタが応援できる場所に居てくれるとは限らない。

　ある日突然消えてしまうかもしれない。

　だからこそ、自分が役に立てるタイミングを逃してはならない。

　道は次第に上り坂となり、勢いで誤魔化しきれない疲労に息が上がり始める。避けそこなった木の枝が頰をひっかいて傷をつける。

　それでも、走るという行為はわかりやすくてよかった。身体からだが悲鳴を上げても、急げば急ぐほど推しのためになるのだから。

「どこかに……どこかにあるはずなんだ……そんなに珍しいものじゃないって言ってたから……あったぁ！」

　翔ひろ人との前で、白く可か憐れんな花がゆらゆらと揺れていた。

　フィーリーフが好きだと言っていた花、万浮百合フロウリリス。それこそ翔ひろ人とが探し求めていたものだ。

「よし、よし、十分だ！　これだけあれば……作れるはずだ！」

　頰を叩たたいて気合いを入れ、翔ひろ人とは作業に取り掛かった。







　一方その頃、メノギオルの居城では。

　闇の精霊応授セイズによって作り出した黒い鏡を前に、メノギオルは優雅に杯を傾けていた。

　鏡を通じてメノギオルと会話しているのは、四魔精が一人、岩掘精のラニ。ドヴァリの娘にして、今やティーサメノの町を支配しようとする魔物の大将だ。

　メノギオルの傍かたわらに坐ざした飛竜が、主に向かって何やら耳打ちする。

「ドワーフ共は、明朝にもそちらへ攻め入るつもりのようだな」

　斥候の飛竜によって、ドワーフたちの作戦は筒抜けであった。

「ならば、その前にこちらから仕掛けます」

「しくじるでないぞ。ただでさえ、その町一つ落とすのに時間をかけすぎだ」

「申し訳ありません」

　深々と頭を下げるラニに対し、メノギオルはころころと笑った。

「遣わした巨オ鬼ー人ガをうまく使うがよい。あれはドワーフとは比べ物にならぬ力を持つ。もっとも、ラニよ。我が直々に闇の精霊より引き出した精霊応授セイズを与えた汝なんじは、それをも超えるがな」

「感謝しています。メノギオル様」

　ラニは再度、今度は恭うやうやしく頭を下げ、メノギオルは愉悦の表情でそれを眺める。

　同族を滅ぼす力を与えられ、疑問も持たずに指示に従う。しかも、美少女が。

　その姿こそが、メノギオルにとってはこの上ない楽しみなのだ。

　今のラニはメノギオルの支配欲を満たす愛玩動物にすぎない。

「ラニよ。その破壊の力、存分に振るって見せよ。それこそが、何よりも我を喜ばせる」

「仰おおせのままに」

　その言葉を最後に、メノギオルとラニを繫つなぐ闇の鏡が消きえ失うせた。

　ずきずきと頭を苛さいなむ痛みに、ラニは首を傾かしげる。

　何か重要なことを忘れているような気がしてならない。

　だが、どうしても思い出せない。

「ボクはメノギオル様の道具。メノギオル様の命令より重要なことなんて、何もない……」

　立ち上がったラニは眼光も鋭く、愛用の巨大なハンマーを手に取った。







「できた……」

　山中の翔ひろ人とは、ぜえぜえと肩で息をしながら大の字に寝転がった。

　フィーリーフに捧ささげるべき物が完成した。

　市販品と比較すると明らかにクオリティは低い。本来ならばセンスと訓練によって作り出される芸術品を、素しろ人うとが見み様よう見み真ま似ねで作っているのだから無理もない。

　それでも、これだけの量が揃そろっていればきっとフィーリーフの助けになるはずだ。

　呼吸を整えて身体からだを起こした時、ふと違和感に気がつく。

　ポケットから取り出してみると、ずっと消えっぱなしだったサイリウムがぼんやりとした光を放っていた。

「なんなんだお前。急に光らなくなったり、光り始めたり」

　喜ぶというより若干呆あきれ気味で翔ひろ人とはぼやいた。

　既にとっぷりと日が暮れており、細々としたサイリウムの明かりだけが周囲を照らし出している。

「まあ、いいか。あとはこれを持って帰るだけ！」

　何としても、ドワーフたちが敵に襲撃をかける前に戻らなければならない。

　翔ひろ人とはサイリウムを再びポケットへ仕舞うと、急いで手製のプレゼントを持ち上げた。

「うお……おおお、重っ!?」

　よろめいて取り落としそうになり、すんでのところで踏ん張る。

「くそう……普段からもっと身体からだ鍛えておけばよかった。なんで学生の時に運動系の部活に入っておかなかったんだ俺は。せめてバイトを肉体労働系にしておけば！」

　そんなことを今更嘆いたところでどうしようもない。

「うぬあああああ！」

　叫び声を上げながら、翔ひろ人とは一歩一歩、老人のようにゆっくりとした足取りで歩き出した。







「ガルナさん。おはようございます」

　砦とりでの中で仮眠し体を休めていたフィーリーフは、目を覚まして傍かたわらのガルナに挨拶をした。

　夜は完全に明けきっておらず、周囲はまだ薄暗い。

「おはよう。調子はどうだ？」

「昨日よりはずっと楽です。あの、ヒロト様は戻られましたか？」

　その問いに、ガルナはただ首を横に振る。

「まだだ。そしてどうやら、そろそろドワーフたちは出発の準備を始めているようだな」

　まだ少し寝ぼけ眼だったフィーリーフは、その言葉を聞いて姿勢を正し、やや緊張した面持ちになる。

　監視役の若いドワーフは夜中までガルナとフィーリーフのことを見張っていたが、今は姿が見えない。おそらく、出発の準備に加わったのだろう。

「では、ヒロト様ももうすぐですね」

「間に合うかどうかわからんぞ？」

「きっと、間に合います。私は信じます」

　必ず来ると確信している様子に、ガルナは首を傾かしげて問いかける。

「フィーリーフは、何な故ぜそこまでドルオタを信じられるのだ？　そもそも、あいつは本当に勇者なのか？」

　フィーリーフはくすりと笑って、その問いに答える。

「……ヒロト様は出会ったばかりの時、私が世界を救ってくださいとお願いした時。ほんのひと時も迷わずに答えてくださったのです。救います、と」

「あいつが？」

　ガルナは顔をしかめ、露骨に訝いぶかしんだ。

「口先だけなら何とでも言えるのではないか」

「いいえ。普通、少しは迷います」

　フィーリーフは、きっぱりと言い切った。

「恐れたり、損得を考えたり、何かしら迷いが生まれるのが普通です」

「ふむ。まあ、確かにそれはそうかもしれんな」

「迷わなかったということは、その答えを、何よりも優先したということなんです。ですから、私は……ヒロト様は、本当に勇者だと思うのです」

「あいつが、か。……なるほど」

　まだ少し納得しきれていない様子ではあるものの、ガルナは頷うなずいた。

「む？」

　会話が途切れたところに、初めは小さく、やがてはっきりと地面を震わせる地響きが聞こえてくる。

「何だ、この揺れは？」

　ガルナが訝いぶかしんだところで、にわかに砦とりでの中が騒がしくなり、慌てて駆けこんでくる者と、逆に外に出ていくドワーフが交錯する。

「敵襲だ、敵襲！」

「戦える奴やつは位置につけ！」

　飛び交う怒号に、フィーリーフが状況を察して青ざめた。

「もしかして、こちらから攻め込む前に、向こうから攻めてきたのですか……!?」

「こちらの動きが読まれていたのかもしれんな。ドルオタは、やはり間に合わなかったか」

　ガルナは舌打ちして立ち上がり、ぶらぶらと手首を振ってから拳を固く握った。

「防衛戦になるだろう。私もドワーフに加勢する」

「ガルナさん。私も外に出ます」

　フィーリーフが膝をがくがく震わせながら立ち上がる。

　ガルナは驚きに目を見開いた。

「無茶をするな、フィーリーフ！　お前は砦とりでの中に居た方が安全だ！」

「いいえ。ヒロト様は、必ず来ますから。迎えに行かなくてはなりません」

　額に汗を浮かべ、フィーリーフは無理やりに微笑ほほえんだ。




「し、死ぬ……何回目かわからないけど、今度こそ死ぬ……」

　全身汗だくで意識朦もう朧ろうとしながらも、翔ひろ人とは何とか町の入り口までたどり着いていた。

　ずしん、ずしんと響く音に顔を上げると、身の丈七、八メートルはありそうな巨人が十数体、のしのしと砦とりでに向かって歩いているのが見える。

「でっ、でかっ……！　何あれ！　サイズ設定がバグってんのか!?」

　翔ひろ人とが知らないのも無理はなかったが、それは巨オ鬼ー人ガという種族だった。

　本来この地方に居住する種族ではないのだが、ラニの配下としてメノギオルが手配したのである。

　手にした巨大な棍こん棒ぼうや石柱を振り回し、町中に設置された鉄柵や土ど囊のうを軽々と殴り飛ばしながら進んでいく。

（ドワーフの砦とりでの方に向かってる……ってことは、ヤバイヤバイ……向こうから攻め込まれたのか!?）

　うかつに前に出れば翔ひろ人となど一発で叩たたき殺ころされてしまうだろう。

　魔物には先行したいが、なかなか足が前に出ない。

　そしてふと気がつくと、最後尾の巨オ鬼ー人ガの肩に、一人の少女が腰かけているのが見える。

　身長は低く、せいぜい一四〇センチ台といったところ。角のついた奇妙なデザインの帽子をかぶり、髪は肩までのショートカットだ。

　自分の身長ほどもある巨大なハンマーを抱え、空いた手で巨オ鬼ー人ガに行いき先さきを指示している。

（えっ、もしかしてあの子がラニなのか？）

　魔物に同行しているところからして間違いないだろう。

（見た目はドヴァリさんとは似ても似つかないな……）

　そうこうしているうちに、魔物の集団はドワーフが築いた砦とりでまでたどり着いてしまった。

　砦とりでの前に陣取ったドヴァリが、仲間のドワーフたちを前に発破を掛けている。

「いいか、お前ら！　巨オ鬼ー人ガなんざ無理に相手することはねえ。俺らの狙いはあくまでラニだ！」

「「「承知っす、親方！」」」

　意外に冷静なドヴァリの態度に感心しつつ、翔ひろ人とは一つ疑問を抱いた。

（どうやって娘さんのところまでたどり着くつもりなんだ？　何か作戦があるのか？）

　固唾を吞のんで見守っていると、ドヴァリが片手を上げて号令をかけた。

「行くぞてめえらぁあああ！」

「「「うおあああああああ！」」」

　ドヴァリの叫び声に続いて、雄たけびを上げたドワーフの集団が我先にと敵陣へ突っ込んでいく。

「た、ただの正面突破だこれ！　ガルナと同レベルだ！」

　啞あ然ぜんとしている翔ひろ人との前で巨大な巨オ鬼ー人ガ、背の低いドワーフたちが衝突し、敵味方が激しく入り乱れる。

　巨オ鬼ー人ガの振り回した巨大な棍こん棒ぼうが地に伏せたドワーフたちの上を通過し、そのまま建物の壁を破砕した。

　割れ砕けた壁の破片は翔ひろ人との隠れている付近まで飛来し、大音響とともに地面にめり込む。

　まるで大砲のような破壊力に翔ひろ人とはぞっとした。あんなものの直撃を受けたら、どう考えても無事では済まない。

（何とかフィーリーフのところまでこれを無事に届けないと……）

　手にした荷物をぎゅっと抱きしめる。

　ドワーフたちは巨オ鬼ー人ガの足元をくぐり抜けて先に進もうとするものの、あまりにも巨大な巨鬼人オーガが足踏みするだけでぐらぐらと地面が揺れ、歩くことすらままならない様子だった。

「ひえええ……もう嫌だ、勘弁して……！」

　なるべく目立たないようにそろりそろりと動き始めたその時、混戦の中からラニが素早く飛び出した。

　ラニは巨大なハンマーを手にしており、ぶつかり合う巨オ鬼ー人ガとドワーフたちの頭上を軽々と飛び越えて、まっすぐにこちらへ飛んでくる。

「は？」

　翔ひろ人とは思わず間の抜けた声を出した。

　ハンマーの一撃が、翔ひろ人と目掛けて今まさに振り下ろされようとしていた。

（何だこれ、こんなの食らったら死ぬ、絶対死ぬ。なんで死がこんなに身近にあるんだこの世界は、ちくしょう）

　翔ひろ人とは真横に倒れこむようにしてなんとかその一撃を避けた。

　間一髪、激突したハンマーが地面に巨大な亀裂を作る。

　先ほど飛んできた瓦が礫れきと同等か、もしかしたらそれ以上の威力。

　膝をガクガク震わせながら何とか起き上がると、ラニは翔ひろ人とを睨にらみつけながら再びハンマーを肩に担かつぎ上あげていた。

「メノギオル様から聞いてる。あなたがドルオタだね」

「はい、ドルオタです、よろしくお願いします」

　話しながら足をバタつかせて素早く後ずさると、ラニは一飛びに距離を詰めてハンマーを振りかぶった。

　小柄な体からは信じられないほどの速度と膂りよ力りよくだ。

「待って待って、危ないからそのハンマー一旦降ろそう！　いや、降ろすと言っても俺に向かってではなく！」

「メノギオル様の命令は、絶対。それ以外はどうでもいい」

　まるで意思の感じられない冷徹な声の響きに、翔ひろ人とは改めて恐ろしくなった。

　メノギオルの歌を聞き続けて完全に洗脳されれば、おそらく翔ひろ人ともこうなっていたのだ。

「どうでもいいわけないでしょ……人生にはもっとこう、大事なものが色々と！」

　問答無用、とばかりに再度ハンマーが振り下ろされる。

　荷物を抱えたままでは逃げ切れない。だが、これだけは手放すわけにはいかない。

　致命傷間違いなしの一撃を前にして、翔ひろ人とは思わず目を瞑つぶった。

「危ないぞドルオタ！」

　走りこんできたガルナに蹴り飛ばされ、翔ひろ人とは荷物を抱えたまま吹っ飛んだ。

　勢いよく尻餅をつき、痛みに呻うめく。ガルナの救助方法は荒っぽいやり方だったが、しかしあのままラニの一撃を受けるよりははるかにマシだった。

　少なくとも、おかげで今翔ひろ人とは生きている。

「ガルナ！」

「気をつけろ！　さっさと立て！」

　警戒を解かず、ガルナが吼ほえた。

　ラニは巨大なハンマーをくるりと反転させて肩に担かつぎ、その柄を握ったまま不審者を見る目つきで翔ひろ人とを見ている。

　駆け付けたドヴァリが、その姿を確認して大声を上げた。

「ラニ！　いい加減にしろ、このバカ娘！」

「悪いけど、ボクはもうあんたを父親とは思ってないから」

　ラニは顔色一つ変えずにクールに言い放つ。

「ぬかせ！　そんならこっちだって、お前を娘だとは思わねえ！」

　言い争う親子が激しくハンマーを打ち合わせると、大音響とともに火花が散り、空気がビリビリと震えた。

「駄目だ。この二人を戦わせちゃ駄目だ。早くフィーリーフのところに行かないと」

　気持ちばかりが焦あせり、身体からだが言うことをきかない。

　だが、立ち上がれずにいる翔ひろ人との名を呼ぶ者があった。

「ヒロト様！　大丈夫ですか、ヒロト様!?」

　翔ひろ人とは信じられない気持ちでその声を聞いた。

　フィーリーフがふらつきながら駆け寄ってくる。

　自身も万全の調子ではないはずなのに、翔ひろ人との身を案じ、喧けん噪そうの中を必死に駆けてくるのだ。

（推しが……推しが優しすぎるっ……！）

　翔ひろ人との目に涙がにじんだ。

「フィーリーフ！　こ、これがあれば、ここでも歌えるんじゃないかって思って……」

　息も絶え絶えに、翔ひろ人とは両手で抱えたものを差し出した。

「ヒロト様……これは……!?」

「フラスタ。……フィーリーフのイメージで作ったんだ」

　フラワースタンド、通称フラスタと言えば、スタンド脚に桶おけを乗せ、大量の花を飾り付ける大型のアレンジメントのことである。

　元は店舗の開業祝いや冠婚葬祭の飾り付けとして用いられるのが主な用途だったが、いつしか推しのライブにファンが贈答するのも珍しくなくなった。

　翔ひろ人とは、フィーリーフのためにこのフラスタを作ったのだ。

　フィーリーフの可か憐れんさ、優雅さ、天てん真しん爛らん漫まんさを表すように願って、水みず桶おけに、一本ずつ選び出した花を飾り付けた。

　フィーリーフのイメージを具現化するように、汚れのない白、力強い緑を基調にして、明るい黄色の花を添えた。

　フラスタを作る時、意図の込められていない箇所など一つもない。

　それは祝いの品であり、心を籠めた贈り物なのだ。

「ヒロト様が……私の、ために」

　屈かがみこんだフィーリーフは目を閉じてフラスタに顔を寄せ、花の香りを嗅いだ。

　やがて再び開かれた目は、感極まったように潤んでいる。

「ありがとうございます。ヒロト様……とても……とても、素敵です」

　その一言だけで、翔ひろ人とはすべての苦労と苦痛が吹き飛び、また何時間でも走れそうなほどの気力が湧いてくる。

「よかった……よかった！」

　そしてフラスタからは、フィーリーフの体に豊かな精霊応授セイズが注がれた。

　乾いた大地に雨が染しみ込こむように、エルフの体に精霊の力が浸透していく。

「どう？　歌えそう？」

「はい、勿もち論ろんです。きっとご期待に応えます！」

　見るからに血色の良くなったフィーリーフはすっくと立ちあがり、片手を上げて元気にポーズを取った。

「じゃあ、一つ提案が。というか、やって欲しいことがあるんだけど」

　続く翔ひろ人との提案に、フィーリーフは思わず口元を覆って驚きよう愕がくした。

「えっ……そ、そんなことをして、大丈夫なのでしょうか!?」

「もしかしたら怒られるかもしれない。でもラニっていう子がドワーフなら、多分、一番効果的だと思うんだ」

　ガルナはガルナで、背後から殴りかかってきた巨オ鬼ー人ガの巨体を逆に蹴り倒し、膝をつかせる活躍ぶりを見せている。

「フィーリーフ、仕掛けるならこのタイミングだ。やれる？」

「はいっ、いつでも行けます！」

　フィーリーフの潑はつ溂らつとした返事に頷うなずき返かえし、ポケットから取り出したサイリウムを手にすると、それは既に淡い光を放っていた。

（こいつ、光ったり光らなかったり！　チート能力なら常に光っててくれよ！）

　不満は募るものの、とりあえずこの場では光ってくれた方がありがたい。

「よし、それじゃ行ってみよう！」

「はいっ！」

　大きく足を開き、高く掲げた腕に力を込める。

　ここは正念場だ。翔ひろ人とは、殴られようが蹴られようがその場に踏みとどまってフィーリーフを応援し続ける覚悟を決めていた。




　ドヴァリはハンマーを軽々と振り回す娘のラニを相手に防戦一方になっていた。

　それどころか、攻撃の威力を殺しきれずに大きく吹き飛ばされ、地面を転がる。

「おい、しっかりしろ！」

「親方ぁ！」

　次々と現れる巨オ鬼ー人ガの相手でガルナも他のドワーフも手が空かず、助けに入ることができない。

「ぐっ、う……この……！」

　息が切れて立ち上がれずにいるドヴァリに、ラニがつかつかと歩み寄っていく。

　その表情は、実の親を目の前にしているとは思えないほど冷淡。

　まるで害虫を叩たたくかのように無造作にハンマーを振り上げる。

「くそうっ……！」

　ドヴァリが自身の最さい期ごを覚悟した、その瞬間。

　澄み切った歌声が辺りに響いた。

「何？」

　思わず手を止めたラニが眉を顰ひそめる。

　町中に届くほど響く声で、今この町の置かれている状況からは場違いな、明るく楽しげな歌唱が始まった！




　　　♪この山掘ったら何が出る　ハイホーハイホッホー

　　　　金銀銅が出る　ハイホーハイホッホー




「おい。これは……？」

　ドワーフたちは思わず手を止めて聞き入った。

　フィーリーフの美しい歌唱によってまるで別物のようにも聞こえるが、それは間違いなくドワーフの魂に染しみ付つき、馴な染じんだ歌だ。

　ドヴァリは言葉を失っていた。

（誰だ、この歌を歌っていやがるのは。まさか……）

　ドヴァリは若い頃にエルフの歌声を聞いたことがある。

　故に、そうに違いないという確信と、そんなことはあるはずがないという思いが、胸の内でぶつかり合っていた。

「この、歌は……」

　ラニもまた、目を見開き、ハンマーを振るう手が止まっている。

　その様子を目まの当あたりにしたドワーフたちも一様に首を傾かしげていた。

「お嬢の動きが止まったぞ……」

「何な故ぜだ？　この歌が何か関係しているのか？」

「当然だよ。これはカバー曲だからさ！」

「カバーキョク？」

　突然現れて得意げに主張し始めた翔ひろ人とに「誰だこいつ」と言わんばかりの視線を向け、ドワーフたちは少し後ずさる。

「アイドルの歌は、素晴らしい。オリジナルも当然だけど、それが自分にとってなじみ深い曲だった時の感動もまた素晴らしいものなんだ」

　何度も聞いた歌、何度も歌った歌。

　それは心に深く染しみ込こみ、その人のための特別な音楽となる。

　聞くことで過去の思い出と結びつき、記憶を掘り起こし、感情を強く揺り動かすのだ。

「よ、よくわからんが……巨オ鬼ー人ガの動きも止まってるようだ。何な故ぜだ？」

　別のドワーフにそう言われて見てみれば、つい先ほどまで巨大な棍こん棒ぼうを振り回して荒れ狂っていた巨オ鬼ー人ガが、歌い踊るフィーリーフの姿に釘くぎ付づけになって立ち尽くしている。

　これを見た翔ひろ人とは意味深に頷うなずき、余裕を持って答えた。

「ふふふ……それは、わからない」

「わからねえのかよ！」

　ドワーフが肩透かしを食らってよろめくのも無理もないことであった。

　実際この時何が起こっていたのかと言えば、巨オ鬼ー人ガたちはラニという司令塔が機能しなくなったことで混乱し、さらにフィーリーフの歌声に苛いら立だちを鎮しずめられたことでメノギオルによる支配が弱まっていたのだった。

　そして巨オ鬼ー人ガらは、本来この地に住む種族ではない、いわば出稼ぎの労働者。魔物となって以来すっかり忘れていたが、故郷があり、家族がある。

「なんだべ。ずいぶんかわいい歌声だな」

「うちの娘も歌が好きでなあ……寝つきが悪い時なんか、子守歌を歌ってやったもんだべ」

　どこか楽しげな少女の歌声が、彼らに遠く離れた我が子を思い起こさせた。




「だけど、欲張りほどほどに……崩れりゃ、終わりさ、ハイホーハイホッホー……」

　いつしかラニは、無意識に口ずさんでいた。

　ラニにとってその曲は、仲間と一緒に仕事をしている時、何度も歌った歌だ。

　疲れた体で仲間たちと一緒に食事をしたこと。思いがけずうまくできた仕事を褒められたこと。何度やってもうまくいかなかった作業ができるようになり、上達を実感したこと。

　次々と蘇よみがえる思い出が、胸の内のどす黒い感情を塗り替えていく。

　ラニの両の目から、涙が溢あふれて頰を伝った。







　ラニの脳裏には、メノギオルの幻が浮かんでいた。

　幻はラニに向かって、蠱こ惑わく的てきな声色で語り掛ける。

「汝なんじは我が配下。これからは四魔精が一人、岩掘精のラニと名乗るがいい……」

（違う。ボクはあなたの配下なんかじゃない）

「壊してやれ。汝なんじを苦しめるもの、全て打ち壊して、楽になるがいい」

（違う。そんなことしても楽にはならない。結局苦しいだけなんだ！）

「闇に身を委ねよ。汝なんじは……」

（うるさいっ！）

　ラニが一喝すると、囁ささやくメノギオルの姿はぼやけていき、やがて完全に消きえ失うせた。




　頭を抱えたラニがハンマーを取り落とし、それは地面に落ちて轟ごう音おんを立てた。

「おい、ラニ!?」

　膝をついたドワーフの少女は、やがてゆっくりと顔を上げた。

　そこには、先ほどまでしつこくこびり付いていた憎ぞう悪おの表情はない。

「ラニ！　お前、正気に戻ったのか!?」
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「パパ……ごめん。ごめんなさい。ボク、止めようと思ったのに止めきれなくて。でも、歌が聞こえたんだ。いつも歌ってた歌が、ボクを引き戻してくれた……」

　メノギオルの呪縛に必死で抗あらがい続つづけていたラニは、感謝を込めてエルフの少女の姿を見つめていた。

　同時に、巨オ鬼ー人ガの群れにも変化が起きていた。

「なんだか、おらも娘の顔が見たくなってきたべ……」

「帰るべよ」

「こうしちゃ居られねえ。地元さ帰るべ、帰るべ」

　ずんずん地響きを立てながら、十数体の巨オ鬼ー人ガは慌てて町を後にした。




　残された人々は何が起きたのかを誰も理解できず、暫しばし静寂が漂った。

「助かった……のか？」

「だろ？」

　原理は不明だが、町中に響いた歌声と共に魔物は去った。

　次第に、これは喜んでよいのだと、人々の顔に笑顔が浮かび始める。

「俺たちの勝ちだああああ！」

　ドヴァリが歓喜の声を上げ、ドワーフや町の人々の歓声がそれに続いた。

「やった、やったぞ……町を取り戻したんだ！」

「すげえ！　あの子、歌で魔物を追い払っちまったよ！　こりゃあ伝説になるぜ！」

　フィーリーフに対して惜しみない拍手が注がれ、町の人々が取り囲んで次々に握手を求め始める。

「っとと……ヤバい。またしても突発握手会が発生している！　列整理しないと……！」

　慌てて駆け寄ろうとした翔ひろ人とは、もう一つ重大な事態が起こっていることに気がついた。騒ぎの中でドヴァリとラニが相対している。

　感動の再会を果たした父と娘が放つものにしては、あまりに重苦しい空気が満ちていた。

「ラニ。たとえ操られていたとしても、お前のやったことは許されるもんじゃねえ。この町からは出て行ってもらうことになる」

「……わかってる」

　容赦のない言葉に、俯うつむいたラニは唇を嚙かむ。

　二人を囲むドワーフたちも、町の人々も、ラニに同情的な視線を送ってはいるものの、ドヴァリの決定に異を挟むことは憚はばかられるようだった。

「あ、あの……ちょっと待ってもらえませんか！」

　翔ひろ人とは、堪え切れずに親子の間へと割り込んだ。

「何だてめえ。部外者は引っ込んでろ」

「た、確かに部外者なんですけど……その……」

　ドヴァリの威圧感ある目で凄すごまれ一瞬怯ひるんだものの、その場に踏みとどまって必死に訴える。

「メノギオルに操られるのは、心の中に辛つらい思い出とか、悲しい記憶とかがあるからなんです」

　これは翔ひろ人と自身の実体験と、メノギオルの発言に基づく推測だった。

　メノギオルの歌声は、心の闇を増幅して狂わせる。例えば翔ひろ人とであればりゅみたんを失った時の記憶だし、ガルナのお供の狼おおかみたちであれば、母はは狼おおかみとの別離の記憶だ。

「何の話だぁ！」

「だから、その……そこを解消できないと、また操られちゃう可能性が……あるんじゃないかなあ、なんて思ったり……するような、しないような……」

　フィーリーフが近くに居ないと、翔ひろ人との度胸は八割ほどカットされる。

　びくびく震えながら、おっかなびっくり、ドヴァリと目を合わせないようにして話すのが精いっぱいだ。

「そうかよ。……何か、心当たりはあるのか。ラニ」

　尋ねられると、心苦しそうにラニはぽつぽつと語った。

「……操られてる間、ずっと思い出してた。昔、みんなで街はずれの食堂の壁を工事した時、家主さんに頼まれて飾り彫りをしたでしょ」

「うん……？」

　ドヴァリは少し考え込むそぶりを見せた。思い出すのに苦心するほど、昔の出来事なのかもしれなかった。

「ああ。あった。確かにあったな、そんなことが」

「あの時、ボクが作った部分の出来が悪いって言って。パパは、全部削っちゃったんだ」

　それこそが、メノギオルに付け入られる隙となった出来事なのだろう。

「お前そんな……あんなことが、そこまで辛つらかったってのか!?」

「わかってる。パパが悪いわけじゃないよ。ボクの心が弱くて、耐えられなかっただけ」

　ため息をつき、ラニは一度町の様子を振り返って眺めた。

「ボクが目を覚ましたことを知ったら、きっとメノギオルは明日にでもここに来る。あいつは独占欲が強いから。だからこそ、ボクはここを出ていかなきゃならない」

「いや、でもそれは！」

「やかましい！」

　尚なおも食い下がろうとする翔ひろ人とに向かって、ドヴァリが怒鳴りつける。

「町に迷惑をかけられねえと言ってんだ！　ただでさえここまでボロボロになっちまってんだぞ。この上、さらに魔物を呼び寄せちまったらどうなるか！」

　翔ひろ人とは返事に詰まった。

　住民との関係という話になると、所詮余よ所そ者ものである翔ひろ人との考えで我を通すわけにもいかない。

　だが、その時。

「なあ、ドヴァリさん」

　町の住民が一人、前に進み出ておずおずと口を開いた。

「俺らのために、ラニちゃんを追い出すなんて言わないでくれよ」

　それをきっかけに、先ほどまでは固唾を吞のんで見守っているばかりだった住民たちが、口々に異を唱え始めた。

「そうよ。ほら、この前ラニちゃんが改装してくれたうちの台所、ずいぶん使いやすくなったの」

「うちの塀も、ラニちゃんがまだ小さい時に……いや、今でも小さいが。とにかく、一生懸命直してくれただろう。あれは嬉うれしかった」

「私たちのことばかり、気にしないでちょうだい」

「うぬ……」

　口々に賛同する住民たちを前に、ドヴァリは目に見えて狼ろう狽ばいしていた。

　ラニもまた、住民たちの温かい言葉に目を潤ませている。

「しかし……なら、どうすりゃいいんだ」

「向き合うしかない、と思います」

　振り返ると、周囲の人々から握手攻めにあっていたはずのフィーリーフがいつのまにかゆっくりとこちらに歩み寄って来ていた。

「ラニちゃんを大切に思う人たちと一緒に、メノギオルさんと正面から向き合って。ラニちゃんを操ろうとしても駄目だよ、っていうことを、知ってもらうのがいいと思います」

「お、おお……フィーリーフ……尊さが銀河系スケールか……」

　思わず手を合わせて涙ぐむ翔ひろ人とに奇異の目を向けつつ、ドヴァリは腕組みしてじろじろとフィーリーフの姿を上から下まで眺める。

「俺たちに、メノギオルと戦えってことか？」

「いいえ」

　フィーリーフは一度翔ひろ人とに視線を向け、大きく息を吸った。

「頑張るのは、私です。どんなに困難でも、私を助けてくれる人がいるように、私も誰かを助けることができると思っています」

　ドヴァリは片眉を上げてその宣言を聞いた。

　町の人々がフィーリーフを見る目は、今や完全に救世主を見るそれである。

　辺りがしんと静まり返ったそのタイミングを見計らい、翔ひろ人とは声を上げた。

「メノギオルと正面から戦っても、きっと敵かなわない。だから、かわいさバトルに持ち込むしかないんです」

「か、かわいさバトル」

「かわいさバトル？」

「かわいさバトル……!?」

　ドワーフたちが一斉に怪け訝げんな顔になるが、翔ひろ人とは大真面目だった。

　メノギオルと力でぶつかっても勝ち目はない。しかし、かわいさで戦うならば勝機はある。

「かわいさバトルです！」

　フィーリーフも、おそらくよく分かってはいないが力強く同意した。

「訳がわからんが……メノギオルはお前らだけで何とかする、俺たちが出る幕はねえ、そう言いてえんだな？」

「いや、そんなことはないです。皆さんに作って欲しいものがあるんです！」

　翔ひろ人とが前に進み出て叫んだ言葉に、フィーリーフも意外そうに目を見張った。

「作って欲しいもの？　何だそりゃあ」

「ス、ステージです！」

「はあ？」

「武器も防具もいらないです。でも、フィーリーフが歌うためのきちんとした舞台があったら、全然違います！　お願いします、それを作って欲しいんです！」

　予想外の答えにドヴァリは目を剝むいている。

　さらに、それまでずっと黙ってうつむいているばかりだったラニが口を開いた。

「……パパ。ボクに、この人たちを手伝わせてほしい……手伝いたい」

「何だとぉ」

「ボクが正気を取り戻せたのは、この人たちのおかげだから。その人たちが助けを求めているなら、応じるのがボクの役目」

　ラニは顔を上げ、きっぱりと言い切った。

「ここで見て見ぬふりなんかしたら、それこそドワーフの恥……じゃない？」

　ドヴァリはぐっと眉根を寄せた。翔ひろ人とたちを睨にらみつけ、ふん、と鼻を鳴らし、肩をいからせてラニに背を向けた。

「おい、お前ら！　大急ぎで一仕事だ！　メノギオルの奴やつが攻めてくる前に町の守りを固めるぞ！」

「承知です、親方！」

　呼びかけられたドワーフたちが各おの々おの仕事道具を手にする。

　ラニが再び項うな垂だれて地面を見つめたところで、ドヴァリは独り言のように虚こ空くうに向かって呟つぶやいた。

「あー……他の仕事を手伝いたい奴やつは、勝手にしろ。その代わり、半はん端ぱな仕事をするんじゃねえぞ。ドワーフの沽こ券けんに関わるからな」

「……いいの？」

　ラニが意外そうに尋ねると、少し決まりが悪そうに顎あご鬚ひげを手で梳すきながら、ドヴァリはぶっきらぼうに告げた。

「謝罪だの誠意だのは、働きで見せりゃあいい。それがドワーフの流儀だ」

「パパ……」

　目元を擦り、ラニは先ほど地面に落としたハンマーを担かつぎ上あげた。

「あの……いいんですか？」

　翔ひろ人とが恐る恐る尋ねると、ドヴァリはふんと鼻を鳴らした。

「半人前に現場をうろちょろされても迷惑なだけなんでな。使いたきゃ、勝手に使え」

「ありがとうございます！」

「ありがとうございます！」

　翔ひろ人ととフィーリーフの一礼を横目に眺め、ドヴァリ自身も作業のためにその場を後にした。

　逆につかつかと歩み寄ってきたラニは、目を合わせずに翔ひろ人とに向かってぼそりと呟つぶやいた。

「さっきの、ありがと」

「え？」

「だから、さっきの……ボクは何が悲しかったかって話。きっかけがなかったら、ずっと言えなかったと思うから」

「ああ、そのことか。いいよ、いいよ。それよりお父さんと仲直りできて良かったね」

「んー。仲直りっていうには、まだ遠い気がするけど」

　ラニは複雑な表情を作っている。

「流石さすがですね。ヒロト様」

　呼びかけられて振り返ると、フィーリーフはキラキラした笑みを浮かべて満足そうにしていた。

「えっ、な、何が？　凄すごいのはフィーリーフであって、俺はそんな褒められるようなことはしてないよ！」

「いいえ。私は褒めます！　ヒロト様は、やっぱり勇者様なのです」

　勇者様という肩書は、やっぱりこそばゆい。しかし、つい先ほどの行動は、確かに勇気をもって行ったものと言えるような気はする。

（怖かったけど、やっぱり言って良かったんだな……）

　へらへらと緩み切った笑いを浮かべていると、憮ぶ然ぜんとした表情のガルナがぬっと顔を出し、翔ひろ人との首に腕を絡からめてもたれかかった。

「おいドルオタ、一番働いたのは私だぞ。疲れた。喉が渇いた。眠い。肉を食わせろ」

「いや、そんなこと言われても……せめて要求は一個ずつ！」

「最悪、お前の肉でもいいんだぞ」

「ひいっ、ごめんなさいごめんなさい！　何でもしますからそれは許して！」

「ちょっと離れてくださいガルナさん！　疲れているのはヒロト様も同じです！」

　対抗するようにフィーリーフが翔ひろ人との腕を摑つかんで引く。

「おっ、ぐ……両側から引っ張らないで……首、首が……取れる！　決戦の前に死んじゃう！」

　目を白黒させている翔ひろ人との様子に、ラニがあきれ顔で肩をすくめる。

「あなたたち、仲が良いいんだか悪いんだかよくわからない」

　なんとも緊張感のないやり取りだった。

　しかし、メノギオルとの再戦が間近に迫っているということだけは、全員がそれぞれにひしひしと感じ取っていた。
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　ラニによる舞台の建設は、まず乱雑に散らばった邪魔な瓦が礫れきをすべて一か所へ集めて移すという地道な作業から始まった。

「私もお手伝いします！」

　フィーリーフは腕まくりしてやる気満々ぶりを見せているが、そういうわけにはいかない。

「ま、待って待って！　フィーリーフが怪け我がでもしたら、舞台を作る意味がないから！　掃除とか、簡単な作業に徹した方がいいよ！」

「うう……そ、そうですか。何だか申し訳ないのです」

　しょんぼり肩を落とすフィーリーフとは対照的に、力仕事に自信のあるガルナはここが見せ場とばかりに意気揚々としている。

「気にするな。こういうものは私に任せておけ……はっ！」

　自分の身長ほどもある瓦が礫れきを軽々と担かつぎ上あげるガルナに、ラニは驚きを隠せない様子だった。

「へええ……ボク、半狼人ワーウルフって初めて見たけど、凄すごいもんだね」

「フッ、そうだろう。なにせ希少種だから……！　なっ！」

　称賛を受けたガルナは得意げに胸を反らし、勢い余って瓦が礫れきごとひっくり返りかけたが、気合いで持ちこたえた。

「じゃあ、その類まれなる力を発揮して、下に散らばってる瓦が礫れきは全部一か所に集めて欲しいな。それから、壁の崩れかけているところは柱を残して完全に壊してさ。煉れん瓦がは再利用するから集めてね。これも全部簡単にこなしちゃうんだろうね、半狼人ワーウルフは違うなあ」

「ハッ、その程度の仕事！　私にかかれば容易たやすいことだ！」

　あれこれと付けられた注文を迅速にこなすガルナを前に、翔ひろ人ととフィーリーフは手を出すこともできず、茫ぼう然ぜんと見つめているばかりだった。

「ガルナさんって、褒めておけば上機嫌なんですよね……」

「うん。使い走りにされても全然気にする感じもないし、うまく扱ってるね……」

　相性の問題なのか、それともラニの人使いの上う手まさによるものなのだろうか。

　ともかくガルナの働きで、何日かかるものかと思われた撤去作業は物の数時間ですっかり片付いた。

　続いてラニが各部を計測し、図面を引いて、具体的な建設作業の計画を立て始める。

「幅が十二アルク、高さ六アルク……」

　呟つぶやきながら図面にさらさらと書き込みを行うラニの様子に、翔ひろ人とは疑問を抱いて口を挟まずにはいられない。

「あの、ちょっと待って。それ、どうやって長さを測ってるの？」

　翔ひろ人との見る限り、ラニは何か特別な道具を使って計測した様子はなかった。適当に書き込んでいるはずもないが、一応確認しておかなければ安心できない。

「そんなの、目の届く範囲なら距離の精霊に呼びかければわかるでしょ」

「距離の精霊!?　そんなものにも精霊が居るの!?」

「何で知らないの、常識でしょ。でなきゃ、みんなどうやって距離を測るのさ。長さが統一できないじゃないか」

　呆あきれるラニに対し、フィーリーフが慌ててフォローに入ってくれる。

「待ってください、ラニさん。ヒロト様は精霊の居ない異世界から来られたので、そういったことをご存じないのも当然なのです」

「えっ？　何、もしかしてドルオタさんが異世界から来たのって、本当に本当なの？」

「本当だよ。本当じゃなかったら何だと思ってたんだ……」

　今度はラニが目を丸くする番だった。

「ボクはてっきりそう信じ込んでる変な人かと思った」

「ひどい！」

「フッ。私も最初はそう思っていたぞ」

「ガルナまで！」

　しかし翔ひろ人ととて、元の世界に居る時に「私は異世界から来ました」などと自称している人間と出会っていたら、同じように疑わなかったとは言い切れない。

　この先も会う人会う人に誤解されずにやっていくのは難しそうな気がする。

「逆に、元の世界ではどうやって距離を測ってたの？　ボクにはそっちの方が想像つかないな」

「そこはあれだ、距離というか、長さの単位が決まってて、道具を使って測るんだよ。単位も色々種類があって、メートルとか、ヤードとか……寸とか尺は今はあんまり使わないかな。いや、建物関係だと使うかな？」

　翔ひろ人との記憶では、大工仕事の現場などでは今でも尺貫法を使うはずだ。しかしこうやって説明していると、なんだか元の世界の方がおかしいような気もしてくる。

「へええ……長さが色々あるなんて、面白い世界なんですねえ」

　きらきら目を輝かせるフィーリーフに対し、ラニは腕組みして首を傾かしげている。

「面白いかなあ。なんか不便そう。めちゃくちゃ効率悪いよね」

　何の気なしに言ったのだろうが、ラニの言葉はぐさりと翔ひろ人とに刺さった。

　この世界では、生活に必要な様々な出来事が精霊の力で成り立っている。

　逆に言えば、精霊の力を使うことができない翔ひろ人とは大きなハンデを負っているのだ。ラニの言い方を借りれば「めちゃくちゃ効率が悪い」方法しか取れない。

（といっても……できないものは仕方がないよな。できることで役に立つしかない）

　半ば自分に言い聞かせるように、翔ひろ人とは心の中で繰り返した。




　設計が済み、いよいよ舞台の構築作業に取り掛かることになったが、翔ひろ人とは内心に不安を抱えていた。

　ラニの予想では、明日の昼より前にはメノギオルがこの町に到達するはずとのことだった。

　一時的にメノギオルの配下に置かれ、その動向を知っていたラニの予想は、それなりに信しん憑ぴよう性せいがあると思っていいだろう。

　果たして、舞台の建設は間に合うのだろうか。間に合ったとして、きちんとしたものになるのだろうか。あまりにも未知の要素が多すぎる。

　ラニが意気揚々とハンマーを担かつぎ上あげる姿を見ても、不安はぬぐえない。

　そのハンマーの威力は直接見て嫌というほど思い知っているが、工事現場では破壊力が高ければ高いほどいい、というものでもないはずである。

「心配そうだね、ドルオタさん」

　ドワーフの少女は、翔ひろ人との内心を見透かしたように悪いた戯ずらっぽく笑う。

「いや、そんなことは！」

　顔に出したつもりはなかったが、不快に思わせたかと翔ひろ人とは気にした。

　だが、むしろラニはそんな先入観を覆くつがえすのを面白く感じているようだった。

「いざ、深山より注ぐ剛力帯びて……意のままに分かて！」

　精霊への宣言とともに、小柄な少女は巨大なハンマーを軽々と振るい、現場に持ち込んだ巨石を次々と叩たたき割わった。

　凹凸激しい岩石が綺き麗れいに分割され、直方体の石材へと姿を変えていく。

「噓うそぉ!?」

　豪快ながらも繊細な技に翔ひろ人とは思わず素っ頓狂な声を上げ、フィーリーフやガルナも開いた口がふさがらなくなっていた。

　ラニの職人技はそれだけに留まらない。

　練ったモルタルをひと塗りして積み上げただけの煉れん瓦がの壁は、歪ゆがみ一つなく強固なものとなる。手にした鑿のみは、温めたナイフでバターを切るように容易たやすく石を加工する。

　速度といい、正確さといい、まるっきり魔法のような技術だった。

　建築材料の数々が、元からこの劇場の一部であったかのように壊れていた箇所に嵌はまっていく。おそらく翔ひろ人とが元居た世界の常識には全く当てはまらない、この世界独自の建築方法なのだろう。

「なんだこれ……どう見ても建物を作る速さじゃないぞ」

「わ、私も、もっとゆっくり進んでいくものかと思っていたのですが……」

「ドワーフなら誰でもこのくらいは軽くこなすよ」

　ラニの涼しい顔は謙遜によるものではなさそうだった。フィーリーフは不思議そうに眼めをぱちぱちさせ、旺盛な好奇心を発揮して語りかける。

「いえ、凄すごいです。大変に立派なものなのです。今、この土地では精霊の力があまり働かないはずなのに、それでも工事が行えるのですね？」

「まあね。ドワーフは、石の精霊応授セイズを使うのは何より得意な種族だから」

「ドワーフの皆さんは何な故ぜ、そんなにも石の精霊に愛されるのでしょう？」

「背が低くて顔と地面が近いから、石の精霊も顔が見やすいなんて言う人も居るけど」

「ああ、なるほど」

「……言っておくけど、迷信だからね。そんな理由なわけないでしょ」

　思わず納得しかけたが、ラニが鋭くツッコミを入れてくる。

「お、怒るくらいならそんな話しないで！」

「まあ、実際は石の精霊は『堅けん牢ろう』を好むから、丈夫な建造物を作るボクたちドワーフには協力的なんだと思うよ」

「なるほど。感覚としてわかります。私たちエルフが草木の精霊に好かれるのも、森に住み、草木の『繁栄』に寄与するからだと聞いていますしね」

　フィーリーフはしきりに感心した様子で頷うなずいている。

　精霊にはそれぞれ好みがあり、その好みに応じた行動をとることで大きな恩恵を受けることができる。

　その性質は、この世界における様々な種族の得意分野にも繫つながっているらしい。

「ラニのお父さん含めてドワーフってみんなゴツかったから、てっきり工事も全部力業なのかと思ったけど、そうじゃないんだね」

「あー……パパたちがやたら身体からだを鍛えるのは、ただの趣味だからね。石の精霊応授セイズを使いこなせれば、建築資材は自由に扱える。あんなにムキムキになる必要ないよ」

「へええ……」

　感心する一行の中で、ガルナだけが怪け訝げんそうな表情を作る。

「ちょっと待て。ならば、瓦が礫れきの撤去も自分でできたのではないか……私を使う必要はなかったのではないか？」

「あ、ガルナさん。悪いけどこっちの柱をちょっと押さえてくれる？」

「お、おう」

　深く物事を考えない半狼人ワーウルフも、さすがにおだてに乗ってうまく使われたことに気づきかけたが、新たな作業が発生したためにその思考を中断せざるをえなかった。

　人は休みなく作業を与えられると自分の境遇に疑問を抱けなくなるものなのだ。




　そしてこの日はもう一つ、ちょっとした驚きがあった。

　順調な作業を続ける現場に聞きなれないハイトーンな歌声が響いているのに気がついて、翔ひろ人とは思わず手を止めた。

「ラニもやっぱり、その歌を歌うんだね」

　思わず問いかけると、ラニはしまったというように頰を赤らめて手で口を覆う。

「忘れて」

「何な故ぜ忘れねばならんのだ？　何も悪いことはあるまい」

「はい！　とっても楽しそうでしたよ」

　フィーリーフとガルナにそう言われても、ラニは何だか居心地悪そうにもごもごと口くち籠ごもっている。

「無意識だったんだよ……作業が順調に進んでると、つい口ずさんじゃったりする」

「本当に心に染しみついた歌なのですね。この歌を聞いてラニさんの目が覚めたのも頷うなずけます」

「あ……そういえば、ちゃんとお礼言ってなかった」

　そう言うと、ラニは改まってフィーリーフへと向き直り、ぺこりと頭を下げた。

「ありがとう。フィーリーフさんが目を覚まさせてくれなかったら、この町は完全にボクが壊しちゃってたと思う。戦いが落ち着いたら、改めてちゃんとお礼をさせてもらうから」

　礼儀正しいラニの態度に、フィーリーフはほっこりと顔をほころばせる。

「お礼など要りません……と言いたいところですが、それならばラニさんに、この歌をもっとうまく歌えるよう教えていただきたいのですが！」

　笑顔のフィーリーフに詰め寄られ、ラニは慌てて首を横に振った。

「い、嫌だよそんなの、ボクの仕事じゃないもん」

「お願いしますっ！」

「俺からもお願いするよ！　これはラニにしか頼めないことなんだ」

「出し惜しみせずに教えてやればいいだろう」

　二名の懇願と、一名のやたらと偉そうな勧めを受け、ラニは弱った顔で頭を搔かく。

「作業中にまた、うっかり口ずさんじゃうかもしれないけど、別にボクが教えるわけじゃないからね。勝手に聞いて覚えたらいいんじゃない」

「え？　あ、はい。わかりましたが……それは結局、普通に教えていただくのと変わらないのでは？」

「あー、知らない知らない！」

　よほど照れ臭いのか大声を出して誤魔化すラニの様子を見て、ガルナは腕組みをしたまま鼻を鳴らして笑った。

「フッ、素直ではないな。技術はあるが、やはりまだまだ子供らしい」

（ガルナにだけは絶対言われたくない言葉だな、それは……）

　翔ひろ人とはガルナに聞かれないよう、心の中だけで呟つぶやいた。

　フィーリーフとラニ、二人の歌声が響く。フィーリーフはいつも一人で歌っているのを聞いていたので、新鮮な印象を受ける。

「あ！」

　突然声を上げて固まった翔ひろ人とに、ガルナが顔をしかめた。

「何だドルオタ。急に妙な声を上げるな」

「いや、何か、メノギオルに対抗するヒントが摑つかめたような気が……」

「ほう？　何だ、言ってみろ」

「いや、摑つかめたような気がするんだけど、具体的にはどうするのかわからなくて」

　翔ひろ人とが首を捻ひねってしどろもどろになりながら答えると、期待に目を光らせて詰め寄ってきたガルナは途端に呆あきれ顔がおになる。

「なんだそれは。役に立たん奴やつだな……」

「ちょ、ちょっと待って！　もうちょっと考えるから！」

　楽しげな歌声が響く中で、翔ひろ人とは手を動かしながら必死に考え続けた。

　しかし、一度は確かに心の中に浮かんだはずのアイディアは、思い出そうとしてもなかなか戻って来てはくれない。

「それよりもお前は何か、自分ができることを探した方がいいんじゃないのか。前回メノギオルと戦った時は棒立ちだっただろうが」

「うっ。いや、それは、サイリウムが光らなかったからだし」

　首を傾かしげながらポケットから取り出したサイリウムは、淡く緑色の光を放っている。

「光っているじゃないか」

「今はね。どういう理屈で光ったり光らなかったりするのか全然わからないんだよな」

　翔ひろ人ととて、光ってくれるならずっと光っていて欲しい。何度でも光るサイリウムは翔ひろ人とがこの世界で持つ唯一のチート能力だというのに、あまりにも頼り甲が斐いがないのだ。

「ヒロト様。そのことなのですが……一つ、思い当たる節があります」

　ラニと楽しそうに合唱していたフィーリーフが、会話に気づいてこちらへ近づいてくる。

　真剣な面持ちに、全員の視線が集中した。

「え？　何、何？　フィーリーフ、何かわかるの？」

「その、ヒロト様の持つサイリウムという道具の中に、あまり見覚えのない精霊の姿が見えるのですが……」

「ん……ああ、確かに。わかりづらいが、居るな」

「本当だ」

　三人の少女がしげしげとサイリウムを見つめる。度肝を抜かれたのは翔ひろ人とだけだ。

「ええ!?　いや、おかしいでしょ！　これ、俺が自分の世界から持ってきたものなんだよ!?　なんで精霊が入ってるの!?」

「別におかしくはないんじゃない？」

　ラニがなんでもないことのように口を挟む。

「ドルオタさんが元居た世界にも、精霊は居たってことでしょ」

「はああ!?」

「はい。私も、そう考えるのが自然だと思います」

　真面目なフィーリーフが同意するということは、荒唐無稽な推測でもないらしい。

「そ、そうなのか!?　そんなことあるのか!?」

「お前の世界では誰も精霊の姿が見えないのだろう？　気がつかなくとも無理はないな」

　翔ひろ人とはひたすら困惑し、ゆっくり深呼吸をして気持ちの整理を付けた。

　この世界に来てからというもの常識を崩されっぱなしで、常に自分の足元がおぼつかないような不安定な感覚が拭えない。

　とはいえ、なんとか吞のみ込こんで受け入れるしかない。

　目の前の現実を否定していても前には進めないのだ。

「あとは、その精霊に教えてもらえばいいんじゃない。どういう時に光をくれるのか」

「こんにちは。貴方あなたは何の精霊で、何が目的ですか？　ヒロト様に何を求めていますか？」

　フィーリーフが丁寧に呼びかけたが、ガルナが腕組みして鼻を鳴らしたあたり、めぼしい返事は得られなかったようだった。

「ど、どうなの？　精霊、なんて言ってる？」

「フン、駄目だ。全く返事がない」

「精霊が呼びかけに答えてくれるかどうかは、個体差が大きいですからね」

「そういうものなのか……」

　終始自分には見えも聞こえもしないところで話が進んでいるので、翔ひろ人ととしてはどう考えればいいのかよくわからない。

「当てにしないで、普段通り行動するしかないんじゃない？　光ったらいいね、くらいの気持ちでさ」

「そうだな。ドルオタ、お前、メノギオルが来ても完全に普段通りにしていろ」

「む、無茶苦茶言うなあ！」

　目の前に圧倒的な存在が現れた時、緊張も恐怖もせずに普段通りでいられるわけがない。

　結局、メノギオルに対抗する手段も、サイリウムを光らせる方法についても不明のまま、その話は終わってしまった。

「ヒロト様。他に何か、今からでもできることはないでしょうか？　些さ細さいなことでも構いません。明日の成功のために」

「うーん、そうだなあ……」

　歌声やダンスについては、付け焼刃のトレーニングで急激な向上は望めない。

　むしろ、焦あせって変な癖をつけたりするのは避けたい。今はきちんと喉も身体からだも休め、ベストコンディションで決戦を迎えることの方が重要なはずだ。

　改善できる点があるとすれば、それはフィーリーフ自身をどうこうするよりも。

「……アクセサリとか？」

　翔ひろ人とはぽつりと呟つぶやいた。







　本人のパフォーマンスやステージのセッティングはもちろんだが、外見もまたアイドルのかわいさを左右する重要な要素だ。

　住民に尋ねてみると、町の片隅、衣料品を扱っている店を一軒案内してくれた。

「この町を守るためなら、何でも使ってくれ。魔物に荒らされて建物はボロボロだが、中の商品は無事なものもあるはずだよ」

　とはいえ、片田舎の衣料品店の品ぞろえは実用性重視。飾りけのない服ばかりで、アイドルのステージ衣装に使えそうなものは見当たらない。

「うーん、あんまりアイドルっぽいのはないな。無理があったかな」

「そうでもないぞ。私はいいものを見つけた」

　ガルナは更衣室の前で腕組みし、自信満々の表情を浮かべている。

「本当？」

「本当だとも。さあ、見せてみろフィーリーフ！」

　ガルナが呼び込むと、更衣室に入っていたフィーリーフが、ガルナに倣ならって身体からだに毛皮を巻きつけた姿で登場した。

　ご丁寧に狼おおかみの耳を模したような額当てまでつけて、ちょっとしたコスプレに近い。

　とはいえ、常に堂々としたガルナの立ち姿とは似ても似つかない部分がある。

「す、すみません。これはちょっと、恥ずかしいのですが」

　普段より布面積が少ない衣装を着たフィーリーフは頰を赤らめ、身体からだの各所を押さえてもじもじしている。

　アスリート然とした身体からだつきのガルナに比べると、フィーリーフが華きや奢しやで繊細なだけに露出の高さばかりが際きわ立だってしまっているのだ。

　翔ひろ人とはその衝撃に仰向けに転倒し、気絶しかけた。

「ヒロト様！　大丈夫ですか!?」

「ダ、ダメ！　これ、フィーリーフの清せい楚そなイメージに合わない！　事務所ＮＧ！」

「むう。ジムショエヌジーとは何だ？　半狼人ワーウルフの姿の何がダメだというのだ！」

　翔ひろ人とが慌てて却下すると気を悪くしたガルナが食ってかかり、なだめすかすのに小一時間ほど時間を要した。

「じゃあ、次はボクの案だけど。フィーリーフさん」

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをしてラニが呼び込む。

　一度更衣室へ引っ込み、今度は全身を金きん属ぞく鎧よろいで覆ったフィーリーフが、ガシャン、ガシャンと大仰な音を立てながら登場する。

「ドワーフ謹製の全ぜん身しん鎧よろいだよ。従来の物より軽くて、頑丈さはそのまま維持することに成功した傑作だよ。熊に殴られても平気」

　ラニが得意げにスペックを説明する。

「見るからにすごい防御力だけど……どうなの、フィーリーフ？」

「あの、すみません、肘や膝が曲がらないので、踊れません」

　ヘルメットの内側からくぐもった声が返ってくる。

　ダンスだけでなく歌唱の響きにも影響しそうだし、顔も見えないのでは全く意味がない。

「やっぱり駄目か」

　ラニは残念さ半分、予想通りが半分という表情で頷うなずいている。

「おい、やっぱりとは何だ。わかっていたなら何な故ぜ着せた」

「こういう路線のアイドルもアリではあるんだけど、フィーリーフには合わないかな……」

「そうすると……やはり、普段通りで行くしかないでしょうか？」

「まあ、そうなっちゃうよね」

　いつものステージ衣装に着替えたフィーリーフの姿にほっとしつつ、翔ひろ人とは内心ため息をついていた。

（結局、何もしないでただ待っているだけっていうのが、不安で仕方ないのかもなあ）

　ふさふさした尻尾を揺らしながら、ガルナが語りかける。

「そういえばエルフには尻尾がないな。私のような立派な尻尾があれば舞台に立った時に目立つのでは？」

「ガルナさん、そんなこと言われても尻尾は生えないですよ」

　何気ない会話に、翔ひろ人とは思わず手を打った。

「それだ！」

「ええ!?　ヒロト様、そう言われても、本当に尻尾は生やせませんが!?」

　困惑するフィーリーフだったが、翔ひろ人とのアイディアはそんな無理難題ではなかった。

「すみません。針とか糸とか、裁縫の道具があれば貸してもらえませんか？」

「構わないが……何に使うんだ？」

　困惑しながらも、衣料品店の店主は親切に一式を貸し出してくれた。

「毛皮に着替えるんじゃなくて、衣装の襟とか、靴とかに毛皮を縫い付けてボリュームを出すんだよ！　例えばこの辺に……ぐあああ痛っ！」

「ヒロト様!?　わ、私がやります！」

　不器用な翔ひろ人とは思い切り指に針を刺して悲鳴を上げる始末だったが、裁縫の得意なフィーリーフのおかげで作業はすんなりと進んだ。

「どうかな。全体的にゴージャス感が増してステージ映えするようになったと思うんだけど」

「ゴージャスカン……ステージバエ？　よくわかりませんが、ふわふわでかわいいですね！」

「なるほど、確かに見た目が強そうになっていいな」

　まるで真逆の評価だが、フィーリーフは気に入った様子だし、自分が目を付けた毛皮が衣装に使われたことでガルナも満足げである。

「ちぇ。ドワーフの仕事は採用なしか」

　口を尖とがらせるラニを見て、翔ひろ人とはもう一つ閃ひらめいた。

「ラニ。全身覆う必要はないから、腕輪とか首飾りとか、そういう小物は作れない？」

「……ふうん。そういうことならお安い御用だけど？」

　ラニは細い金属を捩ねじり、結んで、あっという間にブレスレットを一つ作り上げた。

「ああああ、これこれこういうの！　お姫様っぽい！　絶対似合う！」

「ふむ、ずいぶん煌きらびやかになりそうだな」

「じゃ、こんな感じのを明日までに色々作っておくよ。楽しみにしてて」

「みなさん、ありがとうございます。嬉うれしいです」

　フィーリーフがぱっと笑顔を輝かせる。

　決戦を前に、ようやく一ついい材料が見つかった。




　しかし人生において何か一つ良いいことがあると、それを覆くつがえすように良くないことが起きるのも珍しいことではない。

　ほくほく顔で衣料品店を後にし、町の人に用意してもらった宿へ移動する途中、翔ひろ人とは、人目を避けるようにしてこそこそと町を出ていく人影を見つけた。

「あの人たち、こんな時間からどこか行くのかな」

　翔ひろ人との疑問に、ラニが少し渋い顔をして応じる。

「あれは……この町に元から住んでいた人たちだよ。あの荷物の量からすると、避難するんじゃないかな」

　ラニの表情から、翔ひろ人とにもその意味が理解できた。

　メノギオルとの決戦の結果を待つまでもなく、この地を放棄することに決めた人々なのだ。

（無理もない、か）

　正直に言えば、勝てるわけがないと思われたのは少しショックだ。

　が、翔ひろ人とたちにも確実な勝算があるわけではない。逃げ出す人々を引きとめられる道理はなかった。

「ガルナさん、ラニさん。少しヒロト様と二人でお話ししたいのですが、構いませんか？」

　フィーリーフが急に改まって言うので、翔ひろ人とは心臓が飛び跳ねるかと思った。

「む。何な故ぜ二人なのだ？　私には聞かせられない話か？」

　ガルナは渋ったが、すかさずラニが肘で脇腹をつつく。

「あのさ、大人ならこういう時は気を利きかせるものだってわかるよね？」

「は？　そんなものは当然だが？　言われる前からわかっていたが？」

　反射的に虚勢を張るガルナを連れ、フィーリーフへ目くばせをして、ラニはその場から去っていった。

（ラニ、本当にガルナの扱いが上う手まいな……）

　感心している間もなく、フィーリーフと二人きりになった翔ひろ人とは急にぎくしゃくし始めた。

　最近は複数人で行動することが多かったので、変に緊張してしまう。

「えっと、それで。どうしたのか？　フィーリーフ」

「……ヒロト様には、本当のことを話しますね」

　ガルナやラニの姿がすっかり見えなくなってから、フィーリーフはおもむろに口を開いた。

「私、明日になるのが怖いです」

　フィーリーフの口から弱音が出てくるのを初めて聞いた。

　いつも明るく前向きで、にこにこと笑顔を絶やさない少女が急に弱音を吐いたことに、翔ひろ人とは慌ててしまった。

「だっ、大丈夫だよフィーリーフ！　フラスタもあるし、俺も付いてるし、ガルナやラニだって居るし！　そりゃ、メノギオルは怖いとは思うけど！」

「いえ。メノギオルさんが怖いというよりも……もしも私が失敗してしまったら。アイドルとしてみなさんの期待に応えられなかったらと思うと……それが怖いのです」

「ああ……」

　無理もない、と納得するところがあった。

　たくさんの人が自分のために動いて、押しつぶされそうになりながら、その期待と責任を一身に背負う。

　それは大きなステージを前にしたアイドルが必ず直面する恐怖だ。

　フィーリーフにも、同じものがのしかかっているのだ。

　翔ひろ人との背中にどっと汗が噴き出した。

　フィーリーフにアイドルになって欲しいと願ったのは、他でもない翔ひろ人とだ。

　そして、アイドルとして活動することと、この世界を救うことを直結させてしまったのもまた翔ひろ人とだ。

　もしもフィーリーフがその重圧に押しつぶされそうになっているのならば、解放してあげなくてはならない。

（でも、そしたら……）

　この世界の運命はどうなってしまうのだろうか。

　今のフィーリーフが助力を求めているのか、それとも役目を重荷に感じて投げ出したいと願っているのか、翔ひろ人とにはそれすら分からない。

「私は……」

　言葉に詰まるフィーリーフの目から、透明な雫しずくが流れ落ちている。

　翔ひろ人とは驚きのあまり口も利きけなくなり、ただ黙ってそれを眺めた。

　これまで、フィーリーフは涙ぐむことはあっても決して涙を零こぼすことはなかった。

　泣かなければ強い、というわけではないが、そこに何か重大な一線があったのは間違いない。

「申し訳なく思うのです。ヒロト様を巻き込んでしまったのに、肝心の私がこの有あり様さまで」

「え……？」

「ヒロト様にも自分の世界があり、家族があり、生活があったのに……こんな危険な目に遭うこともなく過ごせていたのに。私の都合だけで、この世界へ呼び出してしまって！」

「いや、ち、違う！　それは違うよフィーリーフ！」

　翔ひろ人とは慌てて声を上げた。

　まだ考えはまとまっていないが、とにかく今この場で何か言わなければ取り返しがつかないことになるという焦あせりだけで口を開いた。

「俺は今、この世界で、フィーリーフを助けるために生まれてきたんだと思っている。たとえ、人生を巻き戻して何度もやり直せるとしても、何度だって君を助ける道を選ぶよ！」

　それがドルオタの本懐なのだ。少なくとも、翔ひろ人とはそう思っている。

「ヒロト様、ありがとうございます。ヒロト様がそう言ってくださるなら、私も」

　穏やかに微笑ほほえみながら、フィーリーフは言った。

「私も、やりとげたいと思います」

　その目には、後戻りしないことを決意した強い光が満ちている。

「フィーリーフ……」

「自分が何のために生きているのか、何のためにここに居るのか。私はよく考えます。別にそんなことを考えなくても生きていて良いはずなのですが……考えずにはいられません」

　それは翔ひろ人とも同じだった。

　きっと、多くの人が同じ思いを抱えながら生きているのだと思う。

　しかしフィーリーフのように、誰からも愛されそうな存在でさえそんな風に思うことがあるのかと、翔ひろ人とは意外な印象を受けた。

「でも、だからこそ。世界中で、自分にしかできないことがあるというのは、幸福なことだと思うのです」

　真っすぐに翔ひろ人とを見つめて、フィーリーフは言い切った。

「だから私は、怖くても投げ出さずに挑んでみたいです」

「フィーリーフ、そこまで……」

　希ア望イのド灯ルは、命を賭けるのに値する使命。

　可か憐れんで儚はかなげに見えるエルフの少女が、とうにそこまでの覚悟を決めていることに、翔ひろ人とは大きな衝撃を受けた。

　同時に、何とも言えない強い不安が湧き上がった。

　使命。責任。重圧。恐怖。

　そうしたものを抱え込んでステージに立つことは、避けられないことのように思える。

　しかし、本当にそれでいいのだろうか。

「弱音を聞いてくださってありがとうございます。でもヒロト様。あの……今の話、皆さんには秘密ですよ。不安にさせてしまいますから」

「いや、それはもう。誰にも言わない。約束する！」

「ありがとうございます。絶対に、成功させてみせますから」

　両手をぎゅっと握りしめて、フィーリーフは宣言する。

（……きっと大丈夫だ。大丈夫なはずだ）

　フィーリーフは真剣で、今まで以上にやる気に満ちている。

　本番を前にして、申し分のない精神状態のはずだった。

　それでも翔ひろ人とは、自分が何か重大な見落としをしているのではないかという懸け念ねんが拭えないのだった。
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「本当に間に合ったな。やるじゃないか」

「いやー、神だ、まさに救いの神！」

　翔ひろ人ととガルナは、揃そろってドワーフたちの偉業を褒ほめ称たたえた。

　結局わずか一日でドヴァリたちは町の防壁を再建し、ラニは舞台の設置を完了してしまったのだ。工事に関しては素しろ人うとの翔ひろ人とから見ても、これは驚異的な速度だった。

「ドルオタさん、滅多なこと言うもんじゃないよ。本物の神様に失礼だろ」

　照れ隠しなのか本音なのか、帽子を目ま深ぶかにかぶり直してラニが嗜たしなめる。

「ま、欲を言えばもう少し見み栄ばえ良く仕上げたかったけど。こんな短い工期でそこまで拘こだわれないから、仕方ないね」

　言われて見ればほぼ灰色一色、石のブロックがごつごつした舞台の外観はアイドルのステージとしては無骨すぎるような気もする。

「うーん、まあ、それは確かに……いやでも、ほら。あの柱の飾り彫りとか、すごく綺き麗れいだし」

　そう言って柱の一部を指さすと、ラニは急に落ち着きのない様子で目をきょろきょろさせ始めた。

　飾り彫りの出で来き栄ばえについては、メノギオルに付け込まれる原因となっただけに、特に気にしてしまうらしい。

「あれ、大丈夫かな……変じゃないかな」

「全然変じゃないよ！　すごくいい出来じゃないか」

「ふむ。確かに、見事な職人の技だな」

　珍しく、ガルナも全面的に賛成して褒ほめ称たたえている。ガルナは人を煽おだてるようなタイプではないだけに、その言葉には真実味がある。

「そ……そんなでもないけど。まだまだ、全然だけど」

　ラニはますます帽子を深くかぶり、ほとんど顔全体を隠しながらごにょごにょ口くち籠ごもった。

　よほど褒められ慣れていないのか、照れまくっている。

　そんなラニの姿が微笑ほほえましくて、翔ひろ人とはくすりと笑った。

　出で来き栄ばえももちろんだが、この舞台が完成したこと自体がありがたい。




　今回、メノギオルを迎え撃つのに翔ひろ人とが提案した作戦は単純なものだ。

　まず、ティーサメノの住民は町の南端に設置したこのステージ前で待機する。

　そこを襲ってくる魔物をドワーフたちと協力して食い止める。

　そして魔物の動きを止めている間に、ステージの上からフィーリーフの歌声を聞かせるのだ。それにより、操られている魔物たちを全員正気に戻してしまえば、いかにメノギオルが強大でも対抗できる。

　フィーリーフの歌声に魔物たちを正気に戻す力があることは、既に住民たちに説明済だった。

　半信半疑の者も居なくはなかったが、昨日町を襲った巨オ鬼ー人ガがフィーリーフの歌を聞いて引き上げていったこと、そして何よりずっと魔物の側に立っていたラニが戻ってきたことが最大の証明となっている。

　結果として、大半の住民が快く協力を申し出てくれたのだった。

　不安材料としては、まず、大挙してやってくるであろう魔物たちを一時的にとはいえ抑えきれるのかという点。

　ラニが仲間に加わったことで戦力的にはかなり向上しているが、それでも敵の総数がわからない以上絶対とは言い切れない。

　そして何より、フィーリーフがメノギオルの魅了の力を上回り、魔物たちの目を覚ますことができるのかという点。

　翔ひろ人とはフィーリーフのかわいさこそ世界一と信じているが、一度目まの当あたりにしているメノギオルの実力もまた認めざるを得ないのだ。




「そういえばフィーリーフはどこに行ったのかな……」

「ここですよ、ヒロト様！」

　呼びかけられて振り向いた翔ひろ人とは、眼前に現れた神こう々ごうしいフィーリーフの姿に啞あ然ぜんとした。

「おお。見事なものだな」

「すごく似合ってるね」

　ガルナとラニが揃そろって感嘆のため息を漏らす。

　ラニはあれから腕輪にネックレス、イヤリング、はてはティアラまで用意してくれたのだ。

　一通りを身に着けたフィーリーフがその場でターンを決めると、天然のファーがふわりと揺れ、金属のチャームがきらきらと光った。

「うむ、素晴らしいな。おいドルオタ、お前からも何か感想はないのか」

　翔ひろ人とは一人両手を合わせて涙していた。

「野性的なファーの質感と金属の光沢が、フィーリーフの持つ可か憐れんさと優雅な気品をますます際きわ立だたせている。おお、なんという眩まぶしさ……いや尊すぎてもはや何も言うべきにあらず。この生涯に悔いなし。ああ、いい人生だった」

「お、終わらせないでください、ヒロト様！」

「そいつは放っておけ、フィーリーフ」

「そうだよ。そろそろ町のみんなをステージの前に集めないと」

　今にも昇天しそうな翔ひろ人との様子にフィーリーフは慌てるが、ガルナとラニの反応は淡泊だ。

「でも、でもヒロト様、大丈夫なのですか!?　体調が優れないのでしたら、無理に参加されることは……！」

「だ、大丈夫……」

　息も絶え絶えではあるが、かろうじて翔ひろ人とは生きていた。

「し、死ぬにはまだ早い……これは終わりではなく始まりにすぎない。俺はフィーリーフが武道館でライブをするのも夢ではないと思っている……！」

「ブドウカン？」

「何だそれは」

「聞いたことないね」

　三人の少女のきょとんとした表情に、翔ひろ人とはようやくここが異世界であることを思い出した。

「えーと……なんていうかこう、誰もがそこに立つことを夢見る、憧れの場所っていう感じなんだけど」

「なるほど、わかりました。私の使命はアイドルとなって世界中の魔物をドルオタにし、平和な理想の地ブドウカンへと至ること……そのための、今日が第一歩なのですね！」

「え？　あ、うん。そ、そうかな？　そうかも」

　勘違いしたまま真剣に頷うなずくフィーリーフを見て、翔ひろ人とは訂正するのを諦めた。

　真実にどれほどの意味があるだろう。重要なのは、翔ひろ人との言葉によってフィーリーフが勇気づけられたということなのだ。

「さて。我々はさっさと客席に移動するぞ」

「うう……頑張ってフィーリーフ！　大丈夫、落ち着いてやれば君ならきっと上う手まくいく！　俺がいつでも見守っているからね！」

「はい！　頑張ります！」

　初めて大舞台に立つフィーリーフが心配でたまらない翔ひろ人とは、ガルナに襟首を摑つかまれ、半ば引きずられるようにしてその場を後にした。




　数分後、ステージの前は人でごった返し、芋を洗うような騒ぎになっていた。

　今か今かと開始を待っているせっかちな者も居れば、壁や柱に寄りかかって悠然と待つ者も居る。

「ドルオタさん、もっとフィーリーフさんを近くで見なくていいの？」

　ラニが不思議そうに尋ねると、翔ひろ人とはぶるぶる肩を震わせながら半泣きで答えた。

「いや、確かにね。確かに俺も、フィーリーフの晴れ舞台を最前ドセンで見たいという気持ちはあるよ。あるんだけど……」

「サイゼンドセン？　おいドルオタ、何だそれは」

　ガルナが耳慣れない単語を聞き返す。

「最前列のセンター、つまりど真ん中って意味で……要は一番いい場所のこと！　でもよく考えたら、俺は関係者だし。今まではなあなあで済ませてたけど、本来、集まってくれたお客さんを差し置いて、運営側の人間が一番いい席を取るわけにはいかないの！」

　べらべらと自分のこだわりを喋しやべりまくる翔ひろ人とに、ラニは怪け訝げんそうな顔をする。

「お客さんって……みんな町を守るために集まったのであって、別に客じゃないよ。それにわざわざ最後列に立つのも極端だと思うけど？」

「いいんだよ！　魔物を食い止める位置としてはここが最前線なんだから、これでいいの！」

「泣くくらい怖いならもっとフィーリーフの近くに行けばいいだろうが……」

　やがて舞台上にフィーリーフが姿を見せると、集まった町の人々からは大きな歓声と拍手が巻き起こった。

　昨日の騒ぎを直接見聞きした者はもちろん、尾ひれのついた噂うわさ話ばなしを耳にした者も少なくない。今やこの町で『希ア望イのド灯ル』フィーリーフは知らない者のない存在なのだ。

「お集まりいただきました皆様、こんにちは。初めましての方は、初めまして。エルフのフィーリーフと申します」

　フィーリーフは今までのライブをはるかに超える人数を前にしても物もの怖おじせず、堂々とした態度だ。

　挨拶の声も淀よどみなく、観衆の最後列までよく通っている。

「本日、ここティーサメノの町では、皆さんが一丸となって魔物の侵攻を迎え撃つこととなりました。まずは、大急ぎでこの舞台を整えてくださった、ドワーフのラニさんに感謝を」

　フィーリーフがラニに向かって一礼すると、客席からぱちぱちと拍手の音が響いた。

　翔ひろ人とがこっそり窺うかがうと、ラニは申し訳なさと気恥ずかしさが入り交じったような、複雑な表情を見せていた。

「そして、お集まりいただいた皆さんへの感謝、この先の平和への祈りを込めて。この世界の希望の灯ひとなるべく、歌を歌わせていただきたいと思います」

　期待していた観客からも歓喜の声が上がり、翔ひろ人とは感極まって叫んだ。

「フィーリーフ前説うますぎ！　天才か！」

　呼びかけられたフィーリーフは、にこりと笑って手を振る。

　翔ひろ人とは身み悶もだえして、隣に立つガルナに興奮気味に捲まくし立たてた。

「見た？　見た？　今の、個別レスだよ！」

「コベツレス？　何だ、それは」

「このたくさん居る観客の中から俺だけに合図をくれたということさ……間違いない。今、完全に目が合ったからね」

「……当たり前だろうが、知り合いなんだから」

　翔ひろ人とが何を興奮しているのかガルナには全くわからないが、これは無理もないことだった。

　翔ひろ人とはフィーリーフとプライベートの時間を共に過ごしてきた。ライブも応援した。

　しかし、やはり大きなステージに立つ推しの姿はドルオタにとって特別な存在なのだ。

　やがてフィーリーフが最初の一曲目を歌う姿勢に入ると、どこからともなく笛の音や太鼓をたたくような音が流れ始めた。

　それはステージ脇に置かれたフラスタからフィーリーフに注がれる、精霊応授セイズによって鳴る音だ。翔ひろ人とは、自分の仕事がこの場で役に立っていることを再確認し、何とも言えず誇らしい気持ちになった。

（これでいい。何がかかってきたとしても、フィーリーフならきっと勝てる……！）

　大きく息を吸い込んだフィーリーフの歌声がステージの上から響き始める。

　ある者はうっとりと目を閉じて、ある者は食い入るように歌姫の姿を見つめて、熱心にその歌声に聞き入った。

　むろん翔ひろ人とも歌声に合わせ、ノリノリでサイリウムを振っている。

（うおおおお、尊すぎるぜフィーリーフ！　もっとよく見るために目があと三個くらい欲しい！　耳も六つくらい欲しい！　あっちくしょう、自分の心臓の音がうるさい！　フィーリーフの歌に専念するために止めたいぜ！）

　だが、その時。

「む……」

　ガルナの顔つきが急に険しく変化した。

　半狼人ワーウルフのガルナの耳は、単純な聴力に加えて聞き分けにも優れる。ライブの大音量に紛れて地鳴りのように響いて近づいてくる何者かの足音、そして空を割いて近づく翼の音を敏感に察知したのだ。

「気をつけろ！　来るぞ！」

　次の瞬間、一つの飛ひ翔しよう物ぶつがステージ上空を横切った。

　地上を走るその影を追うのは、鼻息も荒く突進する猪オ豚ー人ク、そして巨大な体たい軀くを誇る巨オ鬼ー人ガの軍団だ。

　興奮に鼻息も荒く、半狂乱になって迫りくる集団に翔ひろ人とは竦すくみあがる。

「ひい……数かず多おおっ……勢いヤバっ……」

「腰が引けているぞドルオタ！」

「わ、わかってるよ……おおお、お願いしまぁああす！」

　半泣きになりながら声をかけると、ドヴァリが雷のような声で応じた。

「よっしゃあ！　野郎ども、構えろ！　ドワーフの意地、覚悟を見せつけてやろうや！」

「「「おうさあ！」」」

　号令に応じ、横並びになったドワーフの集団が前に出る。

　各おの々おのの持つ鉄塊はごく短い精霊への祈りで鉄の盾と化し、さらに引き延ばした鋼線はめきめきと音を立てて鉄条網へと作り替えられた。

「来るぞぉー！」

　ついに、魔物の集団が町の端に到達した。

　ドワーフたちは鉄の盾でステージへ向かおうとする猪オ豚ー人クと巨オ鬼ー人ガの進行を食い止め、さらに投と網あみのように投げかけた鉄条網で動きを封じた。

　翔ひろ人とが視線を落とすと、サイリウムはこのタイミングでやはり光を失っている。

　結局、このサイリウムの中に宿る精霊が光をもたらす条件は摑つかめていないままなのだ。

（くそ……どうしてこう、肝心な所で！）

　どれだけ役に立てるかわからないが、翔ひろ人とは後方からドワーフたちの背中を押した。

　ガルナやラニ、町の人々も加勢して魔物たちの勢いを食い止める。

　まるでアイドルのステージ前で熱狂するファンを押しとどめる警備員のような有あり様さまだが、これこそが、舞台に立つフィーリーフの歌声を十分に活いかすための作戦だった。

（これでいい。ここで魔物を食い止めながらフィーリーフの歌を聞かせて、正気に戻す！）

　そのはずであった。

　最初に異変に気がついたのは、最前線に立って指揮を執っていたドヴァリだった。

「まずい、小鬼人ゴブリンだ！」

　小柄な小鬼人ゴブリンが、人々の股下やバリケードの隙間を潜くぐり抜ぬけて次々と内部に侵入し、手にした石せき斧ふで襲い掛かってくる。

「ぐわっ！」

「い、痛てぇなこの野郎！」

　内と外の両方に応戦しなければならなくなり、ドワーフの守りの陣形が崩れ始める。

　戦い慣れていない市井の人々はあっという間に逃げ腰になり、パニック状態だ。

　そして翔ひろ人とはこの光景に、他の者とはまた違う衝撃を受けていた。

「う……噓うそだろ？」

　先陣を切って暴れまわっている小鬼人ゴブリンの手にしたもの、見覚えがあった。

　翔ひろ人とのサイリウムを模し、木の棒に緑の蔦つたを巻きつけたものだ。

　そこに居るのは間違いなく、あの日森の中で友となり、二度と人を襲わないとフィーリーフに誓ったはずの小鬼人ゴブリンたちだった。

「確かに、確かに君とは再会を願ったよ！　でも、こんな形のものじゃないだろ!?」

　フィーリーフの歌声に魅了され、アイドルの素晴らしさを知ったはずの彼らが、再び無意味に人々を襲う魔物と化しているのだ。

「小鬼人ゴブリンさん……どうして……！」

　ステージの上のフィーリーフも、この事実を目まの当あたりにしてショックを隠せない様子だった。

（しまった）

　小鬼人ゴブリンたちの襲来をフィーリーフに見せるべきではなかった。

　心を通わせたはずの者を再び暴力の虜とりこにし、フィーリーフに衝撃を与えるのがメノギオルの狙いだとしたら、それは完全に成功してしまっている。

　混乱しつつも振り下ろされる石せき斧ふや棍こん棒ぼうを避けて後ずさる翔ひろ人とは、同じく後退したガルナとラニと揃そろって背中合わせになった。

「どうする？　数的に想定よりだいぶ多いよ、これ。近隣の魔物も全部集まってるっぽい」

「仕方がない。こうなれば、小鬼人ゴブリンどもだけでも私が片付けて……！」

　そう言いかけたガルナが顔を歪ゆがめた。

　五匹の狼おおかみが、鋭い牙を剝むき出だしにしてドワーフたちに食らいついている。ドワーフも必死に身を守っているが、狼おおかみの強きよう靭じんな顎の力は金属の盾や鎧よろいさえも歪ゆがめ、骨まで嚙かみ砕くだく勢いだ。

「やめろ、お前たち！」

　一喝と共に狼おおかみの一匹を摑つかんで投げ飛ばし、ドワーフを下がらせる。

　投げ飛ばされた狼おおかみも素早く起き上がって体勢を整え、五匹はガルナを囲んでぐるぐると回り出した。

「……元気が有り余っているなら私が遊んでやる。久々に嚙かみ合あいの喧けん嘩かをするか！」

　好戦的な言葉とは裏腹に悲痛な表情で、ガルナは家族同然の狼おおかみたちと対たい峙じした。




　一方、集団の頭上を横切った影は、翼をはためかせながら悠々とステージへ降り立った。

　それはあまりのことに声を失って立ち尽くすフィーリーフの前に立ち、正面から向かい合う。

　魔竜王女メノギオル。

　翼を折りたたんだ彼女はフィーリーフに向かって余裕たっぷりに微笑し、ステージの上から、その場に集つどった者へ高らかに自らの名を告げる。

「汝なんじら。惰弱な者どもよ、聞くがいい。我の名は魔竜王女メノギオル。この世界の全てを無に帰す者だ」

　脅しではなく、心底の本音として発されたものであった。背筋をぞくりと震わせる本物の殺意の重みが感じられる。

「寝ぼけたことを言ってんじゃねえ！」

「返り討ちにしてやらあ！」

　ドヴァリらドワーフの一団が怒号を上げる。

「さあ、滅亡の時は来た。汝なんじらの最さい期ごを我が直々に、華やかに彩いろどってやろう！　光栄に思うがいい！」

「ま……待ってください！」

　両手を広げ、フィーリーフが声を振り絞ると、メノギオルは流し目気味にそちらに視線を向ける。

「私は、貴方あなたにお聞きしたいのです！　どうしてこんなことをするのですか？　魔物を操り、無意味な破壊をさせる目的は何なのですか!?」

「何だと？」

「お教えください。何か、やむにやまれない事情があるのならば、我々も協力して解決を目指してもいいのです！」

「フィーリーフ……！」

　思いもよらない平和な提案に、翔ひろ人との顔が綻ぶ。

（君はどんなに恐ろしい相手でも、話し合いでの解決を諦めないんだね。フィーリーフ……！）

　メノギオルと戦い、いかにして勝つかということばかりを考えていたその場の面々にとっても、これは驚きの展開だった。

　魔物たちは皆、自分の意志に反して破壊活動を強制されている。その大本たるメノギオルさえ説得できるならば、無意味な争いをする必要はないのだ。

　この問いに、メノギオルは指先で唇をなぞり、くすりと不敵に笑った。

「下らぬ質問だが……確かに、汝なんじらに理由を告げたことはなかったやもしれぬ。良かろう、知りたくば教えてやろう」

　翔ひろ人とは密ひそかに息を吞のみ、拳を固く握った。

（よし、少なくとも話ができる。交渉の余地がある！）

　だが、続くメノギオルの返答はフィーリーフと翔ひろ人とを啞あ然ぜんとさせた。

「好きだからだ」

「は……？」

「我は、混こん沌とんと戦乱の世をこそ好む。あとは、美少女もだが……平穏な世界など退屈でたまらぬ。故に、滅ぼす。理由としては以上だ。他に、何か質問はあるか？」

　翔ひろ人とは固まったまま、ゆっくりとメノギオルの言葉の意味を理解しようと努めた。

　だが、不可能だった。

（これはきっと、理解したところで、どうにもならない……！）

　今まで出会った人々は概おおむね翔ひろ人とと変わりない倫理観を持っていたので、こうした可能性を無意識に排除していたが、本来世界が違えば当然にあり得ることであった。

　つまり、根本的に倫理の基準そのものが違う。

　メノギオルの願望はあまりに空虚で、原始的な欲求に根差している。

「滅ぼしたいから滅ぼす」のだ。翔ひろ人ととは全く異なった倫理の元に、やりたいことをやっているだけなのだ。そのための犠牲となる存在についても完全に無視している。

　それはすなわち、メノギオルに対しては説得も交渉も不可能ということを意味していた。




　舞台上ではフィーリーフも激しい衝撃を受け、思わずその場に座り込んでいた。

　どんな人とも話し合えば最後には通じ合える、心底争いを望む人など居ないのだと信じてきたフィーリーフにとって、メノギオルは生まれて初めて出会う理解不能な存在であった。

　一体この状況で、自分に何ができるというのか。

　打ちひしがれたエルフの少女をあざ笑うように、メノギオルは歌唱を開始した。

「あ……あ、う」

　フィーリーフは慌てて歌唱を再開しようとするが、もはや呼吸さえおぼつかない。

（くそ、もっとちゃんと考えるべきだった！）

　戸惑うフィーリーフの姿を目まの当あたりにして、翔ひろ人との心は後悔でいっぱいだった。

　フィーリーフはいつも前向きで明るい。だからこそ、一度心が折られてしまったら立ち直るのは難しい。

　メノギオルがフィーリーフを闇に引き込むと言った意味、取ってくる手段、その対抗策まできちんと考えていれば。

　しかし、今更それに気がついたところでどうにもならない。

「フィーリーフ！　頑張れっ、負けるなぁあああ！」

　翔ひろ人ともできる限りの叫び声を上げるが、メノギオルの大声量の歌声、入り乱れる魔物の咆ほう哮こう、民衆の悲鳴によってかき消され、届きはしない。

「くそ。ダメだ、フィーリーフに声が届かない……！」

　そうしている間にも、舞台の前ではみるみるうちに戦況が悪化していく。

　バリケードを抜けた猪オ豚ー人クが町民の一人を床に叩たたきつけ、慌てて止めに入った者も別の猪オ豚ー人クに突き飛ばされて地面を転がる。

　巨オ鬼ー人ガの棍こん棒ぼうの一撃を受けたドワーフたちが、鉄の盾ごと吹き飛ばされて次々と宙を舞う。

　ドヴァリは多量の小鬼人ゴブリンにまとわりつかれ、身動きが取れなくなって憤ふん怒ぬの声を上げている。

「あ、ああ……」

　翔ひろ人とは愕がく然ぜんとしていた。

　りゅみたんのために真っ先に声を上げられなかったあの後悔から、翔ひろ人とはいざという時に声を上げることを躊躇ためらわずにやってきた。

　フィーリーフのために必死で走ったし、フラスタも用意した。ドルオタとしての責務はこなしてきた。

　だが、それだけではダメなのだ。ドルオタではこの状況を解決できない。

　為なす術すべもなく立ち尽くしていると、乱戦の中から飛んできた石片が翔ひろ人との額を打った。

「痛っ……！」

　額が薄く裂け、血が流れる。足の力が抜けて翔ひろ人とはその場に座り込んだ。

　翔ひろ人とはこの世界に来てから今まで、運良く大きなケガは免まぬがれてきた。

　しかし、ここはもはや戦場。今この瞬間に命を落とさない保証などどこにもない。

　そのことに気がついた途端、身体からだの震えが止まらなくなってしまった。

「ドルオタ！　早くフィーリーフを救え！」

　休みなく襲い掛かる狼おおかみたちに苦戦しながら、ガルナが声を張った。

「そ、そう言われても……」

　ドワーフたちの盾の守りは完全に崩され、さらに多くの魔物が次々と町の中へと入ってくる。

　既にメノギオルの歌声に魅了された町民は熱狂してヘドバンし、そうでない者は魔物に追われて悲鳴を上げながら逃げ惑っている。

　作戦は完全に失敗だった。

　そもそも自分たちは、元々敵かなうはずのない相手と戦っているのではないかとさえ思えてくる。

「もう、何をどうしたらいいのかわからないよ……」

「何？」

「俺は勇者なんかじゃなくて、ただのドルオタで……せめて、フィーリーフに声援を送ることだけは頑張ろうと思ってた。でも、声が届かないと何の役にも立たないんだ……」

　絶望感から言うべきではない本音が零こぼれる。

　その様子を見たガルナは一度舌打ちしかけ、止やめた。

「おい、聞けドルオタ。お前ははっきり言って妙な奴やつだ。妙というか、変だ。かなりおかしい」

「何だよいきなり……知ってるよそんなことは……！」

　突然の罵倒もただ受け入れるのみである。泣なきっ面つらに蜂とはこのことだが、今の翔ひろ人とには反抗する気力がない。

「別に貶けなしているわけではない！」

「え？」

　予想外の言葉に思わず聞き返す。ガルナは、襲い掛かる爪と牙を躱かわしながら真剣な表情で語っていた。

「変、ということが、悪、ではないだろう。実際お前は、時に私には思いもよらないことをやり遂げる力もある」

「ガルナ……？」

「どうせなら、最後まで諦めずにおかしな力を発揮してみせろ。少なくともフィーリーフにとって、お前は異世界から来た勇者なのだろうが！」

「もしかして、俺を励ましてる？」

「フン」

　肯定も否定もせず、ガルナはただ鼻を鳴らした。しかしそれだけで、すっかりぼやけていた翔ひろ人との意識は覚醒を始めた。

　不意打ちのぶっきらぼうな優しさは、時にどんな励ましよりも心を打つ。

「ボクもまだ会ったばっかりだけど、ドルオタさんは変だと思うよ」

　ガルナに触発されるように、ハンマーを振り回して群がる魔物を追い払いながらラニも声を上げる。

「でも、怒ってるパパに正面切って物を言える人なんてそう居ないから……その度胸は誇ってもいいんじゃない？」

「……ありがとう、ラニ。でも今は、度胸だけあってもどうにもならないというか……」

　褒められても素直に受け止められず、逆に自分を蔑むようなことを言ってしまう。

「だったら、どうするかまた考えるんだね」

「え？」

「フィーリーフさんは、まだアイドルとして頑張っている所でしょ。ドルオタさんはドルオタとして頑張るんじゃないの？」

　ふいに、今までフィーリーフと過ごした場面の数々が鮮やかに蘇よみがえる。

　翔ひろ人とに向かってアイドルになることを誓い、拳を突き出して見せた笑顔。

　初めてのライブを終えて、目に涙を浮かべ、手を取り合って喜んだこと。

　初めてガルナと会った時、自分が大切にするものを馬鹿にされるのは許せないと怒ってみせた強さ。

　二人で夜の月を見上げ、語り合った時間。

　必死に走ってフラスタを届けた時の安あん堵どの表情。

　そして、昨夜のフィーリーフの言葉。

『世界中で、自分にしかできないことがあるというのは、幸福なことだと思うのです』

『だから私は、怖くても投げ出さずに挑んでみたいです』

　翔ひろ人とは思わずハッとして自分の頰を叩たたいた。

（そうだ、考えろ。俺にしかできないことがあるはずだ。ドルオタが推しのライブを漫然と見過ごすなんて、あっていいわけがない。フィーリーフは今戦っているんだぞ！）

　転んだのならば起き上がる。取りこぼしたのならば拾い上げる。

　望みが断たれたことを嘆くより、これから何を成すべきかを考えればいいのだ。

　ぶっきらぼうな優しさと鋭い指摘、そしてフィーリーフとの思い出によって、翔ひろ人とは本来持つ粘り強さを取り戻した。

　真剣な面持ちで舞台を見つめ始めた翔ひろ人とを見て、ガルナとラニは顔を見合わせ、微笑ほほえみ合った。

　一方ステージの上では楽曲が間奏部分に差し掛かり、メノギオルは悠然とフィーリーフを見下して勝ち誇ったような微笑と共に指さしている。

「汝なんじは希ア望イのド灯ルを自称しているようだが……そんなものには何の意味もない。この我こそが、絶ア望イのド淵ルであるが故に」

「あなたが、アイドル……!?」

　フィーリーフの顔に浮かんだ戸惑いは怯おびえに、そして明確な恐怖へと変わっていく。

　アイドルが人々の心を癒いやし、希望を齎もたらすならば、全く逆のことも可能。つまり、人々から生きる気力を失わせ、絶望へと叩たたき落おとす邪悪なカリスマ──闇のアイドルになることもできるのだ。

　翔ひろ人とはこの可能性を頭から放棄していたが、メノギオルがまさにそうした存在であることは疑いようもない。実際、観客の一部は目の色を変えてメノギオルに歓声を送り始めている。

「さあ、絶望に身を委ねるがいい。汝なんじは特別に、側近として我が居城に招いてやろう」

「うう……」

「愛うい。怯おびえる表情もなお美しい。ふふふ、これはやはり常に傍そばに置いておきたいものよ」

　微笑を浮かべて迫りくるメノギオルに、フィーリーフは完全に追い詰められていた。




　窮地のフィーリーフを前に、翔ひろ人とは一つの覚悟を決めていた。

（俺は今、ただのドルオタから、一歩先のドルオタへ進化する必要がある！）

　翔ひろ人とは、とにかく一刻も早くフィーリーフの元へ駆けつけるべきだと判断した。

　そのために必要なのは何か、今の自分には何があるか。答えは一つだ。

「頼む。二人とも協力してくれ。今すぐフィーリーフのところへ行きたい！」

　ガルナとラニ。この世界にやって来て出会った、頼れる仲間。

　自分だけではできないことも、この二人と一緒ならば、あるいは。

「そう言われても、この状況ではな……！」

　翔ひろ人ととステージの間は距離にして四、五〇メートルというところだが、今や無数の小鬼人ゴブリン、猪オ豚ー人ク、巨オ鬼ー人ガによって蹂じゆう躙りんされ、うかつに踏み込めない。

　さらに、ステージ上のフィーリーフはメノギオルの放つ圧に押され、じりじりと後退しつつあった。

　このままでは完全にライブが乗っ取られるのも時間の問題、のんびりと作戦を立てている余裕はない。

「あそこまで行ければいいの？」

　帽子のつばを軽く押さえたラニが舞台を指さすと、翔ひろ人とは黙って頷うなずく。

「距離は……五〇アルク程度か。任せて」

　言うが早いか、ラニは客席で魔物相手に苦戦しているドワーフたちに大声で呼びかけた。

「パパ！　みんな！　『火急柱』全員で行ける!?」

「ああ!?　何言ってんだお前、こんな時に！」

　興奮したドヴァリが応じる。

「お願い！　どうしてもいま必要なんだ！　せえー、のっ！」

　ドワーフたちはラニの掛け声に合わせ、全員が勢いよく床に手を突いて叫んだ。

「「「固き石の結び解け、堂々聳そびえ立たて！」」」

　石の精霊が呼びかけに応じ、異変が生じる。床石がめきめきと音を立てて高くせり上がり、瞬またたく間まにいくつもの細い石柱が出来上がったのだ。

　暴れまわる魔物たちは一瞬面食らったが、それが単なる石の柱とわかれば途端に興味を失なくし、また観客を襲い始めた。

「なるほど。これならば！」

　ガルナは取っ組み合っていた狼おおかみの一匹を突き放すと、翔ひろ人とを小脇に抱え、柱を垂直に駆け上がる。

　ドワーフたちが作り出した柱は即席の簡素な柱。しかし上に上がってしまえば、それは飛び石のように点々とステージへ続く足場となる。

「なんかアクションゲームみたいなことになってる！」

　抱えられるがままの翔ひろ人とは思わずそんな感想を抱いた。

　これがゲームならば、操作キャラクターは翔ひろ人とではなくガルナだろう。半狼人ワーウルフは野生の獣じみたバネを発揮して跳躍を繰り返し、舞台へと近づいていく。

「む。あと一歩が足りん……！」

　飛び石の端までたどり着いても、まだステージ上に一飛びではたどり着けないほどの距離がある。

　眼下を一ひと睨にらみしたガルナは、翔ひろ人との体を頭上へと抱え直した。

「よしドルオタ、走れ。お前が自らの力でサイゼンドセンへたどり着くのだ！」

「え？　いや、ちょっと待っ」

　拒む暇もなく、投とう擲てきは実行された。翔ひろ人との体が宙を舞う。

「うおおおおお!?」

　翔ひろ人とは猪オ豚ー人クの頭を踏み、巨オ鬼ー人ガの背を渡り、小鬼人ゴブリンの掲げた石せき斧ふの上を駆けた。

　無我夢中の死に物狂いであった。

　人々はその目に見た。雄たけびを上げ、魔物の群れの上を駆け行くドルオタの姿を！

　そして両手を広げ、翔ひろ人とはついに熱気渦巻くステージの上へと到着したのだった！




「む……!?」

　不測の事態にさしものメノギオルも歌唱を中断するが、精霊が奏かなでる激しい演奏だけは継続している。

「ヒロト様……ヒ、ヒロト様？」

　フィーリーフは思わず翔ひろ人とに呼びかけ、目が点になった。

　翔ひろ人とがいそいそとステージから降り、客席の先頭列まで下がったからである。

「「「何な故ぜ降りる!?」」」

　協力してわざわざ翔ひろ人とをステージまで送り届けたほぼ全員が思わず同時にツッコんだが、翔ひろ人とは振り返って大声で返答した。

「勘違いしないように！　ステージに立つのはあくまでアイドルです！　俺はアイドルではなくドルオタだから、近寄るのは最前ドセンが限度、それ以上はマナー違反だよ！　皆もそこを間違えないでほしい！」

　その場にいる誰も、この宣言にはツッコむことができなかった。

　ドルオタのマナーなど誰も知らず、何が真しんで何が偽ぎであるのか、誰も判別できなかったからである。

　ドルオタ当人がそう言うのならばそうなのだろう、と納得せざるを得なかったのだ。

「……ドルオタとやら。はるばる異なる世界よりこの地に呼び出された者だそうだが、汝なんじもまた我が贄にえとなるか？」

　翔ひろ人とは、竜の王女の値踏みするような視線に正面から向き合った。

　精神を押しつぶすような威圧感を感じる。

「それとも、この我に勝つ算段でもついているのか？」

「ついてる！」

　翔ひろ人とは堂々と宣言し、観客たちがざわついた。

　翔ひろ人とにとって、相手が王であろうと神であろうと関係はない。ドルオタが真の意味で敬服するのは自分の推しのみなのだ。

「くくく……ふふっ、はははは！　虚勢もそこまで張り通せれば大したものよ！」

　メノギオルは哄こう笑しようする。

　希望を持つ者を完膚なきまでに叩たたき落おとすことこそ、彼女にとっての最大の愉悦なのだ。

「では、わかりやすく絶望させてやろう。これならばどうだ？」

　メノギオルが、両手を大きく天に掲げると、黒い風が巻き起こる。それは連なり、束ねられて、竜巻にも似た巨大な精霊応授セイズの渦を作り上げた。

　メノギオルが得意とするのは闇の精霊の力。光あるところは常に闇がある。闇とは世界に溢あふれている力なのだ。

　地面が剝がれ、周囲の建物の壁が割れ砕け、宙に舞い上がっていく。

　人々は必死に周囲の瓦が礫れきや互いの身体からだにしがみつき、吹き飛ばされないように耐えた。

　巨大な巨オ鬼ー人ガでさえ蹲うずくまって頭を抱えている。

「何だ、この力は……！」

「こんなの……勝てるわけない……！」

　ガルナも、ラニも、その場の誰もが絶望に立ち尽くし、身動きができなかった。

　あまりに膨大な精霊応授セイズの奔流は、一瞬にして無数の黒い刃へと変じていた。降り注ぐだけでこの場の全員を串刺しにできる数である。先ほどまでメノギオルの放つ熱狂に浮かされていた観客さえも急速に冷静さを取り戻し、怯おびえに吞のまれつつあった。

　だが、逆にメノギオルは焦じれた。

　この場のすべての生命を刈り取るのは、メノギオルにとって軽く指を鳴らす程度の簡単な仕事だ。

　だが、翔ひろ人とは顔色一つ変えずにそこに居た。

　初めて出会った時も今も、終始怯おびえて逃げ隠れしていたはずの男が、そこに立っていた。

（……この我の力を前にして、ドルオタがいまだ平然としているのはいかなることか。不可解なものを不可解なままに行動し、足元をすくわれるほど愚かなことはない）

　メノギオルは確認せずにはいられなかった。

「いつまでそうして虚勢を張り続ける。心の底では、我を恐れているのであろう？　今すぐこの場から逃げ出したいほど怯おびえているのであろう？」

「いや……」

　首筋に無数の刃を突きつけられても、翔ひろ人とは震えていなかった。

「怖くない。そしてアイドルが戦い続ける限り、ドルオタは逃げない」

「ヒロト様……！」

　絶体絶命の危機に瀕ひんして笑みさえ浮かべる翔ひろ人との姿を前に、フィーリーフは立ち上がった。

　それを視界の端に捉えたメノギオルは、ますます高まる奇妙な焦あせりと苛いら立だちに顔を歪ゆがめ、なおも翔ひろ人とに迫る。

「噓うそを吐つくな。汝なんじが恐れを認めなければ、このまま八つ裂きにするまでよ」

　この最後通告に対しても顔色一つ変えず、それどころか翔ひろ人とは肩を竦すくめて首を横に振った。

「いや、全っ然怖くないし。なんならさっきまでの、歌を歌ってた時のあなたの方がまだ怖かったかもしれないな」

「なん、だと……！」

　これは、かわいさバトルの土俵にメノギオルを引き込むための、翔ひろ人とにとって一世一代の大芝居であった。

　そして、翔ひろ人とは一歩前に踏み出した。突きつけられた刃が薄く皮膚を裂く。

　翔ひろ人とは常人だ。痛みにも苦しみにも、普通の人間と同じように弱い。

　だが推しのためならば、怖さだけは勇気で塗りつぶせる。

（今なら、俺は……本物の勇者になれる！）

　アイドルが絶望から人々を掬すくい上あげる希望の灯ひであるならば、ドルオタもまた、アイドルに希望を捧ささげる勇者でありたい。

　それが今の翔ひろ人との正直な気持ちだった。

　そして、その時。

　翔ひろ人とが両手に握りしめたサイリウムから、爆発するような勢いで眩まぶしい光が溢あふれだした。

　真っすぐに伸びた光の柱は、空を覆う黒雲へと突き刺さった。

「は……ちょおおおおおおおっ　何、何!?　光りすぎ光りすぎ！　ストップストップ！」

　翔ひろ人とが慌ててサイリウムを振り回すと、眩まぶしい光が縦横無尽に周囲を照らし出す。

　その光によって暗雲が切り裂かれ、周囲に漂っていた無数の闇の刃も次々と消滅していく。

「な、何をしている!?」

　メノギオルは狼ろう狽ばいした。

　闇の精霊が求めるものは絶望であり、恐怖だ。

　人々が恐怖するほどメノギオルは力を増す。

　だが、先ほどまで魔物の襲撃に怯おびえていた人々も、魔物たちも、みな翔ひろ人との振り回す異常な光に目を奪われ、呆あつ気けに取とられていた。

「光の剣……？」

「聖なる光の剣だ！」

「世界を救う勇者の、聖なる光の剣だ！」

　町の住民たちが口々に勝手なイメージを膨らませ、絶望を捨て、恐怖を忘れ始めた。

　結果、闇の精霊応授セイズを受けられなくなったメノギオルは急速に力を失い始めている。

（馬鹿な。このままでは、この我が精ニ霊イ枯ドを起こす！　よもや、これがドルオタの真の力だというのか……!?）

　メノギオルの額を汗が伝う。




　だがこの時、実は翔ひろ人とも自分の成し遂げたことに仰天していた。

　今ならば分かる。このサイリウムの中に宿っている精霊が求めているのは、『勇気』だ。

　翔ひろ人とが恐怖に怯おびえている時、光は失われる。翔ひろ人とが恐怖に打ち勝てば光り輝く。

　そんな単純明快な仕組みだったのだ。

　サイリウムは勇気の証あかしなのだ。

（予想外だったけど……まあ、結果が良ければ、良し！）

　開き直ってのびのびとサイリウムを振り回す翔ひろ人との額には爽やかな汗が浮かんだ。




　一方、激しく自尊心を傷つけられた竜の王女は、わなわなと拳を震わせながら翔ひろ人とを睨にらみつける。

「そうか……フフ、そうか。ならば良い。望み通り、我は歌によって汝なんじを絶望させる！」

（よし！　かわいさバトルに乗ってきた！）

　メノギオルが再び歌唱を再開したその瞬間、翔ひろ人とは叫ぶ。

「今だー！　フィーリーフ！」

「はっ!?」

　呼びかけられて我に返ったフィーリーフも負けじと声を上げる。

　たちまち特設ステージは、二人のボーカルが互いに主導権を争う異様な戦場と化した。

　精霊の力を宿す歌声がぶつかり合い、そこかしこで光と闇が生まれ、弾はじけて消える。

　魔物たちは、再びその精神を支配しようとするメノギオルの歌唱と、それを打ち消すフィーリーフの歌唱の狭はざ間まで揺れ動いた。

　しかし、やはり現実として、メノギオルの力はフィーリーフを上回っていた。

　フィーリーフの歌声がかき消され、霞かすんでしまう。

（まだ、何か一手足りない……！）

　何が足りないというのか、これ以上何をすればいいというのか。翔ひろ人とは焦じれた。

　その時。

　メノギオルに対抗しようと苦しげに声を振り絞るフィーリーフの表情を目まの当あたりにして、翔ひろ人とはハッと息を吞のんだ。

「……そうか。そうだったんだ」

　昨夜、フィーリーフと会話した時の違和感。

　翔ひろ人とはようやくその正体に気がついた。

　重い使命に押しつぶされそうになりながら立ち向かうフィーリーフは、尊い。だが、その真面目さ、責任感が、今はフィーリーフの魅力を縛る枷かせともなっている。

　フィーリーフの歌や踊りが、種族の違いさえ超えて人々を魅了する理由は何なのか。そもそも、アイドルが人々へ希望を齎もたらす理由は何なのか。

　それは、アイドルがステージの上に立つことを誰よりも楽しみ、きらきらと輝いているからではないか。その姿こそが人々に生きる力を、希望を与えるのではないか。

　そう考えた時、答えが見えた。

　ステージの上に立つことを、辛つらいこと、恐ろしいことだと思わせてはいけない。

　使命や責任という重荷をフィーリーフ一人に背負わせてはいけない。

（俺がやるべきことがわかった。俺たちがここに居ること、一緒に戦っていること、そして……もっと、ただひたすらに楽しめばいいということ。それをフィーリーフに伝えるんだ！）

　翔ひろ人とは振り返り、ガルナやラニ、ドワーフの面々、そして町の人々に向かって叫ぶ。

「客席のみんなー！　ここでコール・アンド・レスポンスだ！」

「こーる・あんど・れすぽんすとは何だ!?」

「そんな話聞いてないんだけど!?」

　動揺するガルナやラニの声を受け、我に返った翔ひろ人とは慌ててぺこぺこと頭を下げた。

「あっ……ご、ごめん、説明します。すいません、すいません」

「段取り悪いぞ！」

「ちゃんとやれ！」

　浴びせられる罵声に平謝りしながらも、気を取り直してもう一度叫ぶ。

「コール・アンド・レスポンスっていうのはつまり、会場のみんなもフィーリーフと一緒に歌うっていうこと！」

「「「ええっ!?」」」

　驚いたのは客席にいる観客たちだった。

　誰もが、観客に過ぎない自分たちがこの場で歌うとは思っていなかったのだ。

　当事者意識の欠如！　だが、翔ひろ人との一声によってその意識が切り替わった！

「いくぞお前らぁああああ!!」

　最前列の翔ひろ人とがサイリウムを高々と掲げると、灯ともった緑の光はステージの観賞を邪魔しない程度の適切な光量で輝いた！







　　♪深く落ちる帳とばりその緑「緑─！」

　　　透かし零こぼれる　ぬくもりは陽の光「光─！」




　最初のレスポンスは翔ひろ人と一人だけだった。

　だが、フィーリーフの祈りの歌は一度聞いただけでもメロディーを把握しやすく、末尾の単語だけならば覚えて返すのは容易。

　フィーリーフが客席に手を向けるたび、観客たちは翔ひろ人とを真ま似ねて次々と声を上げ始めた。

　いまだ事態を把握できていない魔物たちだけが、周囲を見渡し狼ろう狽ばいしている。




　　　誰もが待ちわびた花が開く「開くー！」

　　　いななきを　囀さえずりを遠とお吠ぼえを乗せて「乗せてー！」




　観客たちの手拍子、足拍子、コールの掛け声は徐々に揃そろい、一糸乱れぬ統率の取れたものとなっていく。その立役者は翔ひろ人との振るうサイリウムの輝きであった。

　音の進む速さは一秒間に約三四〇メートル。大きな会場で歌唱に合わせた手拍子やコールを行えば、演者との距離によってわずかなタイムラグが生じる。

　しかし光の進む速さは一秒間に約三〇万キロメートル！　サイリウムの光にタイミングを合わせれば、タイムラグなしに全員のリズムが揃そろうのだ！




　　「「ララライラ！」」手を打ち　足踏み鳴らせ

　　「「ララライラ！」」声を上げ　歌えや歌え




　一心不乱にサイリウムを振りながら、翔ひろ人とは今までにない感覚を味わっていた。

　ガルナも、ラニも歌っている。

　町の人々も、ドワーフたちも楽しげに体を揺らしている。

　フィーリーフは見た。

　先頭に立つ翔ひろ人とのサイリウムが、ここに居るぞ、と言わんばかりに輝いているのを。

　フィーリーフは聞いた。

　舞台前に集った人々から、自分が発したのと同じ言葉が何倍にもなって返ってくるのを。

　瞬間、フィーリーフは初めて小鬼人ゴブリンたちの前でライブを行った時のことを思い出していた。

　あの時フィーリーフは、今までに感じたことのない熱を感じ取った。

　体が芯から熱くなるような、熱狂が渦となって全身を包むような高揚。

　思い返せば、あの感覚があったからこそ、フィーリーフはアイドルとしてこの世界を救おうと決意できたのだ。
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（ああ。そうでした、ヒロト様。歌声は伝えるもの、歌唱は歌う者と聞く者があって成立するやり取り。だから、一人でないことに意味がある……！）

　今のフィーリーフは観客の全員と一体となっている。決して、すべて自分一人の力で世界を救わなくては、などと思い詰めなくていいのだ。

　義務ではなく、使命でもなく、ただここに集つどった人々と一緒に楽しくなればいい。

　心の内から湧き上がる喜びは、疲れ切ったフィーリーフの体を永遠に動かすエネルギーを与えてくれるようだった。

　歌声が人々の間に広がっていく。そして返ってくる。それは何よりも頼もしい声援であり、心地よい交流だった。

　そしてフィーリーフは、内から光り輝くような眩まぶしい笑顔を見せた。

　ハイトーンの歌声は天を衝つく勢いで伸び広がり始めた。

　ステップは軽やかに、周囲に舞い遊ぶ小鳥の幻を見せるほどに優雅に。柔らかな陽気の中、森の緑に包まれて遊ぶように健やかに。

　いつしか、メノギオルが連れて来た小鬼人ゴブリンたちも飛び上がって石せき斧ふを打ち鳴らし、巨オ鬼ー人ガは巨体を揺すってリズムに乗っている。町の人々も声を揃そろえて歌っている。

　ガルナに嚙かみつこうとしていた狼おおかみたちも、ガルナに額をこすりつけ、じゃれながら楽しげに遠とお吠ぼえを上げていた。

　フィーリーフの歌声は今や大きな波となって、この場を支配していた。

　その波に乗っていないのはただ一人。

「おのれ……調子に乗るのも大概にせよ！」

　苛いら立だちが頂点に達したメノギオルが、思わず歌唱を中断して叫ぶ。

「いいえ、乗ります！」

「なっ……!?」

　思いがけずフィーリーフに反論され、メノギオルは絶句した。

　つい先ほどまでメノギオルに圧倒され、涙目で震えていたはずのエルフの少女が、あろうことか正面から口答えをしているのだ。

　しかも、笑顔を浮かべて！

「調子に乗らせていただきます！　今日の私は、とってもアガルカラです」

「何だそれは！」

「ここに集つどったすべての生命をドルオタとし……約束の地、ブドウカンへ導いてみせます！」

「ま、全く意味がわからぬ。何を言っているのだ!?」

　メノギオルは茫ぼう然ぜんとし、いつしか歌うことを諦めていた。いまや観客全員がフィーリーフと声を揃そろえて歌っている。

　メノギオルの歌唱力は確かに圧倒的だが、それ故に、会場にいる一般客たちがその歌唱を模倣することも、追随することもできない。

　いくら精神を支配しようとしても、一体となって歌うことなど不可能なのだ。

（馬鹿な。誰も私の歌を聞く気がないというのか？）

　このような屈辱を受けたのは生まれて初めてのことであった。

　メノギオルの姿を見た者は例外なく、その美貌と圧倒的な力に魅入られるか、あるいは恐怖に慄おののき媚こびへつらうか、その二者択一。従わないものなど存在しないはずだった。

　それが今や、完全に支配していたはずの魔物たちまでも、メノギオルそっちのけでエルフの歌に参加しているのはどうしたことか。

「……つまらん。興覚めした」

　メノギオルが唐突に背の翼をばさりと一度振るうと、その体はふわりと宙に浮かび上がる。

「言っておくが、汝なんじらの相手をするのに飽きたので帰るだけだ。それ以上の意味は何もない」

「はい」

　翔ひろ人とは素直に頷うなずいた。異論を唱えても話が長引くだけだし、気が変わられても困る。

「だが、これで終わりだと思うな。真のアイドルは我のみであると……いずれ知らしめてやろう」

　恐るべき魔物の王女が羽ばたき、空へ消えていくのを、居合わせた者たちは固唾を吞のんで見守った。

「帰った……？」

「おい、帰ったぞ」

　やがて、あちこちから大きな歓声が上がった。

　慌てて振り返る翔ひろ人とにドヴァリが駆け寄り、ばしばしと肩を叩たたく。

「お前さんはまさに、この地に現れた勇者に相違ねえな！」

「いや、別に俺は」

「フフフ！　では、フィーリーフのことも認めるのだな」

　謙遜しようとする翔ひろ人との前にすかさずガルナが割り込んで問いただすと、ドヴァリは一瞬にして複雑な表情を作った。

「ぬ……ぐ……それは、しかしだな……」

「パパ。いい加減にしなよ」

　ラニに小突かれ、ドヴァリはヤケクソになって叫ぶ。

「ええい、ちくしょう！　わかった、認めるよ！　エルフの中にもいい奴やつは居るってことだ！　悪かったよ！」

　深々と頭を下げられたフィーリーフは、翔ひろ人とに視線を送ってくる。

　敬意を示してもらえるのは嬉うれしいが、今は他にすべきことがある……フィーリーフがそう訴えていることを表情から読み取り、代弁するように声を上げる。

「えっと……まずは顔を上げて。そして、よく聞いてください。腕を上げて、声を出して、飛び跳ねて、楽しみましょう！　ライブはまだまだ！　これからだ！」

「は？」

　目を点にしたドヴァリの肩を抱き、翔ひろ人とはステージに向き直る。

「だよね！　フィーリーフ！」

「はいっ！　皆さん！　ここからが本番です。心の準備は、いいですか！」

「「「「いいよぉおおおお!!」」」」

　すっかりノリを摑つかんだ声が客席から返り、ドヴァリは慌てた。

「いや、待て待てい！　まだ町の中に魔物が何体も居るんだ！　それを何とかせにゃあ」

「だからこそ、ですよ！」

　にんまりと笑いを浮かべ、翔ひろ人とはステージ脇のフラスタに走り寄って抱え上げる。

「行こう。そいつらも全員、ドルオタにする！」

「は……!?」

　止まらないライブの勢いそのままに、全員がその場から飛び出そうとしていた。

　先頭はフィーリーフと翔ひろ人と。すぐ後ろにはガルナとラニ。

　ガルナのお供の狼おおかみたちも、元気に飛び跳ねながら付いてくる。

　小鬼人ゴブリン、猪オ豚ー人ク、ドワーフが足並みを揃そろえ、巨オ鬼ー人ガが肩を組み、後に続く。

　町の人々は敵対意識をなくした小鬼人ゴブリンや巨オ鬼ー人ガに初めはおっかなびっくり接したが、一度声を揃そろえて一緒に歌った者同士、打ち解けるのに時間はかからない。

　全員が力を合わせ、これからすべきことも、理屈を超えたところで理解できていた。

「ヒロト様！」

　息を弾ませるフィーリーフが、大きな声で隣の翔ひろ人とに呼びかける。

「今のこの気持ち、何と表現したらいいのか迷っていましたが、相応ふさわしい言葉が見つかりました！　きっと、合っていると思うのですが！」

「えっ、何、何？」

「これが『ヤバイ』なのではないでしょうか!?」

　間近で見るフィーリーフの、弾はじけるような眩まぶしい笑顔に卒倒しかかり、翔ひろ人とは咄とつ嗟さに胸に手を当てて自分の魂がまだ体にあることを確かめた。

「ハアッ、フウ……！　うん。確かにヤバい。これはヤバい」

「やはり、ヤバイなのですね！　完璧に理解しました。もっともっとヤバイにしましょう！」

「しよう、しよう！　世界中の魔物をドルオタにしよう！」

「そして行き着く先は、ブドウカンですね！」

「そうだよ武道館だよ！」

　こうして、歌声を上げる集団は町へと繰り出した。

　後にこの地に築かれる石碑には、歌をもって町を襲った魔物の侵攻を止め、語り合って友好を築くという奇跡をもたらしたフィーリーフとドルオタ、そしてその仲間たちの名が刻まれることとなる。

　しかしそれは、まだ少し先の話であった。
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　メノギオルの襲撃、そして撤退の翌日。

　ティーサメノの町では、精霊祭と呼ばれる祭りの準備が慌ただしく進められていた。

　町にはまだ手付かずの瓦が礫れきが転がっており、傷の癒えていない負傷者も少なくない。

　このような状態ではしばらく祭りの開催を見送るべきでは、という声もあったが、町民による協議の結果、直ちに執り行われることとなったのだ。

　町のあちこちに色とりどりのランタンが吊つるされ、食べ物や見世物の屋台が並び、はしゃいで走り回る子供たちの笑い声が通りに溢あふれると、瞬またたく間まに陽気な祝いのムードが広がり始めていた。

「ドルオタ様！　私、この町で飯屋をやっております者で。うちの名物の煮込みを是非ご賞味いただきたい！」

「こちらの品も是非受け取っていただけませんか、ドルオタ殿！　我が家に代々伝わる鍋敷きでございます」

「あ、はい、あの……本当に、俺は何もしてないんで、おかまいなく……あと鍋敷きは本当に要らないです」

　祭りの最中、翔ひろ人とたちは町で一番大きな建物で開催される盛大な酒宴に招かれることになった。

　次から次へと人が現れては、メノギオルを相手に一歩も引かなかったという武勇伝を語ることを求められる。

　町を救った英雄。異界の勇者。伝説の始まり。人々は皆口々に翔ひろ人との偉業を褒ほめ称たたえ、握手を求め、祝いの品を差し出す。あれはフィーリーフの手柄であって自分は何もしていない、といくら言っても取り合わないのだ。

　這ほう這ほうの体ていで何とか理由を付けて逃げ、ようやく翔ひろ人とは人ひと気けのないテラスへ出た。

　大勢の人が放つ熱気に満ちた部屋から外に出ると、夜風の冷たさが心地いい。

「ふう……」

　思わずため息を漏らしたところで、何やら桃色の液体の入ったグラスが目の前に差し出された。

「お疲れ様です、ヒロト様。お一ついかがですか？」

　現れたのはフィーリーフだった。自身も質問と握手攻めに会っていただろうに、気疲れした様子など微み塵じんも感じさせない。

　もしかしたらフィーリーフは根っからアイドルに向いたタイプなのかもしれない、と翔ひろ人とは思った。

「ありがとう。助かるよ」

　口をつけてみると、その飲み物は豊かな甘味の中に癖になりそうなほのかな苦味がある。果実由来と思われる華やかな香りがあり、濃厚なのに後味はすっきりしていてべたつかないのが翔ひろ人とは気に入った。

「美お味いしい。これお酒じゃないよね？」

「お酒ではありません。クヴァシルと言いまして、精霊の恵みがふんだんに含まれていますので疲れや怪け我がによく効きますよ」

「へえ。栄養ドリンクみたいなものかな」

「飲むと気分が高揚しますが、飲みすぎると注意力や判断力が著しく低下するので注意が必要ですね」

「それやっぱりお酒じゃないの!?」

「いえ、お酒ではないです」

　フィーリーフはきょとんとした顔で応じた。

　どうも納得いかないが、ここは異世界なのだ。元の世界の基準では測れないもので満ちている。

　翔ひろ人とは観念して、初めて口にする飲み物をゆっくりと味わった。

「大変でしたね。皆さん、ヒロト様のことが気になって仕方がないようで」

「俺のことなんて聞いても仕方ないのにね。町を救ったのはフィーリーフの方なんだから」

　その言葉を聞くなり、フィーリーフは不思議そうに翔ひろ人との顔を覗のぞき込こむ。

「もしかしてヒロト様は、自分は何もしていない、などとお考えなのですか？」

「いや、だって、俺はフィーリーフが歌っている間応援してただけだし。結局精霊の姿も見えないし。メノギオルが何で帰ったのかもよく分かってないしなあ」

　距離の近さにどぎまぎしながらも、なんとか平静を装よそおって答える。

　だが、フィーリーフはふるふると首を横に振って否定した。

「ヒロト様は、精霊応授セイズよりももっと、ずっと素敵な力を持っていますよ。他の誰にも、ヒロト様の代わりは務まりません」

「そうかな……そんなことあるかな」

「あります。それが、私を奮い立たせるのです。もっと自信を持ってください」

　フィーリーフの褒め方はあまりにも真っすぐだ。

　ふわふわしたくすぐったい気持ちが背中にこみあげてきて、翔ひろ人とは自分の髪を手て櫛ぐしでかき乱しながら変な笑いを浮かべた。

　そして天を指さし、大きな声で叫んだ。

「よし。自信を持つ！　そして今、ここに宣言しよう。俺は生涯フィーリーフ単推しであると！」

　単推し。

　それは、他にどれほど魅力的なアイドルが現れようとも、変わることなく一人のアイドルだけを推し続けるという宣言。

　ドルオタにとって最も重く、固く、熱い誓いである。

　口先だけの約束ではない。一大決心して放たれた、絶対の盟約である。

　しかし残念ながら、当のフィーリーフは小首を傾かしげていた。

「ヒロト様。たんおし、とは何でしょうか？」

「通じてなぁい!?」

　無理もないことだった。

　元々アイドルが存在しないこの世界では、言葉の精霊も単推しという概念を分かりやすくフィーリーフに伝えることができなかったのである。

　故に、翔ひろ人とは自らの言葉でその意味を正確に伝えなければならないのだ。

「単推しっていうのは、その人一人だけを、一番好きでいるということだよ！」

　慌てて補足すると、辺りが奇妙に静まり返った。

　フィーリーフの頰がみるみるうちに赤く染まっていく。

　そのリアクションを受けて、翔ひろ人とはようやく自分があまりにも大胆なことを口走ったのに気がついた。

「いや……ん!?　ち、違う……いや何も違わないけど！　あれ？」

　翔ひろ人との額や背から汗が噴き出した。

　推しへの気持ちを叫んだ言葉だったが、なんだか大胆な愛の告白にしか聞こえない。

（ヤバい。どうしよう。撤回すべきか？　何も間違ったことは言ってないんだけど。でも、まずくないか？　キモいって思われない？）

「……ヒロト様の気持ち、伝わりました。胸に響きました」

　どこかふわふわとした雰囲気で、頰を染めたままエルフの少女は語る。

「あ、ちゃんと伝わった……？　だ、大丈夫？」

「はい。大丈夫です。これからも、末長くよろしくお願いいたします」

　末長く、とはあくまでアイドルとしてのことなのか、それともそれ以上の意味が含まれているのか。なんとも絶妙な返答だ。

　心臓の鼓動が、まるで耳の中で鳴っているかのようにうるさい。

（な、何か今、知らないうちに踏み越えてはいけないラインを踏み越えてしまった気がする!?　でもフィーリーフも別に嫌がってはいないし……いいのか？　これはドルオタとして許されることなのか!?）

　その場にうずくまって自問自答していると、テラスに入ってきたガルナが気づかないまま翔ひろ人とを踏みつけた。

「ぎゃうあっ！」

「ああっ、ヒロト様！」

「危ないぞ。そんなところで何をしている？　それより肉を食うがいい！　たくさんあるぞ！」

　大きな皿の上に骨付き肉や燻くん製せい肉にくを山盛りにしたガルナがフィーリーフに詰め寄り、顔をしかめたラニがその後に続いている。

「ちょっとガルナさん、一人でお肉取りすぎ！　恥ずかしいから返してきなよ！」

「断る。私は誰にも縛られん。ショウガクセイだからな」

「何がショウガクセイだよ。まるで子供じゃん」

「勘違いするな。別に私一人で食べるわけではない」

　ガルナがテラスから大きな肉の塊を一つ放り投げると、階下の中庭に寝そべっていた五匹の狼おおかみが我先にと争って飛びついた。

「すごい勢いだ……」

　バリバリと骨まで嚙かみ砕くだく狼おおかみたちの旺盛な食欲を目まの当あたりにした翔ひろ人とは、改めて恐怖を感じながらも、ふと浮かんだ疑問を口にする。

「そういえば、ガルナってもう山に帰っちゃうの？　狼おおかみたちは戻って来たし」

　元々ガルナは、翔ひろ人とたちが山を越えるまでの道案内という話だった。

　途中からメノギオルに魅了された狼おおかみたちを奪い返すための同行に切り替わったが、その目的を果たした今となっては町に留まる理由もない。

「ん。……そのことなんだが」

　ガルナは咳せき払ばらいをし、どこか遠くを見つめながら語り出した。

「確かに今回、メノギオルを追い払うことには成功したな。だが、私は満足してない」

「……というと？」

「今回、奴やつに勝ったのはフィーリーフの力。私自身がこの手でメノギオルの奴やつをぎゃふんと言わせなければ、気がすまん。それまではお前たちに同行する」

　きっぱりと言い切ると、ガルナは手にした骨付き肉をバリバリと嚙かみ砕くだいた。

「ちょっと執念深すぎるのでは……」

「そうは言うが、お前たちだけで奴やつの率いる魔物に対抗できるのか？　次はもっと危険な敵を連れてくるかもしれんのだぞ！」

　若干引き気味の翔ひろ人とに対し、ガルナは憤慨した様子でまくしたてる。

　だが、その言葉を受けたフィーリーフは首を傾かしげた。

「……もしかしてガルナさん、私たちのことが心配だから付いてきてくれるのですか？」

「は？　い、いや、別に？　そういうわけではないが？」

　ガルナはなんとか平静を装よそおおうとしているらしいが、舌はもつれて目が泳ぎまくっている。

「噓うそが下手すぎるっていうか、そこは別に噓うそをつかなくてもいいじゃないか。ありがとう、ガルナ」

　ガルナは無言で骨付き肉をがっつき続けているが、よく見ると耳が真っ赤になっている。

　どうにも、自分の善意を素直に表現するのが照れ臭いらしい。

「実際、メノギオルがこのまま大人しくしていてくれるとも思えないけど……これからどうするつもりなの？　ドルオタさん」

　ラニの質問を受けて、今度は全員の視線が翔ひろ人とに集中する。

「落ち着いたら町を出て、別の所に行くかな……助けを必要としてる人は世界中に居ると思うし、それに、フィーリーフのお父さんとお母さんもどこに居るか捜さないとだよね」

「はい！　当てもありませんが、いつかきっと再会できると思います！」

　その途中に再びメノギオルと対たい峙じすることになるかもしれないが、同じ町を何度も戦いの舞台にするよりはずっといい。

　それに、ずっと同じ場所に留まっていてもフィーリーフのファンは増えないし、成長は望めない。

　アイドルは常に新たな活躍の地を目指して前進し続ける必要があるのだ。

「では、まず次に行く先を考えないとですね。どこにしましょうか？」

　うきうきした様子のフィーリーフとは対照的に、ラニはどこか浮かない顔をしている。

「いいなあ。それじゃ、ここに残るのはボクだけか」

「ラニちゃん……」

　フィーリーフが目を潤ませて寂しそうに眉を八の字にすると、ラニは慌てた。

「ああ、ごめんごめん。ちょっと楽しそうだと思って……そんな悲しそうな顔しないでよ。ほら、ボクは仕事があるから仕方ないんだって」

　明るく振舞っているが、それもどこか空元気なのが伝わってきてしまう。

　翔ひろ人ともラニとは出会ったばかりだが、互いに助け合い、心を通わせ始めたたばかりで離れるのはなんとも寂しい。

　それでも意を決して別れの言葉を贈ろうとした、その時だった。

「うおいっ！」

「ひいっ!?」

　雷鳴のような声に慌てて振り返ると、いつの間にかドワーフの長、ドヴァリが翔ひろ人とのすぐ後ろに立っている。

　宴席でだいぶ酒を飲んだらしく、千鳥足で鼻先も赤い。

「ちょっとパパ、また飲みすぎ。そんなんだからママに愛あい想そつかされたんでしょ」

「や、やめろ。それを言うのは本当にやめろ」

　一瞬泣きそうな顔を作ったドヴァリだったが、すぐに思い出したように表情を引き締めた。

「あのな、ラニ。お前は生まれてからこの方、町を出たことがねえだろう。それはそれでよくねえ。もうちょっと、外の世界を見て見聞を広めてこいや」

「……え？」

　ラニは戸惑った。ドヴァリは明らかに、今までの会話の流れを受けて発言している。

「俺も若い頃はあちこち旅して、色々な土地の建築方法を学んだもんだ」

「パパ……」

　突然、ドヴァリは翔ひろ人とに向かって深々と頭を下げた。

「そういうわけだから、ドルオタ殿、この通りだ。どうかしばらく、娘の面倒をみてやっちゃくれねえか！」

「え？　いや、それは、本人がいいなら全然オッケーですけど」

　翔ひろ人とからすれば願ってもないことだ。

「それじゃあ、ボクからもお願いするよ。きっと、役に立てるはず」

　そう言うと、ラニはぐっと握り拳を作ってみせた。

　一晩でステージを作り上げた建築の腕前は言わずもがな。この先どこへ行くにしても、ドワーフのラニの助力があれば心強い。

「ええと……それでは、ガルナさんとも、ラニちゃんとも、まだお別れしなくていいということですね？」

「まあ、そうだな」

「そういうことになるね」

　ガルナとラニが一度顔を見合わせて頷うなずいた途端、フィーリーフは笑顔で二人に抱き着いた。

「嬉うれしいです！　せっかくお知り合いになれたのですから、もっといろいろな場所にみんなで行って、たくさん楽しいことをしてみたいですよね！」

「こ、こら。私は遊びに付き合うわけではないぞ！」

「ボクだってそう。あくまで勉強、勉強だからね！」

　目を潤ませて喜ぶフィーリーフに、ガルナとラニは少し気恥ずかしそうにしながらも微笑ほほえみを返している。

（フィーリーフって、みんなを好きになって、みんなに愛される才能があるよな）

　賑にぎやかにはしゃいでいる三人の少女を眺めて、翔ひろ人とは今まで感じたことのない不思議な気持ちが湧き上がってくるのを感じていた。

　皆で歌っている時に気がついたのだが、ガルナは力強くハスキーな歌声、ラニは見た目のボーイッシュさに反してハイトーンのかわいらしい声をしている。

　この三人ならば、それぞれが得意な部分、不得意な部分を補い合って、最強のアイドルユニットが作れるのではないだろうか。

　翔ひろ人とは、フィーリーフをセンターに据え、サイドにガルナとラニを加えて、三人がステージの上で歌い踊る姿を幻視した。

　それはきっと、とてもヤバい。

「……あ？」

　すぐにギョッとして、頭を振って無理やり想像を彼方かなたへと追いやる。

「いや。いやいやいや……何を考えてるんだ？　今言ったばっかりだろ！　俺は一生フィーリーフ単推しなんだから!?」

　落ち着こうとしても落ち着かない。

　際限なく気持ちがふわふわして、居てもたっても居られないような心地がする。

　温かくて、なんだか眠いような気もするし、眠ってしまったらもったいないような気もする。

「やっぱりさっき飲んだの、お酒だったんじゃないか……？」

　熱っぽい額を押さえながら、翔ひろ人とは、この世界で何か新しく、楽しいことが始められそうな予感に浸った。
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　一方、その頃。




　メノギオルの居城、その最さい奥おう。玉座の前には四名の影が立っていた。

　火竜精・サラマンドラのブレイガ。

　水妖精・ウンディーネのシャヌマ。

　風舞精・シルフのネイリン。

　そして、今や四魔精を去った岩掘精のラニに代わるように、一人の男が席に着いている。

　中肉中背。これといって際きわ立だった身体的特徴のない男だ。

「……何なのだ、あいつらは」

　玉座に着くメノギオルは、忌いま々いましそうに長い爪を擦り合わせた。

「ハッハッハ！　惜しかったなあ！　そんなに見事だったんなら、ウチも見てみたかったじゃん？　エルフのアイドル！」

　ブレイガは相変わらず、煮え立つマグマを口に運びながら豪快に笑う。

「下らぬ。しょせん我とは比較にもならぬ児戯よ」

「……」

　シャヌマが無言でかき鳴らす竪たて琴ごとの音色は、メノギオルの苛いら立だちを宥なだめ、鎮しずめようとしている。

「今度はネイリンちゃんも連れてって欲しいナ！　ラニちゃん居なくなって寂しいし！　四魔精が三魔精になっちゃったナー！　あれ、四から一引いたら三で合ってる？」

　ネイリンがはしゃぐ一方で、新顔の男がぼそりと呟つぶやいた。

「児戯か。なら、何な故ぜその児戯に邪魔をされて、聴衆を虜とりこにすることができなかったのかな」

　一瞬にして場の空気が張り詰めた。

　ブレイガやネイリンの顔から笑みが消え、シャヌマが眉根を寄せる。

　メノギオルも一瞬眉をひそめたものの、即座に激げつ昂こうすることを避け、努めて平静を保った。

「……我の生み出す芸術が高尚すぎて、愚かな民には理解できなかったのであろう。それだけのこと」

「ははは！　なるほどね。どうやら、これはアイドルの本質に関わる問題だ。今回あんたが負けるのも無理はない」

　その瞬間、メノギオルの周囲に無数の黒き剣が生み出され、眼前の不敬な声の主へと迫った。標的を八つ裂きにし、一瞬にして塵じん芥かいへと変える暗黒の剣である。

「ドルオタよ。口の利きき方に気をつけよ。わざわざこの世界に呼び出した汝なんじが有用であれば良いが、そうでなければ直ちに消えてもらうことになる」

　脅しを受ける男は、じりじりと迫る刃先を全く意に介さず、不敵に笑みさえ浮かべていた。

「有用に決まっている。アイドルについて、俺より詳しい奴やつはいない」

「ふん……」

　メノギオルが片手を上げると、闇の剣は高く空まで舞い上がり、暗い空に溶けて消えた。

「全部、俺に任せればいい。あんたの望み通り、全て壊してやるよ。手始めにこの世界を。それが叶かなったら向こうの世界もだ」

　ぎらぎらと光る目。手には禍まが々まがしく、深紅に輝くサイリウムが握られている。

　メノギオルによってこの世界へ招かれた闇のドルオタは、世界を呪う狂気を振りまいて妖しく笑った。







あとがき







　なぜ、私たちはアイドルという存在に魅了されずにいられないのか。

　そもそもアイドルとは何なのか。

　光……いや、世界？　宇宙？　神？




　そんな無駄に壮大なことを考えながらキーボードを叩たたいていたら、世界的なウィルスの流行、緊急事態宣言、不要不急の外出禁止と、いつしかアイドルのイベントを見に行くのも難しい状況になってしまい。

　この本が皆様の手元に届くころにはまた状況が変わっているかもしれませんが、少なくとも書き始めた当初はまだ自由に行けた取材が、終盤は難しく、記憶を一生懸命呼び戻しつつ執筆する形となりました。




　取材するという意識で臨むと、イベントの見え方がまた違って面白いものです。

　やっぱり人気のあるアイドルは、決して顔がかわいいだけでもないし、歌や踊りがうまいだけでもないように思います。（もちろんそれらも日々の努力の積み重ねであり、重要な要素ではありますが……）

　お客さんをノセる、煽あおる、そして応える、その関係の構築が強固なんですよね。

　それこそ星の数ほどいるアイドルたちの中で頭一つ抜けるためには重要な能力なんだろうと思います。

　アイドルという存在は時に「見た目がかわいいだけ」と見られることもありますが、決してそうじゃないんだぜ……というリスペクトの気持ちが、本作には密ひそかに籠められております。




　そして、ステージの上で輝くアイドルがいれば、客席にはその輝きを一心に追うものあり。

　客席で身体からだに伝わる「見る側の熱」というのは現場に赴かなければ伝わらないものです。

　なにかに夢中になっている姿、必死になっている姿は外野から見れば「キモい」と一蹴されがちですが、スポーツの応援だって、喉が枯れるほど声を振り絞って、汗を流して、涙を流すこともある。

　アイドルの応援だって何も違わないぞ。

　そこに立つ誰もが、一人の勇者なのだ！

　そう考えた時に、誰かを応援するものを応援するような話を書いてもいいんじゃない？　という気持ちもまた、本作には籠められております。




　さて、異世界には異世界の苦労がありますが、我々が暮らす現実の世界も先の見えない不安が続いております。

　特に、エンターテイメントの業界はかなり大きな打撃を受けていると思います。

　自分が知る範囲でも、いい感じの小さな書店や素敵なメイド喫茶、数少ない名機を置くゲームセンターなどが閉店していっており、なんともやるせない思いです。

　そんな世界の中で、歌って踊って争いを鎮しずめ、たくさんの人を元気づけるような存在に思いを馳はせて、ちょっとアガれたらいいよね、というような思いもまた、本作には籠められています。

　なんだか色々籠めてばっかりですが、作家にとって作品はそういうものだし……いや、主語が大きかった。私にとってはそういうものなんです。




　最後になりましたが。

　毎度のことながら、書き進めている時はノせてくれて、ズレている時はきっちり軌道を修整してくださる担当の長なが堀ほり様さま。

　本作のキャラクターたちをかわいらしく、カッコよく描き、新たなインスピレーションをも授けてくださった天あま川かわさっこ様。

　そして、執筆作業にかまけていても理解してくれる寛かん大だいな家族（助かる）。

　この本を手に取っていただいた読者の方。

　皆様、本当にありがとうございます。




　今後も、読んでくれる人を楽しませ、「こういうのいいよね」と思っていただけるような作品を生み出せるように励んでいきたいと思っております。

　何なに卒とぞ宜よろしくお願い致します。


仁に木き克かつ人と
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